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１　僕の母さんは残念な人です

２　僕の妹は残念な人です

３　僕の姉さんは残念な人です

４　僕の彼女は残念な人です

５　うちのメイドさんは残酷な人だ

・　エピローグ



    

  
    
      


１　僕の母さんは残念な人です



「いやあ、いい家だな」

　社交辞令にしても、もっとほかに表現があるだろうってくらいひどい社交辞令。

「先生、そんな誉ほめ言葉ないですよ。まして、ここはマンションだから隣もその隣も同じ構造です。それを重要文化財でも見るように言われてもシラけるだけです」

「けど、マンションなのに目の前に庭があるし、ペットの犬までいるじゃないか」

「単なる柴しば犬いぬですよ。あと、ペットじゃなくてただの犬です。愛あい玩がんしてませんから」

「生き物の可愛かわいがり方も人それぞれだな」と、きっちりした七・三分けの先生は苦笑しながら座布団を前に詰めて、テーブルに体を寄せた。

「では家庭訪問を始めよう――と言いたいところなのだが、お母さんがいないね」

「はい、母さんは人を待たせることで威厳を感じさせようとするタイプなんです。僕は母さんの仕事の能力は高く評価しますが、人格的にはまったく信用していません」

「君は本当にずばずばと言うね。まるで、日本刀みたいだ」

「知りもしないものを比ひ喩ゆに使うのは感心しませんね。もし、一いつ介かいの国語教師がそんな危険物を所有していれば、定てい年ねん退たい拭しよくを待たずに国民不適合者として処理されますよ」

　処理する――これは法律用語だ。

　日常語で言い換えれば――殺す。

　僕らの国では六十歳を迎えた人間は、人口抑制のため原則として「処理」される。これを定てい年ねん退たい拭しよくと言う。人類は基本的に不老不死なので、ほっといても死なず、増える一方だからだ。

　もし、死にたくなければ、功績を残して永えい生せい権けんを手に入れるしかない。

　永生権とは名前のとおり、永久に生きられる権利だ。百でも二百でも罪を犯さない限り、いくらでも生きてかまわない。ただし、二百歳を超えるあたりから更新の審査が厳しくなってくるから、二百歳権くらいに考えたほうが現実的かもしれないけど。

「君のその強気な性格は、将軍の血筋のせいかな。ほんと、どうしてこんな高校に入ったのかね？」

　先生はわざわざ中指でメガネを押しあげた。ずれていたようには見えないから、威圧としてのポーズなのだろう。そんなもので僕は萎い縮しゆくしないが。

「『こんな高校』とは来栖山くるすやま市立来栖山高等学校のことでよろしいですね」

「ああ。この学校は所しよ詮せん私立に行けないバカどもを収容する小屋さ。過去の卒業生のうち、永生権取得レベルの功績を残した者はほとんどいない。卒業後の進路も、有名私大が数人だけ――もっとも、そのうちの一人に君がなるだろうが。どうして私立高校に行かなかった？　ただでさえ、君は将軍、神倉かみくら玉将たままさの――」

「その玉将の意向です」

　相手の言葉を切ったほうが質問の解決を早めると考え、割りこんだ。

「父さんの方針は――」

　パタンとふすまがあく。

　白いワンピース姿の涙珠るいしゆがひかえていた。

　それに加えて白い肌、髪に挿してあるブローチも白、とにかく白い。さすがに白髪じゃないから髪は黒いけど。

　ふすま絵の龍りゆうと虎とらがこちらを睨にらんでるその横で、涙珠は盆を持って膝ひざ立だちになっている。盆の上には湯気の立っているお茶と卵ボーロの皿が三組。ところで「ボーロ」ってポルトガル語でケーキの意味らしいけど、どこらへんがケーキなんだ。

「どうぞ。ミタマがお世話になっています」

　丁寧におじぎをした後、涙珠は皿を先生と僕の前に置いた。

「これはこれは、お母様。ミタマ君の担任の――」

「いえ、私は母ではありません。ミタマの妹の涙珠です。申し訳ありませんが、母は遅れて参ります。今しばらくお待ち下さい」

「ほう、しかし、君の妹には見えんな。むしろ、いかにも母親という感じだ」

　先生が間違えるのも無理はない。涙珠るいしゆはひどく大人おとなびて見える。いや、大人びているというか、ひどく冷めて見える。とても十数年しか生きていないとは思えない。

「中三です。兄のふたつ下ですね」

「なるほどね。しかし、教師生活も長いがいまだに相手が母親か姉かよく間違えるなあ。雰ふん囲い気きで世代がわかるというのはウソだね」

　ひどく当たり前のことを先生は言った。

　そりゃ、大人になれば誰だれも成長しないのだから、区別なんてできるわけない。一般的に、成人式を終えると人間の成長は止まるのだ。

「確実な方法を教えましょうか？」

　涙珠がつまらなさそうな顔をして言う。実際につまらないと感じているのかは定かではない。大笑いしている妹を目撃することなんて、きっと二百年に一回あるかどうかだろう。ちなみに、まだその二百年に一回は来ていない。

「好きな歌が何か尋ねてみるのです」

「好きな歌？」

　人を殺したような目つきでうなずく。さすがに本当に人は殺してないだろうけど。うちの女で目つきが悪いのが涙珠、性格が悪いのが母さんで、目つきも性格も悪くないのが五十鈴いすずさんで、もういないけど趣味が悪いのが姉さんだった。



    

  
    
      



    

  
    
      

「我々人間という種は数ある動物のなかでも、もっとも特異なものの一つです。二十歳はたちごろで成長も老化もストップする動物なんて、ほかに発見されていません。いつ寿命を捨て去ったのか、科学だけでなく歴史学や神話学までが研究の対象としていますね」

「ああ、そうだね」

「ですが、人間は成人に達する前後に受けた文化的影響をずっと引きずります。百歳なら八十年前の、七十歳なら五十年前の流は行やり歌が好きな曲のなかに入っていますよ」

「はは、妹さんのたとえが全部定年を超えているあたりがこの家らしいね。先生も早くどうにかしないと六十歳で定てい年ねん退たい拭しよくさせられてしまうよ」

　いかにも凡人な愚ぐ痴ちだな。自分の理解に収まらないものに妬ねたみの感情をにじませる。面倒だし、涙珠るいしゆに相手をさせておこう。妹もコミュニケーションが年中不足気味だから、とくにしゃべりたくもない相手と話す練習はしていたほうがいい。

「あら、永えい生せい権けんを手に入れ、国に不老不死を認めさせるのに家柄は関係ありません。社会的に賞賛される必要も厳密にはありません。ただ、一芸に秀ひいでていればいいのです。凡人も努力すれば六十歳で処理されずにすみますよ」

　どっちかというと、涙珠の発言のほうが教師らしいな。

「そうなんだが、せめて定年を六十歳から八十歳くらいに延ばしてほしいかなあ」

「おや、先生は国の定めた決まりにケチをつけるのですか？　もし六十歳を過ぎてもすべての人間を生かしておけば、世界は人類でパンクしますよ。命懸けで制度打破の革命を叫ぶ人生も否定はしませんが。細ほそ々ぼそと六十年生きて処理施設に送られるよりは輝かしい生き方かもしれません。けれど、何をやるでもなく文句を言っているだけなら――」

　教師の風かざ上かみにも置けない堕落した人間ですね、と涙珠は人差し指を先生に突きつけた。

「私は、中途半端な、堕落した、人間が、大嫌い、なんです」

　やたらと単語を区切って涙珠は言う。

「そ、そうだね……。先生が間違っていたよ……」

　正論を突きつけられて、先生は言葉に詰まった。

　ほとんど嫌がらせだな。凡人に正論をぶつけるなよ。人間は努力すれば救われることになってる。でも、努力するのだって才能がいる。努力すらできないから凡人なんだよ。

　僕ら人類はこの世界で今のところ唯一の不老不死の生き物だ。

　ケガとか毒とかを持ってこられないかぎり、死なない。病気で死ぬこともたまにあるけど、極めてレアなケースだ。

　でも、そんな生物が増え続けたら地球は二百年もあれば人で埋まる。

　だから、偉い人間以外は定年――六十歳で消えてもらうことになっている。

　はるか、はるか昔、皇帝がそう憲法を定めたのだ。

　――なんてどうでもいい説明をしているのは、先生と涙珠の話が途切れたから。

　涙珠るいしゆもそれ以上話を続けるつもりはないらしく、なんともなしに庭の魯ろ鈍どんな柴しば犬いぬポチを見ている。つまらない犬なのでできるだけつまらない名前をつけている。

　先生は首を後ろに向けて庭のほうを見やった。首だけでなく話題もそらしたいらしい。

「いやあ、立派なモミノキだね」

「いえ、あれはカゴシマスギです」

　訂正しておく。この人ももう少し知識を増やせばいい。「知」が豊かなほうが、「情」も豊かな人間に育ちやすいと心理学者も言っている。バカはそれだけ獣に近い。

「ちなみにその横はナンテン、センリョウ。マンリョウという植物もあるけどセンリョウのほうです。縁側にある鉢植えがオリヅルランです」

「知識だけなら、学校で君の右に出る者はいないね……」

「母さんの詰め込み教育のせいです。むしろ詰め込みすぎ教育ですかね。答えが決められていることなら、僕は必ず正解までたどりつけます」

　先生がむっとした顔をしたが、知ったことじゃない。

　これは自慢じゃなくて事実だ。だから凡人に対して己おのれを卑ひ下げしたりなんてしない。神倉かみくらの人間は偉そうなことを言う程度にはみんな偉くて気け高だかい。正直、一族のほとんどが人格破は綻たんしているが、そこだけは尊敬できる。

　だから、僕らがことごとく永えい生せい権けんを手に入れ、定てい年ねん退たい拭しよくなんて関係なく生き続けるのだって、当然の権利だ。

　たとえ、僕が一族のおちこぼれだとしてもね。

「……それにしても君の母さんは遅いな」

　僕は頭を下げる。

「すいません、それはこっちの完全な落ち度です」

　子供が言うことを聞かなかったら激怒するくせに、何をやってるんだ。また昼寝かな。いつ起きてるのかよくわからないくらい寝てるからな。

「そろそろ来られるだろう」

　尻尾しつぽを振っている犬に一いち瞥べつをくれて、先生の首はこちらに戻ってきた。

「では、お茶でもいただこうかな――え？」

　湯飲みをとろうとした手を涙珠がとどめた。というか、涙珠、お茶を出したら下がればいいのに。

「飲む前にお聞き下さい」

「な、何かな……？」

「差し出がましいようですが、先生には緊張感というものが欠けています。ここはマンションの十二階。何かあっても外界から気づくことはできません。しかもご存じのようにこの家は、将軍玉将たままさの領地の中です」

「それが、どうかしたのかな……」

「つまり、この家は密室ということです。空間的にも権力的にも」

「それで何がまずいんだろうか……」

　涙珠るいしゆは冷たい顔のまま続ける。そもそも笑顔なんて妹は見せないが。

「まだわかりませんか。先生はとても危険な場所にいるのですよ。ここであなたを殺し、その存在をなかったことにすることなど、我々には造作もないことなのです。けれど、先生はのんべんだらりと母親の到着を待っている。そんなことでは命がいくらあっても足りませんよ――――こんなふうに」

　涙珠は湯飲みをひったくって、ポチの食事皿に流しこんだ。

　ポチは意地汚くそれをぺろぺろと舐なめた後、激しい痙けい攣れんを起こし、

　犬として生まれたことを神に抗議でもするように激しく虚こ空くうに吠ほえ立ててから、

　ぷっつりと糸が切れたように動かなくなった。

　やっと先生の顔が青ざめた。

「毒入りです。毒の詳細は話の本筋ではないので省きます」

「はは、将軍のおうちらしいデモンストレーションだね……」

　先生はほとんど笑えてない。やはり僕の家は変なんだろうな。残念ながら僕には日常の一コマでしかない。ここは軍人の家だ。軍人というのは人を殺すのが仕事だ。

　神倉かみくら家ははるか昔は神官の家柄で、ある時から武士になった。

　涙珠はお盆のもう一つのお茶を置いた。

「こちらのお茶をどうぞ」

「こっちは大丈夫だね……？」

　先生が震えながらも笑みに近い顔をして、お茶をすする。

「いいえ。毒入りですよ」

「ええええええええええええええええええええ！」

　先生の顔が青から一まわりして赤になった。

「君！　いくら君たちが皇帝直属の将軍の子供だからといってみだりに人を殺すなんてことは許されないんだぞ！　なぜならそれは皇帝に逆らうことと同じだからだ！　軍部の横暴を法務局に通報する！」

　先生は拳こぶしを振り上げる。寺の前に置いてある仁王像みたいだ。死ぬとわかると人間、なりふりかまわなくなるらしい。

「まだ話は終わっていませんよ。それは毒入りですが、解毒剤も一緒に入っています」

「え、じゃあ……死なないのかね？」

　ついつい振り上げた拳のやり場に先生は困っているようだった。

「はい、死にません」

「ウソじゃないのかね？」

　いらっとしたのか、かすかに涙珠るいしゆの眉まゆがつりあがった。

「私はウソなどつきません。ウソをつくことは人として堕落することですから」

　また、涙珠おきまりの言葉だ――堕落。

「それにしても、あなた、死ぬと考えた途端、あの言動ですか。みっともない。少しくらいは静かに死を迎えようという心構えはないのですか？　あなたは堕落していますっ！」

　涙珠がその指を先生に突きつける。びしっ！　という効果音をつけたいくらいに。

　先生は、「は、はひ……」と言ってのけぞる。

「では、さようなら。せいぜい堕落せずに残りの生を満まん喫きつして下さいね」

　先生の引きつった顔を見届けてから、ようやく涙珠は奥の部屋に戻っていった。

「妹が失礼しました。うちの家庭環境だとまともな人間が育たないんです。自分で言うのもなんですが、僕が一番まともですよ。さて、中断していた話に戻りましょうか」

　先生はお茶を飲もうかためらったのち、卵ボーロに手をつけた。僕は平気でお茶を飲む。涙珠本人が言ってたようにあいつはウソをつかない。

「何の話だったかな？」

「どうして僕が私立高校に行かなかったかですよ」

　先生は「ああ、そういえば」と相あい槌づちを打った。忘れてたか。全部涙珠のせいだな。

「僕が公立の高校に入ったのは父であり将軍である玉将たままさの指示によるものです。父さんの言い分はこうです。『お前はやがて人を支配する側に立つ。その際、支配する側の者とばかり付き合っていては、される側の考えをつかむことはできん。だから、高校までは公立の学校に行き、大衆の価値観を学ぶべきだ』と」

　先生はわかったようなわからないようなという顔をしていた。

　何か不満のある顔で、追加の卵ボーロを口に入れた後、

「やはり、すごいお父さんだね」

「といっても、僕は父さんに会ったこともないですが。つか、顔を見たことすらありません。過去に見たのかもしれませんが、その記憶は消されています。防衛上の観点から」

　神倉かみくら玉将は皇帝の宮殿のどこかで政務を執とっている――はずだ。僕が物心つく頃ころから家には一切いなかったし。写真の類たぐいも何も残されていない。

　というか、将軍神倉玉将の情報は皇帝に次つぐ国家機密なので何もわからない。

　この国は皇帝につくられた――ことになっている。

　その皇帝は帝都の宮廷に住んでいる――ことになっている。

　皇帝はとにかくトップシークレットで「いるらしい」ということしかわからない。法的にいることになっているが、性別すらわからない。生まれた年もわからない。家族構成だってわからない。ほとんど皇帝は神様と同義だ。

　そして、その「いるらしい」皇帝を警護し、国の安あん寧ねいを維持するのが将軍である神倉かみくら玉将たままさの役目だ。反乱を鎮圧したとして名前だけはたびたびニュースに出るから、ある意味、実態のともなっている最高権力者なのかもしれない。

「な、なるほど。やはり、将軍の家は違うな……。しかし、お父さんは公立なんかに入れて息子がバカに染まる危険は考えなかったのかな」

「父は言ったそうです。『弱者の影響を受けるのはすなわち弱者だ』と」

「しかし……ある発達心理学者は、こう言っているがね。相手と深く共感しなければ相手を真に理解することはできない。だから……観察者は客観的な自己を多少なりとも犠牲にして……観察対象と同じ時間を生きるべきであると。あ、別に君の考えを否定する気はなくて、ただ…………こういう考えもあると…………」

「僕の目的は大衆の把握ですから。先生、酔っていますか？」

　どうも先生の様子がおかしい。顔もひどく真っ赤だ。

「いや……そんなこと…………なひ…………う…………」

　そのまま、先生は眠ったようにテーブルに突っ伏した。多分涙珠るいしゆが何かしたんだな。と、すぐに容疑者の涙珠が部屋に入ってきた。

「だから、あなたは堕落しているのです。やっぱり注意力散漫ですね」

　被害者にも冷たい涙珠。名前に涙って字まで使っているくせに血も涙もない。

「お前、いったい何をした？」

「卵ボーロに睡眠導入剤兼自白剤を入れておいたんです。わざわざ一度お茶のほうで注意してあげたというのに。こんな愚か者は今すぐ処理されるべきです」

　悪意の笑みすらなく、涙珠は当然のように先生を非難した。

「お前はやりすぎなんだ。先生が寝ちゃったら、家庭訪問できないだろ」

　涙珠はやっと少し小こ馬ば鹿かにしたように笑った。

「兄さん、ほんとに鈍にぶいんですね。お母様の計略に決まっているじゃないですか」

「そういうことよ！」

　ふすまから母さんが悠ゆう々ゆうと入ってきた。身長が百四十センチ未満の幼児体型では威厳も何もないけれど。二ふた股またツインテールで髪がピンクの母親ってどうかと思うが、事実なので仕方ない。

　僕の母さんはいろんな意味でガキだ。

　どう見ても子供にしか見えないし、言動も一番ガキっぽい。家事全般をメイドの五十鈴いすずさんにやらせてるから料理とかそういうこともできない。もっとも、母さんは家事などせずに働いたほうがこの国の経済にはよほど貢献するのだけど。

「ご苦労様、涙珠。ご褒ほう美びにお小遣いを一ひと桁けた増やしてあげる」

　僕は涙珠が「ありがとうございます、お母様」と言うのをさえぎって言った。

「で、家庭訪問はどうするつもりなのさ？」

「なんで家庭の情報をタダで教えてあげなきゃならないのよ」

　ダメだ、この人とは会話できない。

「そんなもったいないことしないわ。むしろ、学校の情報をもらう」

　せいぜい小学校低学年くらいにしか見えない母さんは、悪意だけは大人おとな五十人分はある。普通は二十歳はたちごろまで成長するのだが、母さんはどうも八歳ごろで止まっている。

「これはワタシ特製の薬。副作用なし。むしろ健康にいいくらい。さすが天才科学者！」

　母さんは偉そうにふんぞり返る。実際、それなりに偉い。

　こういう怪しい製薬の研究とか機械の発明の功績で母さんは永えい生せい権けんを手に入れ、不老不死を許されているのだ。

「先生、先生、聞こえる？　というか聞け！」

　母さんは乱暴に先生の肩をゆすった。何も知らずに見れば、子供が酔っ払った父親を必死に起こそうとしているみたいだが、現実はそんな牧歌的ではない。

　肩をゆすられた先生は、眠たげな目で「はい、なんでしょう？」と顔をあげた。

「女子出席番号十四番の贄川にえかわ那智なちと神倉かみくらミタマとの交際関係について率直に教えて」

　いきなりのことに僕は慌あわてた。

「ちょ、ちょっと、母さん！」

「この子のことはどうでもいいから、答えを」

「彼はいまだに贄川那智と親しく交際しているようです。もっとも内容は健全な高校生らしい範囲の内のようですが」

「ふうん。クラスメイトから盗聴した分でも、とくに変な話はなかったし、あなたはこれで許してあげる。帰っていいわ。あなたは神倉家に家庭訪問に来て、母親と学校の様子などについて十分ほど話をして帰った、おーけい？」

「わたしはかみくらけにかていほうもんにいき、びじんのおかあさんとがっこうのようすなどについてじゅっぷんほどはなしをしてかえった」

「よろしい。バイバイ。馬に蹴けられて死なないようにね」

　先生はイギリス騎兵隊のおもちゃのような足取りでふすまの奥に消えた。

「あなたは革命の指導者あたりがお似合いです。そして名声の海に浸ひたって溺でき死ししなさい」

　最後に涙珠るいしゆが追い討ちのように言いたいことを言う。

　僕はその姿を暗あん澹たんたる思いで見つめていた。先生が帰れば話は僕に飛ぶ。逃げたいが、母さんがズボンをくいくいとひっぱっている。ちなみに、ほんとはもっと高いところをつかみたいのだが届かないのだ。

「ミタマ、まだあんな女と付き合ってるのね。あれほど忘れなさいと言ったのに」

　母さんは僕をじっと凝視する。僕が目をそらそうとすると、手に力を入れて体の位置を修正してくる。この自信に満ちた目を見るのは怖い。

「あのね、あの子はもう助からないの。処理されるの。それが社会のルールなの。だから、忘れなさい、忘れてしまいなさい。これはミタマのためを思ってのことなのよ。ミタマに幸せになってほしいから母親として命令しているの。ミタマの幸せはワタシの幸せでもあるの。だからワタシの幸せのためにあなたはワタシの言うことを聞けばいいの。あなたの人生は親であるワタシが決めるの！」

　息継ぎもなしに母さんはまくしたてた。

　その横でぽけぇっとしている涙珠るいしゆは途中でのんきな農夫のようなあくびをした。

　何か言い返したところで、三倍にして返されるのは目に見えていたが、このまま黙っているわけにもいかない。

　だって、自分の好きな人のことを見殺しにしろって言われてるんだから。

　僕は必死に自分を鼓舞して言葉を探す。

「悪人や無能な者が処理されるのは仕方がない。けれど、贄川にえかわさんはそんなんじゃない。彼女は消されるような悪いことは何もしていない！」

　だんだんと僕の心に火がつく。僕らは語ることで初めて自分の気持ちに気づくのだ。

　そうだ、那智なちが殺されるなんておかしい。

　つまり、国の制度のほうが異常なのだ。



　那智はとにかく影のない女の子だ。何かが際立って優れているわけじゃないけど、人の嫌がることを率先してやってしまう、奇跡的な才能を那智は持っている。

　個性なんてものを捨て去った書割みたいな人間の中で、那智の特異さだけが光っていた。間違いなくクラスでも那智は有名人だった。

　だって、保健委員と図書委員と風紀委員と委員長を兼任してるんだから。

　別に委員をやってるから偉いなんて僕はまったく思ってない。そりゃ、世界規模の組織の委員とかなら話は違うけど、クラスの委員にそんな価値なんてない。

　でも、価値がないものでもこれだけ並べると価値が出る。

　僕ら神倉かみくらの人間は普通の人間にはあまり興味を引かれないタチらしいが、その点、僕も那智の普通じゃないところに興味を持ったのかもしれない。といっても他た愛あいない会話をしたり、昼食を一緒に食べたりしただけだけど。

　で、そんな興味がある日、好意に変わった。

　あの日も那智は凡百の価値観から飛び出していた。文化祭用に「第・48・回・文・化・祭」のプレートを校舎の壁にはりつける作業、うちのクラスは「化」の字を担当しないといけない。

「はい！　わたしがやります！　みんなのために一肌脱いじゃうよ！」

　やっぱり、その時も那智なちは勢いよく手を挙げた。

「やめたほうがいいよ、贄川にえかわさん」

　そう僕は言った。

「もう贄川さんは保健委員と図書委員と風紀委員と委員長と金魚の餌えさやりをしてるだろ。これ以上引き受けなくていいよ」

　那智は人の嫌がることをなんでもやってしまう。おかげでクラスの仕事はほぼすべて引き受けさせられている。これでさらに仕事を増やすなんていくらなんでもひどすぎる。

　しかも、物理的にもこの仕事は危険だ。

　看板取り付け作業は四階だ。落ちてケガでもしたらどうする？　入院している間に、ほかの連中は永えい生せい権けん獲得のためにずっと勉強している。那智はどんどん競争社会のなかで取り残されていく。

　だから、ほかのクラスメイトみたいに下を向いて、一個でも英単語や数式を覚えて大衆からの脱却を果たそうとするほうがいい。

「でも、いいことすると心がぽかぽかになるんだよ」

　だからって、那智がとりあうわけがなかった。

　那智は徹底したプラス思考の人間だ。悪いところは目に入らない。

「神倉かみくら君、朝ちよう令れい暮ぼ改かいって言葉があるでしょ。言ったことがころころ変わったら誰だれからも信用されなくなるよ。信用を失った人間は殺されたのと一緒だよ！」

　そのあまりのまっすぐな生き方に僕の心は揺すぶられた。

「じゃあ、仕事に戻るねっ！」

　那智はお荷物の仕事を引き受け、四階の窓に出た。



　そして、四階から転落した。



「贄川さん！　贄川さんっ！」

　気づいた時には僕は那智の落下した現場に走って、救急車を呼んでいた。那智の意識はなかった。搬送先までクラス代表でついていって、ずっと那智の名前を叫び続けた。

「贄川さん、贄川さん！」

　けど、那智の目は閉じられたまま。

「贄川さん！」

　ああ、くそっ！　君は凡人とはずれた変な素質があるはずなんだ。だから、こんなところで死んじゃいけない！

「贄川さん……贄川那智……那智、那智っ！」

「……………………あれ、誰だれか名前呼んだ？」

　それが僕と那智なちの出会いだった。

　いや、もちろんクラスでずっと会ってたけど、お互いを意識したって意味で。

「あ、落ちちゃったのか。で、神倉かみくら君はついてきてくれたってことですね？」

「うん」

　那智はにこっと笑った。

「神倉君はすっごく心の温かい人だね！」

　その時から僕は那智のことを下の名前で呼ぶようになった。どさくさにまぎれるような形だけど、僕は少しだけ那智に近づいた気がした。

　那智は奇跡的に一命は取り留めた。それだけでも医者は驚いていた。

　しかし、神経に傷を負おってしまい、那智は左足を永久に自由に動かせなくなった。

　一生、杖つえをつきながらの生活だ。

　そして、医者は言った。

「これは治癒不可能です。残念ですが二か月後に処理となります」と。

　法律上は三年以内に完治の可能性のない重度のケガを負った人間は生存の権利がない。

　もうすぐ、那智は市によって回収され、殺される。行政が何かを殺すという表現を使うことは現在禁止されているので、「処理」と言い換えているが、同じことだ。



「そうだ、那智は……贄川にえかわさんに罪はないんだ！　治らないケガが罪になるこの世界のほうが罪なんだっ！」

　この世界では犯罪者のように治らないケガをした人間はすぐに処理されてしまう。

　特別な保護のいる人間、つまり無能な人間なんて必要ないというわけだ。

　僕もずっとそう思っていた。でも――

「体が健康でなかろうと、才能を行使できる人間は存在するんだ！　それを那智は気づかせてくれた。那智の全肯定の生き方は誰だれも真ま似ねできない。永久に生き続けるにふさわしい才能なんだ！」

　僕はそのことを母さんに熱く語った。

　人格的に終わっている母さんでもこれだけ想おもいをぶつければ……。

　母さんは僕の目をのぞきこんで、

「言いたいことは以上？」

「うん！」

　それから、母さんは小さく舌打ちした。

「親に逆らう愚か者にはオシオキ」

　その瞬間、息ができなくなって、世界が暗転した。

　かきむしるように喉のどに爪つめをあてるが、苦痛は取れない。

　いつのまにか、もがきながら膝ひざ立だちになっていた。

「兄さんのお茶に毒が入ってないとは言ってませんよ」

　涙珠るいしゆの冷えきった声。

「命にかかわる毒ではありません。兄さんは兄さんで油断が多すぎます。これをいい薬だと思って下さい。薬というより毒ですけど」

「誰だれが上う手まいこと言えって言ったのよ。ほら、ミタマ、ワタシに逆らったらどうなるか忘れたわけじゃないよね？　言ってみなさい」

　声を出したかったが、喉のどの痛みに加え、涙と嗚お咽えつまで重なって言葉にならない。

「言えっ！」

　母さんがおもちゃのような手のひらで僕を叩たたく。

「知って……ます…………どんな理由があろうと、母さんに逆らうような子供は人間のクズ……唾つばを吐きかけて唾だらけにしても飽き足りない極悪人、人でなし、マザーファッカー……」

「わかってるじゃない。ワタシに口答えするのは神倉かみくらの神を辱はずかしめるのと同じことよ。なのに、私に口ごたえするってどういうことなのかな！」

　足を蹴けられた。四十キロもない母さんだから痛くはないが、強烈な敗北の味がする。

「ちょっと仲がいいから生かしてほしいですって？　情に流されて管理ができるか！　それでも玉将たままさの息子？」

　その名前に腸が縮む思いがする。父さんは神倉の惣そう領りようになるまでに父親と兄弟と……早い話が神倉一門を根絶やしにした。不老不死の悪あく弊へいだ。トップは引きずり下ろさないと自分がその地位につけない。

　おかげで僕らに父方の親類はほとんどいない。いるのは環たまき叔お母ばさんくらいか。

　その後、父さんは『公表』されている範囲だけでも皇帝謀反の疑いで八人の同僚を処刑し、今の将軍の地位についた。そこには情も愛もない。虎こ狼ろうの心で常に臨のぞまなければ生きていけない。僕は昔から会ったこともない父さんの影におびえていた。

「贄川にえかわ那智なちは死ぬべくして死ぬだけ！　誰だれの得にもならないことをするのは勝手だけど、その中には怪け我がをする危険も含まれてる。自分で選択した結果、取り返しのつかない事態を招いた。自己責任よ。そして、責任は償つぐなわないといけない、それだけのことよ。こんな簡単なことがどうしてわからないの！」

「は……はひ……母さん、母さん…………」

「弱者を保護して養っていく社会システムは伝説によると二十一世紀後半にはとっくに破は綻たんしたはずだわ。価値のある者だけが生き残る社会を選択したから我々人類は進化できたのに！　――――よし、こうしましょう」

　母さんがすごくタチの悪い笑みを浮かべた。やばい、絶対ろくなことを考えていない。

「おしおきとしてお尻しりぺんぺんするから、お尻出しなさい」

「は？　嫌だよ！　高校生にもなってそんなことできるか！」

「むしろ、上も脱ぎなさい」

「なんでだよ。尻叩たたく趣旨と関係ないだろ！」

「また口ごたえする。もう、服着なくていいわ。三日くらい裸で過ごしなさいよ。で、メイドの五十鈴いすずが通っても、さも自然体で全裸で何が悪いってふうに振舞いなさい」

　無茶苦茶だ。母さんは物事をなんでも極端まで押し進める。

　そんなんだから兄さんも姉さんも出ていったのに。

「まあまあ」

　涙珠るいしゆの声に母さんの手が止まる。ついでに僕の嗚お咽えつも。

　けど、手が止まったのは声のせいじゃなかった。

　母さんの手は涙珠の手から伸びた糸でぐるぐると縛りつけられている。

　涙珠は糸使いなのだ。

　その指の付け根には白い糸がいくつも巻いてある。原理は知らないが、それが伸縮して、敵を拘束したり、叩きつけたりする。この場合は、拘束しているわけだ。

「お母様の方法論には一つ間違いがあります。親であろうと、それが無力ならばむしろ子は積極的に親を叩き潰つぶすべきです。それが進化というものでしょう。無力な親は子の餌えさとなることによってのみ価値を持つのです」

「あら、涙珠、あなたの糸ごときでワタシの科学力を止められると思ってるのなら重大な事実誤認よ。三週間は折せつ檻かんしないといけないわ」

　ひとまず矛ほこ先さきが涙珠に移って助かった――と言っていいのか？　今度はこっちで全面戦争なんじゃないのか？

「ご心配なく。私は肉親の愛をよく存じ上げています。兄さんに必要以上に暴力を振るう人間がいるので止めなければと思いましてね」

「聞き分けのない子供は早く死ぬわよ？」

「あら、どういう理由で私が死なないといけないのですか？」

　まずい。部屋に殺気が充満している。

「ちゃんと叱しからないといい子供は育たないみたいね」

　母さんの目が天井の火災報知器らしき、でっぱりに向く。

「親に逆らう子供には、お・し・お・きっ！」

　――びゅ、びゅ、びゅ！

　次の瞬間、そこから無数の『針』が涙珠めがけて飛んできた。

「む」

　涙珠は顔を曇らせる。

　だが、それは恐怖を感じた人間の目じゃない。

　針が涙珠るいしゆに突き刺さる前に、指に巻いているほかの糸がムチのようにしなり、

　――しゅ、しゅ、しゅ！

　針をすべて目前ではじき落とした。

　まずい。これは本格的に親子ゲンカに発展しそうだ。僕らの家系は神官であると共に軍人だ。気に入らないことがあれば、争って決着をつけるのが当然だと思っている。冷静に見える涙珠だって、それは例外じゃない。

「涙珠、お前もよく知ってるでしょ。いくらワタシを縛ったところで無意味よ。この家に仕掛けているトラップはすべてワタシの視線認証で作動するんだから。このぱっちりおめめがつぶされない限り、ワタシは我が家では無敵なの！」

　母さんが声高々に笑う。実際、声が高いのだ。幼児体型らしく声変わりしていない。

「一家の大黒柱のいない神倉かみくら家を守る義務がワタシにはあるわ。ほら、英語でも言うでしょ、【ハウスキーパー】って。この家に侵入する輩やからは決して容赦しない」

「お母様は【ハウスキーパー】の意味を誤解しています」

「知ってるわよ。【千せん業ぎよう珠しゆ婦ふ】でしょ、文字通りワタシはこの家に千のトラップを仕掛けているタマを名に持つ一族、神倉家の妻よ」

　文字通りかもしれないけど、絶対に漢字が違う。

「そして――子供の家庭内暴力を防ぐために、ワタシは子供より強くないといけない！」

　母さんは床に視線を落とす。

「飛べ、包丁」

　今度は床の隙すき間まからサイズの違う三種類の包丁が飛び出る。最近、メイドの五十鈴いすずさんが包丁が減ったと言ってたけど、こんなところに使ってたのか。いい迷惑だ。母さんは世界でもトップレベルの科学者だ。持っている特許は数知れず。問題はその発明の大半が人類の幸せに寄与しないということだ。

　包丁は涙珠に向かって加速していくが、

「無駄です」

　それもすべて涙珠の指に結わえている糸で柄をつかまれて失速。

　涙珠の十本の指にはすべて白い糸がくくりつけられている。

　この糸がゴムのように伸縮して、敵を縛りつけたり、はじいたりする。原理は不明だが、多分糸は白いワンピースから供給しているのだろう。母さんの説ではそうなる。

「やっぱり、その白いワンピースはうっとうしいわね。もう、ワタシの服みたいに『ブティック昭しよう和わ』で買いなさいよ」

　母さんは爪つめを噛かむ。攻撃を回避されてイライラしているのだろう。また爪が伸びてるな。早く切れよ。一度、爪と一緒に肉まで切って泣いて以来、爪切りを怖がってるんだ。

「お断りします。前から思っていましたが、『ブティック昭しよう和わ』って名前は絶望的にダサいですよ。なぜか昭和という単語に古臭さを感じます」

「知らないわよ。店主の名前が昭和アキカズなのよ。それを音読みにしてるのよ！　次はあなたの指の数じゃ足りないだけの凶器を降り注がせてあげるわ」

　どうやら母さんも全力で応酬するらしい。母さんは売られたケンカは絶対に買うタイプだ。負けず嫌いというか、子供っぽい。

「ちなみに降参もアリよ。今ならワタシ発明の全自動人間用洗濯機に入れるだけで勘弁してあげるけど？　洗剤入りの水で溺おぼれなさい」

「けっこうです。あの洗濯機はちっとも服が白くなりませんから」

　交渉決裂。このままだと家がつぶれる。

　神倉かみくら家は将軍の家だ。だから、一族も戦闘に特化している。

　嫁とついできた母さんは関係ないはずだけど、類たぐい稀まれなる発明能力でそれをカバーしている。孤児出身の母さんは様々な発明で永えい生せい権けんを取得した人間だ。

　というか、神倉で戦闘能力がないのはぶっちゃけ僕だけだ。おかげで涙珠るいしゆからもバカにされるし、この戦闘を止めることもできずにうずくまっているしかない……。毒のせいでしばらく体は動きそうにないし……。

「さて、どうしましょうかね……」



    

  
    
      



    

  
    
      

　思案顔で涙珠るいしゆは少しだけ目を泳がせた。

　涙珠のほうも攻撃を受ける前に、母さんを締め上げる方法はとれるかもしれない。

　しかし、そうなると完全に歯止めのないリアルファイトになってしまう。

　そんなことは、涙珠にとっても本意ではないだろう――と信じたい。もしかすると、本意かもしれない。妹の考えてることはよくわからない。

「仕方ありませんね。こんな卑ひ怯きような手はとりたくなかったのですが」

　涙珠はなにやら決意したらしく、「こほん」と咳せきをしてから、

「神倉かみくら涙珠の本当にあった怖い話　第八十七回

　これは十五年前に群馬県のＮ町の山中であった話です。そこで結婚間近の女性が無残に惨殺され、それ以来地元民は立ち入らないようになっていました。しかし、遠方からキノコ狩りに来た男性が、その山に迷い込んでしまったのです。キノコ探しに熱中して道からはずれてしまったため、男性は帰り道もわからず山の中で立ち尽くすしかありません。するとその肩をぽんぽんと叩たたく者が。誰だれだろうと振り返ると、そこに立っていたのは血まみれで左腕のない若い女性でした。『私の左腕知りませんか？　このへんに落ちているはずなんですが？』女はさも自然なことのように聞いてきます。『腕がないと恥ずかしくて家に帰れません。明日、結婚式なのに…………。あ、そうだ』何かひらめいたような顔を腕のない女性はします。『あなたの左腕、一日だけ貸して下さいません――――」



「やめてえええええええええええええ！！！！！　怖い話はやめてええええええ！！！！！！！！！！」



　母さんが絶叫した。

　耳を押さえて足をばたばたさせている。近所迷惑だ。

「では、ほかの話にしましょうか。これは島根県の話なのですが、命日になると血を垂らすというお墓が――」

「やめて！　やめて！　なんでもしますから、それだけはやめて下さい！　怪談とか非科学的なものはワタシはダメなの！」

「その墓を見た者は必ず、翌日原因不明の腹痛を起こし――」

「あばばばばばば！　あばばばばばばば！　聞かない！　聞かない！」

「じゃあ、兄さんを許してあげて下さい。せめてチャンスをあげましょう。贄川にえかわさんを助けるということで、兄さんに問題解決能力を学ばせることもできます。贄川さんは道具に過ぎないとしても、道具を修理する能力や活用する能力を学ぶ役には立ちます」

「わかった、わかった！　いくらでも許す！　許すから！」

　なんか知らないが、助かった。そうだった、母さんはガキなので、怖い話は本気で嫌いなんだ。でも、こんなことで許されるのも釈然としないな……。

「けどさ、どうやってはミタマはあの女を助けるのよ？」

「たとえば、【弱者保護権】の行使です」

　濡ぬれたタオルを背中に入れられたような気がした。

　まさに僕が考えていた――おそらく唯一那智なちを救える――案だったから。

　それは永えい生せい権けんを持つ者だけの特権。そして永生権なしで不老不死になれる唯一の例外。

　この国では六十歳定年制がとられている。特に功績も残さずに六十歳になった人間は処理施設に送られて、そこで殺される。なので、この国の平均寿命はかぎりなく六十に近い。平均寿命なんて数値がいるのか疑問だけど。

　そのためにはどんな分野でもいいから、結果を出さないといけない。すると、国から永生権が与えられ、定年がなくなる。

　そして、永生権を持つ人間は一人だけ非永生権者を自分と同じように延命させることができる。これが弱者保護権だ。罪を犯せばその保護も無効だが、静穏に生きている限り六十をすぎても永生権の保持者と同じように、処理されない。

「さあ、あとは兄さん本人からどうぞ」

「あの、母さん、僕は彼女を救いたいんです。だから保護権を下さい」

「あなたが保護権を使うなら文句ないわ。もっとも永生権は早くても成人するまでもらえないけどね。ワタシも保護権を使ってるし。うちのメイドが六十すぎても生きられるほど偉いとでも？」

　そうだ、母さんに空きはない。五十鈴いすずさんの分で埋まっている。

「けど……父さんの空きとか、ないのかな……」

「キャハハハハ」

　母さんは爆笑した。

「無理無理無理、玉将たままさの職業はお前もよく知ってるでしょうが！　将軍よ。人間処理の効率をいっつも考えながら、政治犯を片っ端から首チョンパしてる人間がケガ人一人お涙頂ちよう戴だいで助けるわけない！　単身赴任先から戻ってきたこともないくらいなのに。さて、お腹なかもすいてきたし、この話はもうおひらき」

　母さんはぱんぱんと手を叩たたいた。

「五十鈴、五十鈴！」

　待ち構えていたように、母さんの前に使用人の五十鈴さんがさっと現れ、跪ひざまずく。

　エプロン姿なのは調理中だからだろう。長身で鋭角的な目鼻立ちはうちの母親よりよほど学者らしい。これが年齢が成す凄すごみだろうか。容よう貌ぼうに変化がなくても、顔には経験という見えない皺しわが刻まれる。

　もっとも、五十鈴さんは学者どころか軍人なんだけど。彼女の指揮する部隊は敵を文字通り食い尽くすと恐れられている。彼女は『千せん狗く隊たい』という残虐な私設軍隊の隊長なのだ。「畜生道にこの世で最も近い軍隊」とすら呼ばれている。

「何か？」

「あの駄犬の死体を片付けて。あと、新しいのを保健所から注文しといて。やっぱり捨てられたクズじゃ、役に立たないわね。やだわ、近ちか頃ごろ物騒なのに」

　ちなみに五十鈴いすずさんが片へん言げんなのは、外国出身とかそういう理由ではなく、母さんが一文節縛りを命令しているからだ。原則として二文節以上の言葉は発声が許されていない。

　母さんいわく、「メイド身分は自分の命令にだけ従っていればよくて、意見を言う必要はないから」だそうだ。はっきりいって、不便だ。

「ほかには？」

「ミタマを折せつ檻かん室しつに入れといて。毒のせいで動けないだろうから運んでね。罪人だろうと最大級の【おもてなし】をしてあげるのよ。それが使用人の仕事なんだから」

「はい」

「涙珠るいしゆ、縛るのはお前がやりなさい。縛りはあなたの専売特許だからね、こんなふうに」

　母さんはあいた側の手で縛られている側を指した。涙珠に反抗されて、ムカついているらしい。むしろ母さんが反抗期のガキに見えるが。ヘソ出しファッションやめろ。

　五十鈴さんは雪女のような冷静さで、

「折檻は？」

「今日はしなくていいわ」

　よかった。今日はアリを入れたジュースを飲まされたりはしないらしい。

「それじゃ、私はラボに戻るから。食事ができたら呼んで」

「はい」

「あ、一首ひらめいたわ。



　命いのち乞ごいの方法ばかり上う手まくなるかわいい豚には和牛ステーキ」



　母さんは短歌を一首読んで去っていった。母さんは有名な歌人でもあるのだ。

「申し訳ありませんが」

　五十鈴さんがすまなそうに、僕を持ち上げる。いわゆるお姫様だっこの体勢だ。

「いえいえ、五十鈴さんには何の責任もありませんから。責任は僕と母さんにあります」

　そして、僕は窓もない白い折檻室で五十鈴さんにパイプ椅い子すに縛りつけられた。

　少し縛り方がゆるいのは、五十鈴さんが【おもてなし】至上主義者であるせいだろう。



　お腹なかが減った。

　折せつ檻かん室しつには時計がないので、時間がわからないが、もう二時間は過ぎただろう。

　椅い子すに坐すわらされたまま延々と神倉かみくら家百八か条の朗読テープを聞かされている。それは僕の脳に腫しゆ瘍ようなみに余計なものを植えつけようとしていたが、意味を頭で考える前に僕の意識容量は那智なちのことで埋まっていた。

『～俺おれがこの国のＭＣだ　モラルをスリルに変えるアルケミスト　テロルをリアルに潰つぶすクルセイド～♪』

　百八か条の合間には謎なぞのラップが入る。父さんの趣味らしい。この野太いラップは父さんの肉声なのだろうか。この家で父さんを知っているのはおそらく母さんだけだ。

　僕はラップを頭から追い出しながら、那智のことに考えを移す。処理の日まであと一週間しかない。一週間後、市役所の車が贄川にえかわ家の前に止まり、それに乗せられた那智はゴミ処理施設の隣の市立処理場で露つゆと散る。

　信じられないことだけど、信じたくないことだけど、たったの一週間しかない。

　第六十五条が聞こえているあたりで、キィッとドアがあいた。ドアの音だけで誰だれが来たかわかる。

　涙珠るいしゆだ。白いワンピースで湯飲みと紙を載せたお盆を持っている。

「お困りのようですね」と無愛想な声。

「ああ、心の底からな」と険のある声で返したのは少し大人おとな気げなかったか。

「実は贄川さんを助けられる方法がないこともありません」

　いきなりのことで心臓が飛び出しそうになったが、なんとか平静を保った。

　涙珠の意図がわからないまま、感情を表に出すのは危険だ。

「聞きたいですよね」

　涙珠はいつだって単刀直入だ。僕はうなずく。

「ところで、兄さんは本気で贄川さんを救いたいとお考えですか？」

　涙珠はお盆を床に置いた。水平を保っていた湯飲みの中が大きく傾く。

「ああ、そうに決まってるだろ」

「誠意が伝わってきません。もっと心の底から」

　ここで本心を偽ったら、それでチャンスがついえるかもしれない。

「那智のことを助けたいっ！　そのためだったらなんでもする！　この身がどうなってもいい！」

　喉のどを潰つぶす意思でもあるようにおもいきり叫んだ。

　その意気ごみにわずかにだが感心したような声で、涙珠はこう言った。



「焚たき火します」



　は？　僕がぽかんとする暇もなく、涙珠るいしゆは持ってきていた紙にライターで火をつけた。どうも紙質からして和紙のよう――ってそんなことどうでもいい！　ゆっくりと煙をあげて紙は灰になっていく。その過程で当然煙を撒まき散らす。

　どうしよう、殺される……。

「待ってくれ！　僕が何か悪いことしたか？　謝るから、謝るから！　げほっげほっ！　頼む！　やめてくれ！」

　むせながら助けを求める僕。あまりにも情けないが、縛られているんだからどうしようもない。妹に殺されるかもと本気で怯おびえるのは愚かに感じるかもしれないけど、それくらい神倉かみくらの人間は何をするかわかったものじゃないのだ。

　けど、煙は拍子抜けするように消えてしまった。

　簡単なことだ、燃やすものが紙一枚しかなかったのだから。

「やはり焚たき火はいいですね。これで、お芋いもがあれば最高なんですが。あ、折せつ檻かんの時間は終わったそうなので、その糸はほどいていいですよ」

　涙珠は床の灰を集めながら言った。妹は完かん璧ぺき主義者なので遠くに散った灰まで丹念に集める。集めきるにはしばらく時間がかかりそうだ。

「ほどいていいって言われても……」

　糸は気を抜けば切り刻むぞとでもいうくらい、体に密着している。

「大丈夫ですよ。その糸は兄さんが本気ならば、必ず切れるような強度です。私の使う糸は【信義の糸】と言いまして、その人の信念が強ければ必ず切れるようにできています。その逆であいまいな気持ちでは決して断ち切ることはできません」

「ほんとか？　内出血しそうなくらいきついけど――」

　僕の耳もとに涙珠は口を近づけると、

「兄さんは贄川にえかわさんを心の底から助けたいんですよね！」

　いきなりの大声で叫んだ！　おかげで僕の頭は麻ま痺ひしたようになった。何するんだよ！　しかし、そんなことには一切斟しん酌しやくなく、そこに第二第三の涙珠の声が突き刺さる。

「なら、そんな糸なんて切れるに決まってます。誠意を見せて下さい。兄さんから誠意をとればいったい何が残るというのですか？」

「ええと……学んだことを99％実践できる能力？」

　そう、そのおかげで僕はテストが得意だ。

　答えが決まっている問題を完全に解答できる。どんな分野だろうと。

　それがたった一つの僕の力だ。

　でも、そんなものはこんな場合、何の役にも立たない。涙珠も知っているように。

「そうやって凡庸に知識を詰め込めばよいのです。神倉一門で兄さんほど凡庸な能力の持ち主は過去に例を見ませんよ。先例をなぞる以上のことが何もできない。模倣を繰り返すことに終始する。企画どおりの製品を量産する工場のような人間。兄さんには新しいものを生み出す能力が一切ないのです。答えの決まっていないことが何もできないのです」

　そういうことだ。

　僕は答えのないこと、一から何かを作っていく能力がまったくない。

　習ったことは完かん璧ぺきにできるが、習ったことのないことは何もできない。

　一秒ごとに僕の存在意義が少しずつ破壊されていく。涙珠るいしゆは何かを否定するスペックが高い。少なくとも肯定の三倍は否定のほうが得意だ。

「兄さんは無価値です。まるで犯人のわかっている推理小説。まるで砂漠の中の船。まるで諸葛しよかつ孔明こうめいの退場した後の『三国志』。まるで穴のあいたコンドーム。それからそれから――」

「やめてくれ！　それ以上僕の意味を奪わないでくれ！　僕にだって価値があるだろ！　模試も含めて高校のテストは平均99点だ。これはおそらく百年間は破られない記録のはずだろ！」

「兄さん、それは堕落した者の考え方ですよ」

　糸はだんだんと窮屈になってくる。まずい、このままでは本当に切り刻まれる……。

「人よりすぐれているから自分は偉い、そんなふうに他人と比較してしか価値を見出みいだせない人間が、どうして新たな価値を創造できるでしょうか。贄川にえかわさんの危機的状況を先例をなぞることや他人と比べることで打破できるとでもお思いですかっ！」

　そうだ。

　僕はこんなところで縛りつけられている場合じゃないんだ。

　僕は那智なちを助けないといけない。

　それができるのは世界で僕だけなんだ。

　そのためにはどんな障害物だってのりこえないといけない。

　もちろん、独創的なアイデアだって必要だ。

　困難を踏み越えていく破壊力だって必要だ。

　ときには必要悪を冒おかす決断力だって必要だ。

　当然、こんな糸なんかすぐに断ち切れないといけない。

　両腕に力を入れる。

　気持ちいいように、腕をハムのように縛っていた糸が切れた。

「さすがですね。その想おもいの深さ、受け止めました。贄川さんの救出法を教えましょう」

　何もかも予想の範はん疇ちゆうだったのか、感心した様子もなく、涙珠は僕を見た。

「そうか、じゃあ早速教え――」

「けど、その前にやることがあります」

　涙珠は集めた灰をザラザラと湯飲みの中に入れた。緑色だったお茶が濁にごってゆく――と思ったら、どうもホットミルクらしい。湯飲みに入っていたのでお茶だろうと早はや合が点てんしていたようだ。

　原則として涙珠るいしゆは白いものしか口にしないので、僕にもミルクを持ってきたのだろう。なんでも、願掛けで白くないものは食べられないらしい。どっちにしても灰を入れる意図がわからないが。

「どうぞ」

　灰入りミルクが目の前に突き出された。

「今焼いたのは熊野くまのの牛ご玉おう宝ほう印いんです。今回の作戦は危険がつきまといますので。保険のため、これを飲んで下さい。

　――必ず、この来栖山くるすやまの神倉かみくら家に帰ってくると誓って」

「飲むって、この灰の入ったやつをか……？　体に悪いんじゃないのか？」

「ご心配なく。これは由緒正しい本物の牛玉宝印です。もし、その心が真実ならば何も起きません」

「じゃあ、真実じゃなかったら……どうにかなるのか？」

「血を吐いて死にます」

　文句をつけようとした僕の口は開かれなかった。涙珠の顔が本気だったからだ。

「これから私が提示する方法はたいへん危険なものです。失敗すれば生きて帰ってこれません。だから、命を懸けることもできない人にはお教えするわけにはいきません。もちろん降りるのも一つの手です。庶民一人に自分の命を賭かけ金にするなんてバカらしい、そう考えるほうがむしろ自然かもしれません。兄さんは偶然恋した女一人のために死ねるくらいバカになれますか？」

　実のところ、僕に選択肢なんてなかった。

　那智なちを助けられる可能性があるならそれを選ぶだけだ。こんな命くらいいくらでもくれてやる。

　ミルクを手にとって、口に運ぶ。

　胃が壊れそうなくらいまずかった。湯飲みを涙珠に突っ返す。

「うっぷ。飲んだぞ。さあ、方法を教えろ！」

「では、お話しします。贄川にえかわさんの処理予定日は一週間後ですね」

「なんで、お前が知ってるんだ……あ、ああ、そうだけど」

「市の回収車が来る前に贄川さんを連れて逃げなさい」

　さらりと無む茶ちや苦く茶ちやなことを涙珠は言う。

「はぁ？　それって完全に犯罪じゃないか！　そんなことしたら僕も犯罪者として処理される。いや、僕が犯罪者になるのはいいけど、だからって那智が歩けるようになるわけでもないだろ！　結局、そのうち御用になっておしまいだ！　そんな『お金がないなら銀行から盗めばいい』みたいな方法は方法とは言わない！」

「早とちりさんですね、兄さんは。陸上競技は向きません。きっとフライングで失格でしょうから」

　涙珠るいしゆは右手に口をあてて、くすくすと笑う。あまりに脈絡なく上品な雰ふん囲い気きを出す。まあ、表面上は神倉かみくら家はそれなりの上流階級なのだ。

「確かに逃げたままでは、国家反逆罪です。見つかれば即処理でしょうね。ましてこの国のトップは実質的に父さんですから、情じよう状じよう酌しやく量りようの余地は望めませんね」

「そうだろ。父さんが法に触れた人間を許してくれるわけがない」

「けれど贄川にえかわさんが逃亡途中で弱者保護権の対象になれば、単に永久に生きられる人間を連れ出しただけで、別に法には触れません。後付けであろうとルール上は有効です。判例もそうなっています」

　言いたいことはわかった。ひとまず逃げてその間に合法になってしまえばいいというわけだ。父さんも最高裁判所の決定まで左右はできないはずだ。司法権は水去みずさり一族の管轄だ。勝手な拡大解釈など絶対に許さない。

「つまり、手当たり次第に永えい生せい権けんの余っている人間を探せってことか？」

「何を言っているのですか。身内に二人も候補がいるではありませんか。それともきょうだいの縁は切ったおつもりで？」

　涙珠が呆あきれた顔になるのも仕方ない。血を分けた二人の肉親を忘れていた。

　兄さんの神倉玉風たまかぜ。

　姉さんの神倉珠花しゆか

　玉風兄さんはもともとひどい引きこもりだったが、大学生の時に突然出家して、山にこもってしまった。引きこもりしすぎて、内省的になったせいで悟りを得たらしい。そのまま山さん林りん抖と藪そうの日々をどこかの深しん山ざん幽ゆう谷こくの地で送っているらしく、現在行方不明。だが、世界に名だたる山ごもりの仙人として永生権を取得している。

　珠花姉さんは、高校入学頃ごろに突然「世界を救済しろ」という神の啓示が降くだり、自分の使命に気づいたという。現在信者三万二千三百人の『珠たまの花はな』教の教祖。しかし、実態は信者から金を巻き上げるための手段にすぎない。その金で国家に多額の寄付を行い、永生権までちゃっかり引きだしている。そのせいか、神倉家から勘当されており、これも連絡はつかない。もっとも、教団本部に行けば会えるだろうが。

　うちの家系はもともと神社の神官だったので、宗教的な何かに目覚めるのが多い。来栖山くるすやまに住んでるのだって、山に鎮座していた神社の管理が目的だったらしいし。

　だが兄さんと姉さん、どっちも可能性は低い。

　兄さんはそもそも生存すら不明。姉さんは一族から追い出されたような人間だ。神倉の苗みよう字じを持つ者が頭を下げたところで門前払いされる危険が高い。

　あと、そもそも両者ともに保護権をすでにフィアンセやら親友やらに使っているということだって、いくらでも考えられる。父さんのように空きがあるというほうが例外的だ。

　それでも可能性はある。

　むしろ、その程度の可能性に頼るしかない。

「涙珠るいしゆ、僕はやる。那智なちを助けるために命を懸ける」

「わかりました。私も兄さんの妹として力を貸しましょう。兄さんが白く、誠実に生きようとする限り。ただし――――」

　ただし、何なんだよ？　すごく大事なところで言葉が止まったぞ。

　でも、俺おれも涙珠にその先をうながすことはできなかった。

　扉の奥で目があってしまったのだ。

　メイドの五十鈴いすずさんと。

「家政婦は」

　五十鈴さんが扉をあけながら言った。

「見た」

　僕は固体のような重い唾つばを飲みこんだ。最悪。百聞は一見にしかずというけれど、百聞を用心しても一見されてしまったら何もかもパーだ。

「困ります」

　表情を変えずに五十鈴さんは僕らを見た。あるいは見下したというほうが正しいか。

「お母様の差し金ですか。そうですね、私も困りました。監視されていたとは」

　どこが困っているのか察しにくい調子で涙珠が言う。涙珠は表情の変化が乏とぼしい。親の教育のせいだろう。けど、僕のほうは深刻だ。こんなところで、せっかく乗りかかった舟が乗る前から転覆してはたまらない。

　すっからかんの状況で今、こっちが切れるカードといえば……。

　僕はその場に額ひたいをこすりつけた。

　土下座だ。自分のプライドを切り売りするしかない。

「お願いです！　今回だけは見逃して下さい！　人の命がかかってるんです！」

「はい」

　快諾だった。え、そんなにあっさり許してくれるの？　喜ぶべきなんだろうけど、唐突すぎて心が追いついてない。プレイ開始十五分でラスボスを倒しちゃった勇者みたいな気持ちだ。

　――というか、何か裏があるとしか思えない。

　使用人の五十鈴さんは、あの母さんから徹底的な【おもてなし教育】を受けているのだ。表面上の意味で片付けられるわけがない。

　こんな時、場の収拾にあたるのは涙珠のほうが秀ひいでている。

「五十鈴いすずさん、一文節縛りを解除します。あなたが私たちの言動を容認する理由を聞かせて下さい」

　五十鈴さんは恭うやうやしく一礼してから、

「私はお二人を監視するようにと伊勢いせ様から承うけたまわっております。しかし、その内容を誠実に報告するようには承っておりません。ですから、内容の改かい竄ざんは私にとって容易なことです。ただ、私はこう言えばよいのですから。『いえ、私が赴おもむいた時には何も話しておられなかったようですが』と」

　それは僕らにとってあまりにも都合のいい話だった。

　でも、それが五十鈴さんにとって都合がいいかは別の話だ。

　監視したにもかかわらず、僕が那智なちをつれて脱走すれば、その咎とがは確実に五十鈴さんに向かう。母さんがどんな苛か酷こくな責め苦にかけることか。

　五十鈴さんは僕の考えがわかったのか、身をかがめて僕の頭を優しく撫なでた。

「ミタマ様は心配がすぎます。むしろ、私がしくじることが伊勢様のお望みなのですよ。伊勢様は世界の強豪と張り合えるレベルのサドでございますから、私の失敗をなじりたくてなじりたくて仕方ないのです。私もこの道に入って長いですから、下僕として主上を歓よろこばせる【おもてなし】は心得ております」

　僕よりよほど母さんとの付き合いの長い五十鈴さんは自信を持って続けた。

「なあに、伊勢様はお優しい方ですから、そんなに不安にならなくてもよろしいですよ。今日も、折せつ檻かん室しつにミタマ様をお連れ申しあげたあとに、ミタマ様の好物のかぼちゃプリンを夕飯にはお作りするよう仰おつしやられました。それと和牛ステーキも用意しろと。おかげで私の仕事は一つ増えたのですがね。お恨み申しあげますよ」

　婉えん然ぜんという表現が似合う表情で見つめられ、僕はたじたじになってしまう。

「私にも子供がいましたが、犬でも扱うようにひどい育て方をしてしまいました。それに比べれば、伊勢様は本当によくお考えでいらっしゃいます」

　僕は「ありがとう」を最大限まで頭を下げて言った。

「そういえば、五十鈴さんのお子さんは？」

　ろくに五十鈴さんの家庭環境のことなんて考えたことがなかった。なんでも、五十鈴さんは生まれは不明で孤児として育てられていたらしい。もっともそれなら母さんも同じだが。父さんはしがらみのない孤児の母さんを結婚相手に選んだのだろう。

「それはいわゆる禁則事項に該当しますので」

　五十鈴さんはくちびるに手をあてて笑う。

「今の私は神倉かみくら家に仕える単なる使用人かつ一軍隊の指揮官にすぎませんから」

　指揮官とメイドさんは普通は両立しないけどね。この人の場合は例外だ。

「さて、もう戻りましょう」

　話は終わったとばかり、涙珠るいしゆが僕の手に糸を引っかけて引っ張る。涙珠は潔けつ癖ぺき症しようなのか、人に直接触れることがほとんどない。

「あと、大切なことを言いそびれていました。続きは食後に」

「わかったよ。でも、そんなに引っ張らなくてもいい」

　そんな僕たちを見て、五十鈴いすずさんも笑う。

「そうですね。早く行かないと伊勢いせ様がすねてしまわれます。私にとっては、伊勢様もお二人も子供みたいなものでございますから」

　ありがとう、五十鈴さん。来栖山くるすやま市の良心。

　よし、ごはんをしっかり食べて、これからのために滋養をつけよう。五十鈴さんの料理はおいしいしね。ほたてのバター醤じよう油ゆ焼き、大豆ハンバーグのおろしソース、ナスといんげんの炊き合わせ、どれもハイクオリティだ。

「五十鈴さん、かぼちゃプリンは白いのかしら？」

「涙珠様には、かわりにジャージー牛乳プリンをご用意しております」



　食事風景はいたって普通のものだった。僕と母さんは五十鈴さんの考えた栄養バランスのよい献立。白いものしか食べられない涙珠は、白米・かまぼこ・タチウオ・豆腐・白たくあん・白菜と白ねぎの田舎煮、おやつにジャージー牛乳プリン。

　僕は飢えた子供のようにご飯を食べた。家を出て追われる身になれば、健康的な食事なんて言ってられない。どこかに潜伏すれば、二日くらい食べずに過ごさないといけないかもしれない。

　プロポリス百ミリグラム分に相当する何かのおひたしと、ローヤルゼリー二百ミリ分に相当する炒いため物をおかずに、ごはんを口に押しこんでいく。四杯目からは食事が苦く行ぎように変わった。もう、戦いは始まっている。

　食事中にテレビがつけられない（神倉かみくら家第三十四条）ため、流しっぱなしのＡＭでは、父さんが政治犯二十三名を処刑したと報じていた。いつもならリアリティのない父親の活躍が重たく聞こえた。

　なんでも、マスコミによると最近政府転覆を謀はかったテロが増えているという。だが、国の危機を煽あおるのはマスコミの常じよう套とう手段だし、どうせ国の検けん閲えつを受けた後のことしか報道できないのだ。だから、どこまで正しいか怪しいところだ。

　そもそも、父さんの存在自体、実態は不明なのだし。父さんも、皇帝同様に姿を見せないが、少なくとも将軍がテロを鎮圧したなんてニュースはよく流れる。だから、一般市民にはまだ皇帝より現実味があるし、それゆえ畏い怖ふと恐怖の対象にもなりやすい。

　次のニュースもテロがらみだった。処理場を爆破しようとした活動家が逮捕され、即刻処理されたという。

「六十歳定てい年ねん退たい拭しよくに不満を持ってる連中は多いもんねー。文句をつける前に永えい生せい権けんが得られるような発明でも考えればいいのに。ま、それができないからクレームつけてるんでしょうけどね」

　母さんが呆あきれた声を出しながら、ずっと自分の皿の中をぐるぐる混ぜている。ピーマンを引っ張り出しているのだ。行儀悪い。

「残さない」

　一文節で五十鈴いすずさんが注意した。

「うるさいわね！　苦手なものは苦手なのよ！　ピーマンはダメなの！　あの緑色を見ただけでぞくぞくって寒気がするの！　それを知ってるのに、チンジャオロースやらピーマンの肉詰め焼きやら出すってどういう料りよう簡けんなのよ！」

　母さんが顔を赤くして抗議する。確かに食卓には五十鈴さんお手製のピーマン料理が並んでいる。とくにチンジャオロースは最高だ。秘伝のＸＯ醤じやんがヤバい。

「ダメですよ」

　五十鈴さんも一文節で言いたいことを伝えないといけないから大変だ。大意を読み取れば、こうなる――好き嫌いせずに食べないとダメですよ。

「うるさいわね！　私の保護権を使わなかったら、あなたなんてとっくに定年退拭してるのよ！　ガス室に入れられて、麻酔ガスが天井から出てきて、数秒で意識を失って、目覚めたら閻えん魔ま大王の前なのよ！」

　すると、涙珠るいしゆがかたんとお茶ちや碗わんを置いた。

「論理のすり替えは堕落した行いですよ、お母様。だいたいお母様が五十鈴さんに保護権を行使しているのは、愛からでなくその有能さのはずです。ピーマンが嫌いだと言われたから、二度とピーマンを食卓に並べないような追従しかできない阿あ呆ほうを生かそうだなんて思わないでしょう？　しかも、そのピーマンの色は緑色ではありません。黄ピーマンと赤ピーマンなので、黄色と赤色です」

「ありがとうございます」

　涙珠の容赦のない追撃に五十鈴さんが感謝の意を示す。この二人、けっこう仲がいい。というか、母さんがアレなので、浮いているのか。

「もう、何よ！　二人して私をいじめて！　緑も黄も赤もどうせ味一緒じゃない！　ちょっと甘いのかなって思った私がバカだったわよ！　何よ、黄ピーマンって！　少しだけフルーツ系の色してやっぱり苦にがいじゃない！

　ここで一首。

　ピーマンの色を替えても同じこと　あなたの心は芯しんまで緑よ」

　母さんが半泣きで怒っている間に、僕は淡々と自分のご飯を食べ終えた。

「ごちそうさま」

「兄さん、食後にかぼちゃプリンがありますよ」

「部屋で食べる。あと、一言言っておくぞ、涙珠るいしゆ」

「なんですか？　牛乳プリンはあげませんよ」

「緑も黄も赤も、白くないからって理由で食べないお前が母さんを注意できるのか？」

　残してるわけではないのだけど。涙珠だけ特別メニューなので、食卓に並んでいない。

「品種改良で白ピーマンができたら言って下さい。おなかが破裂するまで食べてあげましょう」

　一生食べる気ないな、こいつ。

「それと兄さん、私の部屋に来るの、忘れないで下さいね」

　体がかすかにふるえた。

　涙珠が念を押すくらいだから、よほど大切な話がまだ残っているんだ。

「ピーマン！」

　その横では五十鈴いすずさんが母さんを注意していた。

「だから、ダメなものはダメなの！　なんでもするから許して！」

　雰ふん囲い気き出ないなあ……。



　食事後、涙珠の部屋の前。

「白はく山さん大だい権ごん現げん、パンダの黒でない部分、ホワイトデー」

　三つ、白い言葉を並べると、ドアの鍵かぎがあく音がした。こうしないとあけてくれないのだ。

「なあ、白いものを三つ答えよという儀礼的手段に何の意味があるんだ？」

「儀礼の本質とは何の意味があるか一見わからないところにあるんです」

　つまり、涙珠も無意味と認識しているってわけか。

「白の世界へようこそ」

　涙珠のあいさつは正直言ってウザイ。しかし、その部屋が白で統一されていることは確かで、壁も白、カーテンも白なら、天井から釣り下がっている兎うさぎのぬいぐるみ（一時期本物が交じっていて大不評だった）も白い。

「で、話って？」

「先ほどは兄さんの決意を確認しましたね」

「ああ、そうだけど」

「ですが、足の悪い贄川にえかわさんを連れて逃げ切ることなどできるでしょうか？　車の運転免許すらないのに」

　僕はなんとなく姿勢を正した。いきなり核心だ。後ろの水槽のカミナリイカを見ている場合じゃない。去年母さんが涙珠の誕生日に贈った白い生き物――って本当にどうでもいい、話に集中しろ。

「それは、まあ、難しいよな……」

　仮に姉さんや兄さんのところにたどりつけば弱者保護権をもらえるとしても、その道のりだけでも大問題だ。

　でも、そのあたりのことは涙珠るいしゆに何か手があるのだろう。そうでなければ、死にたくなければ生きていればいい、というような無茶振りに近い。

「兄さんの前には二つの大きな問題があります。贄川にえかわさんを助ける方法はあっても実行し、成功させるのが難しい、これが問題の一つです」

　人差し指を立てて涙珠は言う。

「ということは、もう一つあるんだよな？」

　成功が難しいこと以外に何があるのだろう？

　人差し指に中指が加えられる。

「兄さんは贄川さんを連れて逃げた時点で、成功不成功に拘かかわらず国に対する反逆者とみなされる、これが第二の問題です」

「え？　那智なちを助けるのに成功しても反逆者ってどういうことさ？」

　保護権を付与させれば、おたずね者にはならない――はずだ。そうでなければ、作戦の意味がなくなる。

「あらら、やっぱり理解してませんでしたね。知ってますか、兄さんはこの国で将軍の父さんの次に将軍に近い存在なんですよ」

　涙珠は邪悪で上品な笑みを浮かべる。

「何の話だ？　だいたい僕には兄さんだっているし――」

「いえいえ。長男は出しゆつ奔ぽん、長女は勘当。継承権は兄さんにあるんですよ。逆に言えば父さん――神倉かみくら玉将たままさ――からすれば兄さんは最も恐ろしい相手です」

「ど、ど、どうして、僕が父さんに恐れられないといけないんだよ……」

「そのお父様の顔を見た記憶は？」

「ない。ただの一度もない」

　それくらい父さんのセキュリティは万全なのだ。またの名を猜さい疑ぎ心しんともいう。

「そうです。私も詳しいことは知りません。あの人は皇帝陛下の宮廷の奥深くに隠れて、この十年以上姿を見せませんからね。顔を知っているのは側近くらいでしょう。お母様との密会も宮廷近くの帝国御ご用よう達たしの高級料亭でひっそりと行われたということです。そこから類推できるのは、徹底して自己の権力に執着し、家庭など微み塵じんも顧かえりみない人物像です」

「お前、知りもしない人間をそこまで悪く言うなよ」

　そういえば、家族でも父さんのことだけは涙珠はよく言わない。

「ですが、手紙の一つも出さずに情報を秘ひ匿とくし続けている人間が子供をかわいがろうとしているとは思えませんがね」

　確かにそれもそうだ。あそこまで存在を表に出さない将軍は過去にも例がない。現在では父さんの経歴だけが公おおやけになっているだけで、それ以上のことはわからない。父さんの親――つまり僕らにとっての祖父母――も戦死しているし。

「そんな父さんが実質この国を支配しているのは明らかです。そして、今回の逃避行。処理されるはずの対象を逃がすために、保護権を得るまでにしろ、国のルールに真っ向から反抗する……お父様から見たら、これは公然と自分に挑戦しようとしてきているように映るのではないしょうか？」

　僕はノドがかわくのを感じた。

　まさか那智なちを助けることにそんな意味が。

　それだけ神倉かみくら家の息子という立場は重いのだ。

「もし、父さんが実在していたならば、兄さんを消しに来るかもしれません。たとえ、法的な問題をクリアしていたとしても。つまり、極めて生存の難しい方法に兄さんはチャレンジするしかないのです。もっとも、保護権を得るところまでいくだけでも、兄さんには絶望的な道のりでしょうけどね」

　涙珠るいしゆは人を見下したような目で、いや、明らかに人を見下した目で僕を一いち瞥べつする。そして、いかにも僕のことなんかどうでもいいって感じで、部屋の個人用小型冷蔵庫――もちろん白――から牛乳を取りだしてマグカップ――これも白――にこぽこぽと注ついでいく。

　それ以上言葉も続けず、ゆっくりと牛乳を飲む。

　これで話は終わったという調子。

　あれ。

　なんか変だな。

「ちょっと待ってくれ。じゃあ、お前は実現不可能な方法を教えただけってこと？」

　ここまで難しいだの、絶望的だの言われて僕はどうしたらいいんだ？

「阿あ呆ほうですか、兄さんは。どうして兄さんをおちょくるために時間を費やさないといけないんですか。私には二人を無事に助けるまでの青写真がちゃんとできています。あくまで青写真であって想像上の産物ではありますが、贄川にえかわさんが保護権を得るくらいまではいけるでしょう」

「なんだ、それなら問題ないな。ということは、この時間はその青写真を教えてくれるわけなんだな。涙珠が手伝ってくれるなら――」

「私が手伝うなんて一言も言っていませんよ」

　しれっと冷たい目で涙珠は僕を見る。

　傲ごう然ぜんと、漫然と。

「ふ、ふ、ふ、ふざけるなよっ！」

　いくら妹でも許せるレベルを超えていた。

「どういうことだよ？　お前は僕に何をさせたいんだよ？　僕に希望を持たせておいたのも最後に僕が苦悩する顔でも見るためだったとでもいうのか？」

「仕方ないじゃないですか」

　涙珠るいしゆは反省した様子もなく、ぷいっとカミナリイカの透明な水槽に目をそらした。その水槽の水だけが例外的に白で染められていない。その透明な水くらい涙珠の気持ちが僕にわかればいいのだけど。

　三秒ほど空白の時間が流れた。

　僕はとにかく涙珠の次の言葉を待つ。

　このままじゃ終わらせない。はっきりした言葉を聞くまでは。

「何か言えよ」

　それでようやく涙珠は気まずそうな顔で、こちらを向いた。

「だって、だって……」

「だって、なんなんだよ？」



「だって、私は兄さんのことが好きなんですから」



「は？」

　予想もしない言葉のせいで硬直する。怖くてどんな返事をしていいかわからない。

「私は兄さんのことを愛しています。愛している人に危険な目に遭ってほしくないと願うのはいけないことですか？　だから贄川にえかわさんなんかのために命を懸けてほしくありません。私にとっては贄川さんなんかより兄さんのほうがはるかに大切ですから」

　まばたきもせず、涙珠は僕の目を見すえて言葉をつむぐ。

　こんな時でさえ堂々としていると思ったけれど、声は上ずってるし、顔もどことなく赤い。

　といっても、緊張している僕の観察眼だから、あてにならないけど。

　僕はどう答えたらいいんだ？

　兄妹きようだいだからダメだって言うのか？

　じゃあ兄妹でなかったらいいのか？

　いやいや、兄妹でない可能性なんてないんだから考えてもムダだ。

「バカなこと言うなよ」

　それが僕の精一杯。

　僕は異常事態に弱い。柔軟な発想はできない。

「バカなことではありません」

　涙珠るいしゆも引く気はないようだ。

　ああ、もう！　僕はお前と修羅場を演じてる場合じゃないんだ！

「だって、それが家族というものじゃないですか！　家族愛があってはダメだというんですか！　兄さんはそれほどまでに堕落してしまったのですか！」

「え…………家族愛？」

「そうです。私は家族みんなを愛しています。出ていった玉風たまかぜ兄さんも珠花しゆか姉さんも、はっきりいって母親として何もかも失格なお母様も。もちろん、無能でつまらない兄さんもですよ」

　うわ。

　なんかものすごく恥ずかしい勘違いをしていたんじゃないか……。

　そりゃ、そうだよな。なんでこんな局面で妹に告白されないといけないんだ。ありえないだろ。

　涙珠の目に不審の色が映る。

「あの、もしかして、なんか勘違いしておられましたか？」

　まずい。完全にばれている。

「そ、そ、そんなわけないだろ！　どこに妹に告白されたと思う兄がいるんだよ！」

「なら、いいのですが。世の中にはすべての女性に愛されて当然だと考える傲ごう慢まんな男もいるようですから。そこまでいくと、妄想というよりもある種の疾患というべきでしょうが。まさか、そんな病気に兄さんは罹り患かんしていないですよね」

「そうそう。そんな凡俗の思考回路を僕は持ってない」

　とにかく否定し尽くそう。ここで涙珠を怒らせると作戦も何もあったものじゃない。

「ま、よいでしょう。人の心は読めませんからね。さて、以上で、私が協力したくない理由は述べました。私は愛している兄さんに出ていってもらいたくないんです」

　涙珠が髪を手ですいて、疲れたようなため息をつく。

　そうだ、何も解決なんてしていないのだ。

　僕が那智なちを連れ出したところで、数時間でお縄になるだろう。

　なにせ、この問題にははっきりした答えが用意されていない。

　僕は自分で考えて行動する能力がとても弱いのだ。

　ここで涙珠の力を頼らずにやっていける可能性は極めて低い。無策な行動は那智の命だって危険にさらす。

　だから、涙珠に頼るしかない。一千回でも一万回でも。

「涙珠――」

　涙珠の人差し指が僕のくちびるを縦にふさいだ。

　しゃべるな、のポーズ。

「でも、愛した人を平気で見捨てるような兄さんなら、きっと私は兄妹きようだいの縁を切るでしょうね。因果なものです。さっきの兄さんの激怒した顔で、贄川にえかわさんへの気持ちはわかりました。私は兄さんを応援するしかないようですね」

　涙珠るいしゆは呆あきれたように天を見上げた。

「じゃあ、じゃあ、手伝ってくれるんだな、涙珠!?」

「いえ、ただ、チャンスをあげるだけです」

「チャンス？」

　僕はオウム返しに繰り返す。

「はい、その贄川那智なちという女性が私の兄さんが愛するに足る人間なのか調べさせていただきます。贄川さんに生かすだけの価値があるか試験をします。

　次の金曜日に、温水プールで」



    

  
    
      


２　僕の妹は残念な人です



　金曜日、何の変哲もない十月の秋晴れ。僕はいつもどおり、贄川家のインターホンを押す。

　すぐに、那智がカバンを抱えてあわて気味に飛び出てくる。軽く息をはずませながら。足が不随になってもずっと那智はアクティブだ。

「おはよう、神倉かみくら君！　今日もいい天気で植物の光合成に最適だね！」

　その笑顔に僕もできるだけ質のいい笑顔をつくる。

「おはよう」

「今日も音楽コンクールの練習か～。めんどくさいな～」

　那智は右手でカバンをぶんぶん振り回す。足取りのほうは左手のアルミクラッチのステッキに寄りかかりながら。こけそうで、危なっかしい。

「そっか。コンクールもあと十日だよね」

　その指揮者ももちろん那智の自薦だ。

「指揮くらい誰だれかやってほしいよ～。自分で立候補したんだけどね、一応は。誰も挙手しないんだもん」

　なんだか、このまま杖つえのほうまで振り回してしまいそうな調子。確かに、最初から那智なちが挙手をしたわけじゃない。あくまで誰だれもやりたがらないから、「仕方なく」した。

　けど、誰もやらないとしても那智以外にそんなものを引き受ける酔狂な人間はいない。

　通行人の七割が無視する信号機の前で、那智は律儀に止まる。走れる足じゃないけど。

　来栖山くるすやまは市制を敷いてるといっても、内陸部の小さな田舎町でこの通学路も畑と民家の割合がどっこいどっこいだ。注意すれば、近所で飼ってる鶏の声も聞こえてくる。せいぜい、バス道の県道の信号だけ守ればそれでいいのだ。

「あ～あ、引継ぎちゃんとしなくちゃ。本番は誰がやるんだろ？」

「え？　本番やらないの？」

「わたしの処理の日、明日だよー」

　ひどくあっけらかんとした声で、那智はまたも笑う。

　とてもじゃないが、僕は那智みたいに笑うことなんてできない。

　明日、僕が何もしなければ那智はこの世からいなくなる。

「ちょっと～、一緒に登校してるんだし処理日くらい覚えててよ」

　それには軽い「ごめん」ですますことができなかった。

　僕はそこから目を離してはいけない。

「あのさ、那智はこんなので納得できるのか？」

「ん～？　どういうこと？」

「足がちょっと悪いだけで殺されて構わないのか？」

「え～。仕方ないよ。そういう決まりなんだし」

　那智はちっとも深刻さを装わずに――いや、違う、那智は本当に深刻なことだと考えていないんだ。自分が殺されるのに。

「殺されるんだぞ！　本当に仕方ないですませられるのか？」

　僕の語気も荒くなる。

「だって、わたしが生き残るとしたら、多分たくさんの人が死ぬもん」

　さらりと、でも、とても重い言葉だった。

「わたし一人だけの力でわたしが生き残る可能性って限りなくゼロに近いよね。そんなわたしが生き残ったとしたら、そこにはありえないことがいくつも重なるしかない。けど、奇跡って必ず帳ちよう尻じり合わせが起こるんだよ。わたしが生き延びた奇跡のせいで、沢山の人が不幸になる。

　だから、わたしは頑張って残りの人生をまっとうして死ぬべきなんだよ」

　畑が点在する通学路で、那智の発言だけが浮いていた。

　まさに僕がやろうとしていることは那智のために世界を歪ゆがませることだ。

「世の中、大半は六十歳になったらお役御免だよ。わたしもどうせ社会のお荷物であと四十五年したら殺されちゃうんなら今死んでも一緒じゃない？　そりゃ、神倉かみくら君の家みたいに何百年後もこの国をひっぱっていってもらわないと困るところもあるけど、それは少数派だよ」

「しょうがなくないよ、殺されるんだよ？　死ぬんだよ？　怖いだろ」

「ありがとう、神倉君」

　と言って那智なちは僕の頭をあいているほうの手で撫なでた。

「やっぱり神倉君はやさしいね。わたしなんかのことまで大事に考えてくれる。わたしが出会った人のなかで神倉君は一番立派な人だよ。断言しちゃう。神倉君に会えただけでも生まれてきて、ラッキーだったよ！」

「僕はそんな偉い人間じゃない……」

　それは撫でられて戸惑ったからというよりは、自分に本当に自信がなかったから出た言葉だと思う。僕は家族からさんざん否定され続けてきた。

「もし偉く見えたとしても、それは血のせいなんだ。僕は神倉家のなかで明らかにおちこぼれだから……」

　僕はテストとテスト勉強で覚えたことを忘れず実践できる、それしか能がない。母さんや涙珠るいしゆのような独創的な力がまったくない。

「そんなことないよ」

　那智の手の力が少しだけ強くなる。

「どんなに偉くてもやさしくなれない人はたくさんいる。だから、神倉君のやさしさは強さなんだよ。わたしは誰だれが否定しても神倉君のやさしさを肯定するから」

「ありがとう」

　今更だけど、僕は僕で那智に生かされていることに気づいた。那智がいなかったら、僕もどうやって生きていっていいかわからない。絶対に、絶対に、那智を守ろう。

「わかればいいんだよ。それにさ、死ぬことってそんなに真剣に考えたことないんだよね。死後の世界に拾ってもらえるんでしょ？　何かの宗教で言ってるよね。補ふ陀だ落らく浄じよう土どが太平洋の海の彼方かなたにあって、死ねばそこへ行けるんだよね？」

「違うよ。迷信だ」

　僕は湿った気持ちで否定する。

　補陀落浄土の存在を新興宗教『珠たまの花はな』は喧けん伝でんしているが、もちろんマユツバだ。だいたい、あの宗教は仏教系でも神道系でもな――♪♪♪　僕の頭の中に教団ＰＲ曲の旋律がリフレインする。

　作詞作曲、始神はじかみ珠花しゆか。オリコン初登場２位。

　始神珠花――勘当されてから名のっている姉さんの一種の芸名だ。

　始めの神、なんとも傲ごう慢まんな苗みよう字じだと思う。

　姉さんは『珠たまの花はな』という教団の教祖をつとめるかたわら、バンド活動も行っている。アーティストの時の名前はＳＨＵＫＡ。

　たいてい、姉さんの曲はオリコン上位に食い込むので、耳にする機会が多い。そりゃ信者が買うんだから当たり前だろうという人も多いが、どっちかというと姉さんの歌のファンになった人がそのまま『珠の花』に入信しているようだ。

　二週間前までライブツアーをやっていて、最終日は東京ビッグサイトの特設ステージで七万人を動員した――――ってけっこう詳しいな、僕。

　なんだかんだで姉のことだから、チェックしてしまっているらしい。

　ちなみに母さんは姉さんの出演しているテレビはすべて録画している。そして、いつも「歌詞がひどすぎる！　何回心が壊れたら気がすむのよ！」と歌詞に文句を言っている。母さんは科学者をやるかたわら、歌人でもあるからな。

　その洗脳音楽を振り切って、那智なちにこんな考えを植えつけた国家のお題目にチャンネルを合わせる。死ぬのはそんなに怖いことじゃない。こんな価値観を人は国に押しつけられている。こっちも洗脳だ。『珠の花』と違うのは支持者の数だけだ。

　僕は作戦を実行しないといけない。

「あのさあ、今日、学校終わってからあいてるかな？」

「うん、あいてるよ。なんせ、わたしは無能だからね～。もう、暇で暇でたまんないくらいだよ～。問題ないよ！」

「なんかさ、妹がプールに行きたいってうるさいんだけど、高校生にもなって兄妹きようだいでってのもないだろ。一緒に来てくれるとありがたい」

「妹さんって涙珠るいしゆちゃんだよね？」

「あれ、知ってるの？」

「知ってるよ。涙珠ちゃんって言ったら有名人だもん。中学校の美術の課題発表で白く塗っただけの木の板を提出して、県の最優秀賞を取ったんでしょ。あれは衝撃的だったよ！」

　ああ、そういえばそんなこともあったな……。

　確か、絵のタイトルは『完全なる美』だったな。『完全なる美白』の間違いなんじゃないのか？

「しかも受賞時のコメントが、『白であることほど美しいものはありません。だから完全なる美を作るにはキャンバスからあらゆる余計なものを取り除く必要があったんです』だもんね！　まさに一流の芸術家の台詞せりふだよ！　神倉かみくら君の家にはいろんな才能のある人がいるんだね！」

　やめてくれ……。聞いてるこっちが恥ずかしくなる……。

　ぶっちゃけ、涙珠は絵の才能はまったくない。過去に虎とらの絵を描かせたら、母さんが「立派なカバね」と素で言ったくらいなのだ。

「カバではありませんよ」と涙珠るいしゆが訂正した。

「じゃあ、カピバラ？」

「カピバラでもありません、ホワイトタイガーです」

「え…………ウソでしょ？　明らかにこれはブタ系のＤＮＡが入ってるわよ」

　それでヤケになって、板を真っ白に塗って提出したら受賞してしまった。芸術の世界はよくわからない。おかげで美術部の連中がかなり怒っていたけど、彼らにとくに影響力はないので無視している。美術に世界を動かす力なんてないし。

　しかし、那智なちまで騙だまされているのはよくないよな。

「ひどいよな。那智もあんなので受賞とかふざけるなって思うだろ？」

「え、なんで？　あれは美術史の裏をかいた秘策だよ。いわばコペルニクス的転回、桶狭間おけはざまの奇襲、コロンブスの卵。どんどん涙珠ちゃんは新しい地平を切り開いていきそうだね。まるで膨張する宇宙の一番先！」

　とりあえず誉ほめ言葉になりそうなものなら何でも使ってやれというノリだった。

「あいかわらず、超プラス思考だね、那智は」

　ちなみに涙珠がこれからも美術を冒ぼう涜とくし続けるのは確実で、次は色を塗ることさえせずに白い画用紙を買ってきて、それに『涙珠』と署名するんだそうだ。単なる製品でも画家のサインが入った瞬間、作品に変わるということを示す実験なのだと。そんなことをしていたら、そのうちネタが尽きそうだけど大丈夫なのだろうか。

　まだ那智の賛辞は続く。

「しかも、涙珠ちゃんはすっごい美少女なんだよね。永えい生せい権けんがなくても、誰だれか独身の権力者に絶対飼ってもらえるクオリティだって」

『飼う』というのは永生権を持った人間が妾めかけに永生権を与えて一緒に暮らすことを言う。けっこうな数の独身の男女の夢は、自分の趣味にあった美少女や美少年を妾にして享きよう楽らくにふけることだ。

　それはいろんな国の統計でも出てる。もし気に入らなかったり自分に逆らったりすれば、ほかのに永生権をすげ替えればいいだけだしね。

　もっともそんなものは夢にすぎなくて、連中が永生権を定年までにとれる可能性は極めて低いし、ほかの権力者に飼ってもらえるほど容姿にも恵まれてはいない。

　しかし人間の倫理意識はどんどん低くなっていくな。昔は少なくとも堂々と性的な幻想を語るのはタブーとされていたはずなのに。肉体的に老いることがないせいか、近きん親しん相そう姦かんもばんばん起こってるし。ただし発覚すれば法務官の水去みずさり一族がすべて死刑にしているけど。

　おっと、脱線脱線。プールのことだ。

「それで、プールついてきてくれるかな？　足が悪いのにプールなんてふざけてるように聞こえるかもしれないけど……」

「ははは！　遠慮なんてしなくていいよ！」

　那智なちはアルミのステッキをぶんぶん振って、それにこたえる。

「是非行かせてもらうよ。こっちこそ、生で涙珠るいしゆちゃんが見れるなんてラッキーだよ！」

　ひとまず、那智をプールに連れていくことはできそうだ。

　先日、涙珠はこう言ったのだ。

「贄川にえかわさんに生かすだけの価値があるか試験をします」と。

　チャンスをもらえただけマシなのかもしれないが、いろいろと不安だ。処理の日は翌日の土曜日なんだぞ？

　それにいったいプールで何をするつもりなのか。

　本当に悪い予感がする。



　そんなこんなで僕らは市街地のエセリゾート型温水プールに出向いたのだった。

　市街地に出るのにバスで四十分かかる家の立地は正直どうかと思うのだが、母さんいわく都市部から離れているほうが防衛に都合がいいらしい。神倉かみくらに恨みを抱いている人間は多いのだ。

　確かに、一日数万人が使う駅前の近くよりも、地元民くらいしか見かけない内陸部のほうが不審者はまぎれこみにくい。

　那智は青地に花柄をあしらった、なかなか派手な水着を着ていた。もちろん、ステッキをつきながらだけど。

　一方で、涙珠は白いスクール水着――学校指定は紺だけのはずなのに。まあ、涙珠の体型でビキニやらを着るよりはまだマシだろう。

「こんにちは。ミタマの妹、涙珠と申します。いつも愚ぐ兄けいがお世話になっています」

「こんにちは！　贄川那智です。よろしく！」

　初対面らしくあいさつを交わす二人。しかし、対照的なテンションの差だ。

「今日はわざわざこんなところまで来ていただいて、ありがとうございます」

　慇いん懃ぎんに頭を下げる涙珠。スクール水着でやってるとシュールだな。

「いえいえ、生の涙珠ちゃんに会えて感激だよ！　それに、出かけるチャンスがあればどこにだって行くよ。新しい出会いがそこに待ってるかもしれないからね！　今日はよろしく！」

　那智は那智で明日死ぬはずなのに豪快すぎる。悲しめとは言わないけど、気楽にもほどがあるぞ。

「こちらこそよろしくお願いいたします――――あら？」

　涙珠の目がプールの奥を指差す。

「贄川にえかわさん、見えますか？　プールに何かがいます。もしかして魚人かもしれません。ほら、華麗にえら呼吸しています」

　アホか。なんで来栖山くるすやまスイミングセンターに魚人がいるんだよ。それに、魚人って何だよ？　涙珠るいしゆは根が真面目まじめなので、冗談やジョークが下へ手たなのだ。

「え、魚人？　どこどこ？」

　プールの中をのぞきこむ那智なち。え、これで騙だまされるの？　那智、高校生でそれはまずいよ。

「あれ、いないけど、どこかな？」

「あそこですよ。今、カメラ目線でこっちに手を振りました。ほら、ほら」

「え、見つからないよ～。涙珠ちゃんは目がいいんだね」

「ごめんなさい、見間違いだったようです――では、さようなら」

　いきなりのことに頭がついていかなかった。

　涙珠がいきなり那智を後ろから、押したのだ。

　プールに向かって。

　ざぱあん。

　威勢のいい波しぶきがあがる。

「お前、イタズラが悪質すぎるだろ！」



    

  
    
      



    

  
    
      

「しかも、足が悪いですからなおさらピンチですよね」

　そうだ！　那智なちはとても泳げるような状態じゃないんだ！

　那智は案の定、杖つえを上下させてあっぷあっぷしている。

「うわっ……水が口と鼻に……。でも、これだと鼻び腔こうの洗浄になるのかな、わっぷ……」

「無理矢理ポジティブにならなくてもいい！　余計に口に水が入る！」

　一方、犯人はプールサイドで悠然とおぼれる那智を見下ろしている。

「たいへんそうですね」

「やっていいことと悪いことがあるだろ！　すぐに助けにいかないと――」

「あ、飛び込んで助けてはいけませんよ。すべては生かす価値があるかどうかの試験です。手を加えた時点で試験は中止ですから」

　僕の足が水際で止まる。

　那智を助けるために那智を見捨てる、なんて矛盾した話だ。

「なあに、これくらいなら一人でどうとでもなるでしょう。底が何メートルも下にあるわけでもないですし」

　確かに那智はかなり水を飲んだらしいものの、だんだんと落ち着いてきたのか、動きがシンプルになってきた。

「ふう、びっくりしたけど、これくらいの深さなら足がつくよね。涙珠るいしゆちゃん、リハビリの手伝いありがとう！」

「どういたしまして。では、今度はこれをどうぞ」

　涙珠は指に絡んでいる糸を那智の前に垂らす。やっと救出する気になったのか、

「これにつかまればいいんだね――あれ？」

　だが、その糸は生きているように那智の体に張りつき、ゆっくりと縛り上げていく。

「ど、どうなってるの？　うわ、また、水が……ぶぶぷっ……」

　糸で身動きのできなくなった那智はそのまま水没していく。やばい、これじゃ本当に溺でき死ししてしまう！

「お前、最初から那智を殺す気だな！　試験だなんて言ってられるか！　…………あれ、体が」

　動かない。

　いつの間にか、両足は涙珠の手から伸びる糸で縛りつけられていた。

「まだ試験中ですので、しばらくお待ち下さい」

　大おお真面目まじめに涙珠は言った。そう、ここに冗談は何一つない。

　那智が溺おぼれて死にそうなのもすべて事実なのだ。

　すぐにこの糸を切って、那智を助けにいかないと……。あれ、あれ……。

　おかしくないか？

　この糸は心がこもっていればすぐに切れるはずなんじゃ……？

「ふっ」

　涙珠るいしゆが鼻で笑った。

「長時間の足止めのつもりではなかったので、もとからこれで十分と思っていましたが、まさか切れないなんて。まだまだ兄さんの愛はレベルが低いようですね。ある意味面白いですよ」

「そんなバカなことがあるわけ……」

「受験を終えた人間の八割は真剣に臨のぞんだと言います。けれど、合格者は受験生の二割だったりします。あれはどうしてなのでしょうね？」

「じゃあ、僕の気持ちが不ふ真面目まじめだっていうのか!?」

「いえ、真面目にも段階があるということですよ。ですが、ご心配なく。これは贄川にえかわさんへの試験ですから。兄さんのほうは結果には反映しませんから」

　試験官の立場のせいか、涙珠はいつも以上に偉そうだ。

「くそ、お前、泳げもしないくせに！」

　涙珠は去年海水浴に行った時も、美白クリームと日焼け止めを塗りまくってビーチパラソルの下に隠れてた。日に焼けるのを極度に嫌うせいもあって、涙珠はあの年で泳げない。ちなみに海水浴場の名前は和歌山わかやま県白浜しらはまにある白良浜しららはま。白って漢字が入ってるところでないとダメだと涙珠が主張したせいだ。

「私は青い海より白い砂浜のほうが好きなだけです。もうすぐあの人を生かすに足るか、はっきりします。殺しはしませんよ。私もそんなことで殺人犯になりたくはありません」

　涙珠はプールに背を向けて僕を睨む。

「それにどうせ明日死ぬ人を今殺す必要もありませんし」

　それはウソじゃないらしい。那智なちのほうはなんとかプールサイドに手をかけて、

「ぷはあっ！　けほっ、けほっ！」

　と、顔を水面から出した。かなりむせているが命に別状はなさそうだ。

「いやあ、死ぬかと思ったよ。もしかして、明日死ぬわたしのことを不ふ憫びんに思って、一思いに溺でき死しさせようとしてくれたのかな？　ありがとう！」

「那智、いくらなんでもそんな感謝の仕方はないよ！」

　那智が助かったからいいようなものの、もう我慢できない。

「ほら、涙珠、もう試験とやらは済んだだろ！　この糸をほどけよ！」

　プールサイドで腕組みしている涙珠に声を飛ばす。

「はいはい、わかりましたよ、今行きま――あら」

　涙珠が踏み出した最初の一歩、その右足がつるっとすべった。

　足の裏が見えたと思った次の瞬間には、

　ざばあん！

　涙珠るいしゆは頭からプールに落下した。

　そのまま何の抵抗もなく、沈んでいく。

　まさか、落ちた拍子に気を失ったのか？

　だとしたら急いで助け出さないと本当に溺でき死ししてしまう。涙珠は泳げない上に、風ふ呂ろ場ばで溺おぼれた経験もあるくらい水が苦手なのだ。

「おい、どうするんだよ！　僕は縛られてて動けないのに！」

　悩んでる暇はない。あんな極悪非道な妹でも妹なのだ。

「誰だれか！　妹がプールの中で意識を失ってるんです！」

　でも、誰かの助けを待つ必要はなかった。

　ステッキを抱えた那智なちが飛び込んでいたからだ。

　そんな無茶な！　足が片方使えない人間が救助だなんて！

　しかも那智は水を飲みまくって、まともに呼吸もできてない状態のはずだ。それで水に入るなんて……。

　案の定、那智は海中でむせている。これじゃ、二人とも死んでしまう！

　しかし、那智は糸で何もできずにいる僕なんかよりはるかに冷静だった。

　片手で涙珠の腕をとると、ステッキを頼りにゆっくりと岸に近づく。

「やっ・こ・ら・さ！」

　そして、那智オリジナルの「よっこらせ」の掛け声と共に、慎重に涙珠の頭を水面から出して、プールサイドに横たえる。

　その途端、「けほっ！　けほっ！」と涙珠が咳せきこむ。息はあるらしい。よかった、救出は成功だ。

「ふう、なんとかなったね。よかった、よかった」

　すぐに那智の顔には笑みが戻る。

「ありがとう、那智。あと、すまない。うちの妹がひどいことをして……」

　あらためて、那智の善意に僕は感嘆する。

　いきなり、あんな目に遭わせてきた人間を助けたいと思うか？

　あるいは、すぐに助けることができるか？

　僕だったら心の中できっとザマアミロと言って、二の足を踏む。

「だって、人助けは楽しいからね。心がぽかぽかになるんだよ。やらないともったいないよ、それにさ」

　どこにも影のない笑顔がぱっと咲く。

「神倉かみくら君、『助けて！』って言ってたじゃん。わたしは人の頼みは聞かずにはいられないんだよ。それだけだよ」

　その時、僕は思った。那智なちのことを好きになってよかったと。

「うっ……ああ、助かったのですね……」

　涙珠るいしゆが意識を取り戻した。いろいろと言いたいことはあるけど、とりあえずは助かった、よかったと言っておこう。

　起きたばかりのせいか、苦しそうな表情で涙珠は那智を横目で見た。髪も濡ぬれて肩にへばりついていて、どことなく疲れているように見える。

「あなたは溺でき死しさせかけた私を助けるために迷いなく飛び込んだ、ということで間違いありませんか？」

　助けられたくせに涙珠は詰きつ問もんしているような口調だ。

「うん。人を助けるのに理由なんていらないからね」

「よし、決まりました」

　涙珠はよろよろと立ち上がる。

「贄川にえかわさん、あなたに生きるチャンスをあげましょう。明日、兄さんと一緒に逃げなさい」

「え、このわたしが生きていいの……？」

　マイペースの那智もさすがにぽかんと口をあけて面食らっている。

「はい、正直あなたが単なる善人のレベルなら生かす価値もないと思っていました。しかし、あなたの善意はそういうレベルではありません。あえていえば、絶対愛。そう、善意ではなく、愛の次元なのです。つまり――」

　愛だのなんだのと口にして少し恥ずかしかったのか、涙珠はこほんと咳せき払ばらいして、

「生かして様子を見るほどの価値はあるということです。すぐにあなたに助けてもらえなければ、今いま頃ごろ私はただではすまなかったでしょうしね。私も死ぬつもりまではなかったのですが」

「お前、まさか那智を試すために転落したのか？」

　こくりと涙珠はうなずく。

「ええ。いわゆる、体を張った、というやつです」

　まるで、なんでもないことのように。

　解げせない。あまりに命を粗末にしすぎじゃないか。

「どうして、そこまで危ない橋渡るんだよ！」

　一歩間違えば、僕は那智も涙珠も失いかねなかったんだ。

「はん？　決まっているでしょう？」

　涙珠は呆あきれたため息をつく。

「兄さんが命を懸けるのですから、妹も命を懸けるのは当たり前です」

　やっぱり、妹の価値観にはついていけない、と僕は思った。

　でも、よかったということにしよう。

　とにかく那智なちは涙珠るいしゆのお墨付きをいただいたのだ。



「これを差し上げます」

　プールの帰り道、那智と別れてから、僕は一冊の教本をもらった。

『完全脱出マニュアル』神倉かみくら涙珠　著

「ここには窮地に陥おちいった時の対処法がたくさん書いてあります。これを熟読すればたいていのことは乗り切れるでしょう」

「すごいな。ほんとに涙珠の能力には感心する。でも、なんでこんなに字が横に寄ってるんだ？」

　タイトルは左上の隅にちょこんと書いてある。一見、白紙みたいに見える。

「できれば白紙のままにしたかったのですが、それだと表紙にならないので隅に書きました」

「白が好きなのはいいけど、現実に悪影響が出ているのはまずいだろ」

「この数日は本の作成に全力を注ぎました。サボっていたわけじゃありませんよ。ぶっちゃけ三徹です。プールに落ちただけで気を失ってしまうほど弱っていました」

「ごめん、僕らのためにここまで……」

　逃げる当人の僕は具体的な計画なんて何一つ立てられていない。せいぜい、姉さんの教団の『珠たまの花はな』について調べたくらいだ。

「違います。『兄さんたちのため』ではなく『兄さんのため』です。赤の他人のためにそこまで頑張れるほど私は純情ではありませんよ」

　気を悪くしたのか、涙珠が悲しげな目をする。

「お礼の言葉もない。恩に着る」

　僕は手を合わせて拝むポーズをとる。

「それじゃ、少しだけ恩返しして下さい」

　涙珠の手が僕の手に弱々しく触れる。

「家に帰るまで手をつないで下さい」

　さすがに涙珠も照れているみたい、そんな声だ。

「そんなことでいいのか？」

「そんなこと、じゃないです。私が兄さんと会うのはこれで最後になるかもしれないんですよ。それでも兄さんは悲しくないと？　そこまで木石のように感情がないのでしたら、やむをえませんが」

　いつも不機嫌な顔なのでわかりにくいが、涙珠がむっとしているのがわかった。

　本当だ、これからのことに頭がいっぱいで、別れのことまで考える余裕がなかった。

「ごめん。そこまで心配してくれてたんだな、ありがと」

　僕から妹の手を握る。勝気な言動に似合わない小さな手だ。

「いいですか、これは兄さんだけの戦いではありません。私の戦いでもあるのです。私は兄さんの目的だけじゃなく、自分の目的も果たすつもりですから」

「なんだよ、それ？」

「今はまだ秘密です」

　歩幅が合わなくてペースを落とす。

　いつもは早足の涙珠るいしゆだけど、今日は妙にゆっくりだ。これも疲れのせいかな。

　周りから見たら僕らはどう思われているんだろう。兄妹きようだいと見られているだろうか、それとも恋人同士だと見られているだろうか。

「こうやって手をつなぐの何年ぶりかな」

「九百三十七日ぶりです」

「なんで数えてるんだよ……不気味だな」

　そういえば、涙珠は人に触れることを極端に避けている節ふしがあった。人を寄せないといけない時は糸で引っ張る。

「兄さん、気を抜かないで下さいね。私は贄川にえかわさんがくだらない人間だとみなせる隙すきを狙ねらっています。そしたら、兄さんを連れて帰りますからね」

「うん、気をつける」



    

  
    
      



    

  
    
      

　来栖山くるすやまの数少ない信号で僕らの足は止まる。

「少しだけ、贄川にえかわさんのことがうらやましいです」

　そういえば、涙珠るいしゆとどっかに行ったことなんてなかったかもしれない。

「とくに体の肉感的なところが」

「体かよ！　そこは精神的な面を評価しろよ！　大丈夫だって！　スレンダーな女性が好みなヤツも多いから」

「ま、それは余談です。お母様よりは私のほうがスタイルはいいですから……すいません、志が低すぎました。自分より弱い者と自分を比べるのは堕落の始まりですね。私は贄川さんが兄さんと旅に出るということがくやしいのです。兄さん、覚えていて下さい、私は肉親が逃げようと言ってきたら、どこまでだって逃げますから」

「ま、覚えとくよ」

「ええ、世界すべてを敵にまわしても、私は家族を守ります」

「なんか、物騒な言葉だな」

　でも、明日は僕は那智なちとそんな物騒な日々に乗り出さないといけないのだ。

　那智と別れたバス停から五分ほどで家のマンションに着いた。

「ありがとうございました」

　珍しくまともなお礼を言って、涙珠は手を放した。九百三十七日ぶりに涙珠と手をつないだってことは、多分九百三十七日ぶりに涙珠に触れたってことなんだろう。それは今日を最後にいったん離ればなれになる兄妹きようだいには必要な通過儀礼なのかもしれない。

「でも、兄さんの手、ちょっと汗ばみすぎでしたよ」

「ほっとけよ」

　僕には仏ぶつ頂ちよう面づらの涙珠がその時だけは笑っているように見えた。

「最後まで戦い抜いて下さい。私の兄さんなら、あらゆる苦難を乗り越えていくことができるはずです」



　僕はその日、ゆっくりと夕食をとった。

「だ～か～ら～、なんで野菜炒いためにセロリを入れるのよ！　苦にがいゴーヤチャンプルーまであるし！　五十鈴いすず、イヤガラセのつもりでしょ！」

「おもてなしです」

　母さんがいつものように騒ぎ、それを五十鈴さんが受け流す。いつも通りの時間。

「お母様、あまりワガママが過ぎるようだと、本当にあった怖い話をしますよ。タイトルは『もう帰ってこない伊勢いせちゃん』です」

「やめてよ！　超怖そうじゃない！　というか、ワタシはどこに行っちゃったのよ！」

　そして母さんを涙珠が諫いさめる。まったく、何百回も繰り返してきたことだ。

　それを僕は捨てていくんだ、すべて。

「何、悲しそうな顔してるのよ。おやつはちゃんとあるわよ。ポップコーンのバター醤じよう油ゆ味あじよ」

　母さんに心配されるくらい、僕は暗い顔をしていたらしい。



　荷物をカバンに詰めて、いつもより三時間早く寝て、三時間早く起きた。

　当たり前だけど外は真っ暗。

　みんなが寝静まってる間に、僕はこの家を出る。

　どうか、戻ってこれますように。

　静かに自分の部屋を出て、廊下に――

　心臓が止まりそうになった。

　そこにパジャマ姿の母さんが立っていたのだ。

「なんかさ、寝つけないの。寝ても寝ても、悪夢を見て起きちゃうの……」

「そ、それは災難だね……」

　気づかれてはいないらしい。母さんは絶対隠し事なんてできないからな。「これ、絶対に言うなよ」って言われたことを翌日には十五人くらいに伝えちゃう系統の人間だ。だから、何も追及されない時点でシロだとわかる。眠そうだし、なんとか寝室に引き返させよう。

「悪夢が怖いのはわかるけど、寝ないと美容に悪いよ。ほら、目を閉じて布団に入ってるだけでも起きてるのよりは体にいいし。ちなみにどんな夢？」

「ミタマが遠くへ行っちゃう夢」

　っ……！　落ち着け、まだ気づかれてはない。

「あれ、そういえばどうしてミタマ、パジャマじゃないの？　もしかして、小腹がすいたからコンビニで肉まんでも買うつもり？　じゃあ、ワタシの分も買ってきて」

「はは、何言ってるの。母さん、寝ぼけてるよ。ほら、早く寝たほうがいいよ」

　取り乱すな。一瞬のミスが命取りになる。

「怖いから、一緒に寝て……」

　結局、僕は母さんの布団で抱き枕まくら代わりをつとめることになった。

「怖いよ、怖いよ……。ミタマが本当にどこか遠くへ行っちゃいそうで怖いよ」

　布団の中で、母さんはパジャマじゃない僕に抱きつきながら「怖い」を繰り返した。

「はは、僕がどっか行くわけないって」

　僕はウソをつきながら、母さんの背中をさする。

「本当だよね……？」

　ウソだ。

「本当だって」

　負けるな。ここで情にほだされたら終わりだ。

「僕がどっかに行くわけないだろ。僕は母さんの子だ。ずっとずっと母さんのそばにいる」

「ありがと……。ワタシ、怖いの。玉風たまかぜも珠花しゆかも家を出ていっちゃうし、このままミタマも涙珠るいしゆも出ていっちゃって、気づいたら自分の子供が誰だれもいなくなっちゃうんじゃないかって……」

　まさしく、僕は出ていこうとしているんだ。

「そんなわけないだろ。考えすぎだって」

　良心が痛む。僕は徹底して母さんを裏切っている。孔子こうしが見たら激怒するだろう。

　でも、耐えないといけない。

　僕はこれからも那智なちを守るためにほかの人を傷つけないといけないかもしれないんだ。

「ありがと…………ミタマ」

　五分で母さんは眠ってくれた。

　少しの遅刻だけど大丈夫。僕はあらためて家を出る。

　さよなら、みんな。



    

  
    
      


３　僕の姉さんは残念な人です



　ＡＭ９：‥００



　贄川にえかわ家の前に市の処分センターのワゴン車が止まる。あれで那智を運ぶのだ。

　市の職員の一人がインターホンを押す。

「すいません、来栖山くるすやま市の者ですが」

「あ、はいはい。那智ー、市役所の方よー、どこにいるのー。早く出てきなさい」

　贄川家の人はやっぱりどこか抜けている。子供が殺されるのに、能天気すぎ。

「はーい、今行くー」と、どたどたどたっと二階から那智が玄関前に出てきた時――

　僕は糸巻き器のボタンをＯＮにした。

　きゅるきゅるきゅるきゅる。

　すごい勢いで糸が巻き取られていく。

　そして、職員に引き取られる直前、僕の糸のたわみがなくなり、那智の足が浮き上がり、宙を舞う。



　チャンスは今しかなかった。逃亡防止のため、処理当日は一切外出が認められない。外出すれば同じ家に住まう人間、この場合那智なちの両親が処罰対象になってしまう。

　だから、那智が堂々とドアから外に出られるのは処理されるために出ていく一回きりしかなかったのだ。

　以上、すべて涙珠るいしゆのくれたテキストに書いてあることだ。

　相当な分量で、まだ流し読みしかできてない。

　でも、おかげでだいたいの道筋は立っている。僕の頭には無事に那智が保護権をもらうところまでが映像としてできている。



　そして今、僕は那智にあらかじめ結びつけていた糸を巻き取っている。

　那智は一直線に僕のところにやってくる。

　この糸巻き器は涙珠から借りた。糸に関するものならあいつはたいてい持っている。

　クラスメイトを助けようと思った神倉かみくらミタマは妹の部屋から糸巻き器を勝手に取り出し、それで贄川にえかわ那智と一緒に逃げ出した――これが表面上のストーリーだ。こうしないと涙珠まで反逆者になってしまうからね。

　市の職員が異変に気づいた時にはもう遅い。那智は道路も何もかも無視して、森の中に突っ込んでいく。通称、漆山うるしやまに。

　ちなみに今、僕は漆山の中にいる。

　漆山は標高六百六十五メートルで、たいして高い山じゃない。所要四時間ほどのハイキングコースのルートになっていて、土日はそこそこ登山客でにぎわう。コースの終点が隣の高槻たかつき市にある摂津峡せつつきようという風ふう光こう明めい媚びな峡きよう谷こくというのが大きい。キャンプ場があるし、川泳ぎもできるし、近くに温泉もある。

　たいていは来栖山くるすやま市駅からバスに乗って五十分も北上してやっと登山口に来るのだが、僕の場合はマンションが漆山登山口からせいぜい一キロ弱しか離れていない田舎なので、のんびりと徒歩で向かうことができる。

　それと実はここは僕ら神倉家の敷地なのだけど、それは後述する。

　そのまま、森の中をずるずると突き進んで、だんだんと望遠鏡内の那智の姿が拡大してくる。間を置かず、僕の目の前にやってきた。

「ふう、到着、到着。ワイヤーアクションを満まん喫きつできたよー」

　生きるか死ぬかの駆け引きがあったとは思えないほど、那智はほえほえしていた。服にけっこう葉っぱやツタがついている。まあ、今はファッションよりも生存のほうが大事だから、大目に見てくれ。

「のんびりしてるなあ、那智は」

「急がばまわれ焦らず騒がず・沈着冷静・泰たい然ぜん自じ若じやくが贄川家のモットーだからね」

　沈着冷静とは意味が違うと思うけど。

　さて、戦いはこれからだ。こうしている間にも職員は必ず追いかけてきているだろう。僕たちは僕たちだけを信じて逃げていかないといけないのだ。

「行くよ、那智なち」

「うん、頑張ろうね、神倉かみくら君！」

　僕は那智の手を取ってゆっくりと山の中に入っていく。とにかく先へ急ごう。処理センターの職員も百戦錬磨の猛も者さのはずだ。逃亡者なんて年中いるだろう。それを捜し回って処理するのが彼らの仕事だからね。

　漆山うるしやまの道はなかなかに険しい。メインルートは頂上付近にある神倉神社の参道としてある程度整備されているが、その道からはずれた文字通り山の中を進むとなると話は別だ。獣道どころか獣すら歩かないところを一歩一歩先に向かう。

　さっき軽く触れたけど、この漆山にある神倉神社は僕らの一族の管轄する神社だ。

　もっとも、神社自体はお堂程度の小さなものだ。ちなみに「神倉」とは「神かみ座くら」とも書き、神がおわしますところという意味を表していると、母さんが言っていた。けど、ここには神様はいなくて、神倉神社の本社ははるか彼方かなたの熊野くまのにあるらしい。僕らはそこから引っ越してきたという、多分千年以上前に。

　――なんてことを考えてても、疲れを忘れるというラッキーなことにはならないみたいだ。那智をサポートしながらの山道はじわじわと体力を奪う。

　僕はコンパスを目印に進む。そろそろ、メインルートに合流するはずなんだけどな。

「あ、注し連め縄なわだよ」

　下ばかり見ていた僕より先に那智が気づいた。

　何重にも張った注連縄が木にかかっていた。

　何かが、この先にあるんだ！　喜び勇んで僕はなかば駆け出す。目印があると疲れも飛ぶものだ。これを進めば参道に……。

　…………。

　……………………あれ。

　参道は見えてこない。誤りか？　いや、何もないところに注連縄なんて張るものか。

　なかば諦あきらめ気味に歩いていくと、そこには膝ひざほどの高さの石碑が数基並んでいた。

「なんだ、これ？」

　石碑はずいぶんコケむしていて、とても読めない。ただ、よくわからない十字のマークがすべてに刻まれていた。お墓だろうか。この国の墓の形式としては違いすぎるけど。

「ふふ、なんかロマンティックだね」

　那智がどこかずれたところで感心している。こんなものにロマンも何もないだろうに。

「そうそう、人は死んでも墓は残るんだよ。そして人に再び見つかるのを待ってるんだ。人はたとえ死んでも、その人の想おもいや気持ちはいつまでもとどまり続けるんだよ」

　やっぱ、那智なちは変わってるよなと僕は思った。石碑だけでこんなことまで考えるクラスメイトはほかにいないだろう。

　しかし、注し連め縄なわの示す目的地がこれだとすると、僕らはまた山の中に突っ込むしかないわけか。那智の気がまぎれただけが戦果だな。

　その後、二十分は道なき道を突き進んで、ようやく僕らは登山道兼参道に出た。



　足の悪い那智を連れての移動は登山ガイドブックの倍以上の時間がかかった。山から抜け出る前にもう日が暮れて、夜になっている。

「ごめん、ちょっと休んでいいかな……」

　そんな那智に似合わない疲れた声が出るほどだ。僕は那智の前にかがみこむ。

「おんぶするから大丈夫。那智は軽いし、僕は男の子だし、それに最近朝食もちゃんととってるからね。しかも、朝にサプリメントのビタミンＣとビタミンＢとプロポリスとクロレラとブルーベリーとプルーンを飲むようにしてるんだ。楽勝だよ」

　半分はやせ我慢だけど、弱音を吐いても惨みじめな気持ちになるだけだ。

　現代人は合理的なので、損にしかならないことはしてはいけない。

「それに、計画通りなんだ。早く着きすぎても意味ないしね。そろそろ休憩地点だし」

　だんだんと川の音が聞こえてくる。

　ここまで来ればすぐだ。登山道を曲がる。

　目の前にごつごつした岩が広がる谷川が広がった。

「あ、ここって摂津峡せつつきようだ！」

　背中の那智の元気な声がありがたい。そう、ここは地元じゃ有名な景勝地だから、どっちみち日暮れになってから来ないと危なかった。昼に行っても土日は観光客が群がっているからね。

「このへんでいいかな」

　と、那智を降ろす。

　本当なら、登山というのは暗くなるまでに下山するのがルールだが、僕らは夜も深くなるまで待機。誰だれもいない摂津峡でのんびりと夕食をとる。

「王子様みたいなエスコート、サンクス！」

　手ごろな岩に座って、那智は所在なげに足を川の表面でちゃぷちゃぷとやった。横に脱いで置いてある靴が川に落ちてしまわないか僕はそればっかり気にしていた。

　僕は照れくささを消すように、ぽんとタオルを那智に投げた。

　那智はあまりにも僕を誉ほめすぎる。

「体拭ふいて。今日はお風ふ呂ろに入れないから」

「うん、ありがと。やっぱり神倉かみくら君はクラスで一番いい人だね」

　那智なちは自信を持ってそう言ってくれた。

「誉ほめてくれてうれしいけど、それは多分僕の立場のせいだよ」

「立場？」

「僕はいい血筋で、永えい生せい権けんを得られるのもほぼ保証されてる。だからきっと那智を顧かえりみる余裕もあったんだ。だから他人を追い落とすことに意識を払わなくてすんだ。けど、僕がクラスメイトみたいな平凡な家に生まれたらきっとこうは育てなかった」

「だからさ、そんなに自分を貶おとしめたらダメだよ。お釈しや迦か様さまも王子様だったんだし、その余裕が人を救える力になればいいね。わたしだけじゃなくて、もっとたくさんの人を」

　那智は那智で善意を割り引くつもりはないらしい。

「神倉君、一つ、約束して下さい」

　月夜をバックに那智は真剣な顔になる。

「もし、ほんとにヤバかったら、二人同時に助からないって時がきたら、わたしを見捨てて逃げて下さい。犬死になんて許さないから」

　僕はぽかんとする。そんなこと言われても「うん」なんてすぐには答えられない。

「ほらほら、ちゃんと返答して、返答して！」

「う、うん……」

　那智の剣幕に思わずそう答えてしまった。

「ふふふ、契約成立。大丈夫だよ、わたしは死んでも、また生まれ変わって神倉君に会いにいくから」

　それはこの世で最も優しいウソだと僕は思った。もし、生まれ変わったりよみがえることができたら、僕らはこんなに無茶苦茶な選択肢を選ぶこともなかっただろうに。

　僕らの生は一回かぎりで、リセットなんて絶対にできないのだ。たとえ、どれだけ科学が発達しても。

「あとさ、神倉君のこと、名前で呼んでもいいかな？」

　そういえば、僕は自分だけ那智のことを名前で呼んでいた。

「もちろん」

「ありがと、ミタマ君」

　やっと僕は那智に近づけた気がする。

「じゃあ、わたしも体拭ふくね」

　その場でスカートを脱ぎだす那智。暗くてよく見えないけど。

「ちょ、ちょっと、もう少し物陰でやってよ！」

　僕はあわてて抗議する。こういうところが自分がまだまだ子供だと思う点だ。教育に不都合な情報は母さんが徹底的にフィルタリングをしてたし。

「別にほかに誰だれもいないし……それにミタマ君ならわたしは……」

　こういうことは、女のほうが強いと思うのは女性差別？　それとも男性差別？

　僕は文脈上、このあと、那智なちが口にする発言も何もかも予測していた。そして、きっちりと僕はそれに便乗した。

「優しくするね、那智」



　結局、僕らは高槻たかつき市の駅に予定より一時間ほど遅れて到着した。時刻は九時三十七分。まあ、時刻は間に合えばいつだって構わない。

　この街で僕らがやることは一つ。夜行バスに乗って静岡しずおかで降りることだ。客の入りはまばらだった。大半の客はバスに乗りこむなり目を閉じている。

　現代人は個人主義なので誰だれも僕らに注意を払わない。

「じゃあ、おやすみ、ミタマ君」

　那智はそう言いながら僕の手を握った。人の手に触れたままで眠れるだろうかって思ったけれど、疲れのせいか僕も那智もぐっすり眠ってしまった。

　夢の中で那智とエッチなことをしてたのはどうかと思うが、フロイトに夢判断されるわけでもないのだからどうでもいい。



    

  
    
      



    

  
    
      

　静岡しずおかで降りた僕らは今度はバスで北上し、二時間ほど乗ったところの小さな町の中心部で降りた。

　呉内くれない町――最近、町の名前がこう変更された。

　軍事・国防上の理由から基礎的な地理の知識は頭に入れておくよう、神倉かみくらの子供は仰おおせつかっている。

　だから、たいていの都市の場所・名物・コンビニの数などは出てくるようにしている。とくに僕はテストが得意だから、世界規模でも都市の名前を言われればそのあたりの情景くらいは頭に浮かぶ。たとえば、台湾たいわんの台南たいなん市は日本の高知こうち市と割と似ている。

　そんな僕でも、この町は「ええと、お茶とか作ってたっけ？」くらいの記憶しかない。とにかく無個性なのだ。

　逆に言えば穴場だった。

　逃亡者にとっても

　アヤシイ新興宗教団体にとっても。

　ここに姉さんの教団『珠たまの花はな』の本部があるのだ。

　もっとも『珠の花』がアヤシイ宗教なら大半の宗教はアヤシイかもしれない。全国二百五十箇所に支部を置き、その影響力は計り知れない。国に納めている税金だってものすごい額だというし、実質は国立の宗教とすら言われている。

　そんなシステムをすべて珠花しゆか姉さん一人で作った。

　姉さんは高校在学中に突然「メロディを使えば多くの人を救うことができる」と言い出して音楽活動と宗教活動を同時に始めた。

　音楽にのめりこむ若者も、怪しい宗教にのめりこむ若者も珍しくないけれど、両方自分でやってしまうところが姉さんの斬ざん新しんなところだ。

　しかも、姉さんは音楽も宗教も本質は同じだと考えて、両者をミックスした。

　たとえばＣＤに初回限定版で自分の写真集をつけて一般のＣＤの三倍の値段で売ったりとか。姉さんは中学時代から雑誌のモデルをやるくらいの美人だったから、たくさん売れたらしい。もっとも、インディーズの頃ころの写真集付ＣＤには定価の二十倍の値段がついているから、定価で買った人はむしろいい買い物をしたのかもしれない。

　当たり前だけど、母さんとすごくもめた。

　雑誌のモデルの仕事すらいい顔をしていなかったのに、音楽活動と新興宗教の活動も混ざったら大問題だ。うちの一家はとにかく後に引かないので、とんでもないことになった。

　で、高校を卒業する時に勘当された。母さんが語っていた理由はこうだ。

「あの子は神倉の名前を汚したの。それどころか、掘り返してはいけないものを漆山うるしやまから掘り出した。だから、こうするしかなかったの」

　旧文明の軍事兵器でも発掘したんだろうか。あの山には変な墓しかなかったけど。

　家を飛び出した姉さんはこの呉内くれない町を『珠たまの花はな』教団の本拠に定め、以後二年ほど、ここで暮らしているというわけだ。

　ちなみに呉内町という名前も教団の連中が申請して変えさせた。自治体は教団が来たことで、いろいろと儲もうかったらしいから、名前くらい好きにさせてくれたんだろう。

　――以上が呉内町と姉さんの沿革だ。

　そんな町の三箇所しかないコンビニの一箇所に入る。ちなみに夜八時には閉まる。

　朝食におにぎりと新聞を買う。何も食べていなかったので、たかだかコンビニのおにぎりが五十鈴いすずさんの料理以上においしく感じられて、僕は自分の舌を疑う。

　僕らはすぐにその環境に順応してしまう。たとえば一年間鶏肉だけを食べ続けた人間は米を食べても消化できずに吐き出してしまうという。異常な環境に置かれたら、すぐに慣れること。それができない人間は生存競争から脱落していく。

　最近はコンビニの中でイートインできるので重宝する。コンビニというのは一種の異空間だ。誰だれのものでもない。中で人間が何をしているか誰も気にしない。

　新聞は貴重な情報源だが、子供の逃避行なんて静岡しずおかの北では民家のぼやにも劣るらしい。ミタマの名はまだない。けれど、父さんの名前は当たり前のように政治情勢を伝えるページに載っていた。昨日も政治結社を二つも潰つぶしたらしい。

　それとどうでもいいが、短歌のコーナーで母さんの歌が載っていた。



　古池に母親捨てる水の音　バシャバシャバシャバシャぶくぶくぷちん

神倉かみくら伊勢いせ



　選者の評は読まずに新聞を閉じた。母さんは、あれで確かに十歳でデビューした女流歌人だが、僕は一首も理解できない。



　なめくじよ私の家がわかるように門には首を吊つるしておくから



　――という歌が母さんの代表作だが、この歌が小五で発表された時、歌壇と学校は騒然となった。

　テレビによく出演する売れっ子心理学者は子供に性愛の知識が進みすぎていると危ぶみ、国語教師はこの歌にエッチな意味はなく、はっきりと形の見えない自己の不安定さを歌っているのだと主張し、歌壇の重鎮は相手を誘っておきながら一方で首を置いて相手を威嚇するという、恋の二面性を完全に表現しきった傑作と絶賛した。

　僕は歌人でも教師でも学者でもないが、この歌の正しい鑑賞法は得体の知れないものとして遠くから眺めることだと思う。母さんに近づいて理解しようとすれば怪け我がをする。ちなみにほかの代表作に恋を歌ったこんなものもある。



　来ないならこちらが行くわ三秒で　最速ネコバスジャックして　行く



　今の僕にも最速ネコバスがほしい。

　ところで、さっきから那智なちが静かなんだけど……。

「うわ、この姿勢はないよね……」

　那智は雑誌の一番隅の成人コーナーに居座っていた。しかも、思いっきりそういう雑誌を開いてる。三十度くらいの角度でそうっと開くから余計に目だって見える。

「何してるんだよ、那智！　しかも、こういう本はビニールテープで閉じてるから中身は読めないはずなんだよ。テープはがしたな？」

「ははは。けっこう詳しいね、ミタマ君。もしかして、むっつり？」

「いいかげんにしなさい」

　僕は那智が目次から「痴漢スクールバス」というページを開こうとする前に本を棚に戻した。那智は好奇心の赴おもむくままに行動するからな。袋とじを無理矢理覗のぞきこむタイプ。

「こら、二冊目を開かない！」



　買い物をすませた僕らはコンビニを出た。あまり長居するとイライラした店員に顔を覚えられる。どうしてコンビニの店員はあんなにイライラしているのだろう。

「ところで、ここからどうやってお姉さんのところまで行くの？」

　那智がふざけて片足でけんけんしながら聞いてくる。なんか、ちょっとずつ片足で生活できるように適応している気がする。

「車に乗せてもらう」

「シータク？」

「そんなところでタクシーを業界用語っぽく言わなくてもいいよ。もっと安全な車」

　僕は幹線道路の前まで出ると、左手を大きくあげ、その肘ひじのところに右手を添える。

　形としては数字の「６」みたいな格好だ。

　このポーズ、かなり恥ずかしい。何も知らない人間からすれば、バカにしか見えない。

「あ～、食後は日課の太たい極きよく拳けんなんだね。ほんとにミタマ君は完かん璧ぺき超人だね！」

「いや、太極拳じゃないんだ」

「じゃあ、ヨガ？」

「ヨガでもない」

「じゃあ、バカ？」

「親しき仲にも礼儀があるよ、那智！」

　ときたま通る車が排気ガスを小こ馬ば鹿かにしたように吐きかけてくるだけで、五分がすぎ、十分がすぎた。やっぱり、こんなことしてもと愚ぐ痴ちが体中に拡散しかけた時、おんぼろのセダンが一台止まった。

　出てきたヒゲづらの男は僕と同じ格好をして「神の友よ。さあ、お乗りなさい」と言った。

　目的地を聞かれ、「本部へ。『母』のいる場所へ」と涙珠るいしゆに指示されたとおりに答えた。あの奇妙なポーズで信徒を見分けられるなら、この人は信者で間違いない。

「僕らは支部の人間だ。作戦のため、支部から来た」

　男はそれだけで僕らを聖人のような目で見た。誇らしいよりも不気味だったが、それを顔に出すほど僕は愚かじゃない。田舎の県道を二十分ほど走り、ごてごてした門を四つほどこえると正面に朱塗りの寺院のような建造物がそびえていた。

　床から天井まで赤く塗られた長い廊下。

　その先にあるエレベーターであがった先には、

『母の間』

　と書かれた大きな扉が偉そうにひかえている。

　僕はゆっくりと扉に力を入れる。思いのほか、あっけなく扉はあいた。

　その先に姉さんの姿があった。

「ようこそ、『母の間』へ」

「お久しぶりです、珠花しゆか姉さん」

「まさかあなたが来るとは思わなかったわ、【煩ぼん悩のうの華】」

　姉さんはまだ十時だというのに、三時のティーブレイクのような紅茶をすすっていた。窓際にはやたらと高そうな置時計。部屋は小物類まで含めて西洋式で統一されている。

　姉さんは左の手で自分の髪をすいた。

　見み惚ほれそうなほど、艶あでやかなピンクの髪がさらさらとこぼれていく。

　姉さんは一門の女性の中でも最も髪が長い。腰にかかりそうなところまである。

　服装も胸元に骨とも枝ともつかない紋様のある黄色い光沢のあるドレス。首から肩、両腕にかけては黒いエナメルの革に包まれ、それが両手まで包みこんでいる。顔から下で肌が露出しているところは、二の腕の途中にエナメルが腕の後ろを通っている箇所だけ。なのにその黒光りする手の動きがとてもエロティックに感じられる。

　客観的に見れば姉さんは一門の女性のうちで文句なしに一番美しい。中学生くらいからファッション誌のモデルもしていたし、自主ブランドの作成すら本気で考えていた節がある。唯一の欠点を除けば姉さんは完かん璧ぺきに近い。

「本当にお久しぶりです、姉さん」

「まったくね。【煩悩の華】は朝にひらくのかしら。昨日に捨ててきた感情が舞い戻って私を苦しめるわ」

　姉さんは完かん璧ぺきだ――しゃべりさえしなければ。

　極めて特殊な言葉遣いを姉さんはする。

　人によっては耽たん美び的てきとか言うのだけど、耽美だか田んぼだか知らないが無茶苦茶なのだ。僕はまだ家族で聞きなれていたから見当がつくけど、初対面の人はコミュニケーションもとれないだろう。

　たとえば、【煩ぼん悩のうの華】というのは…………やはり僕のことなのか？　ちなみに昔は名前が御み魂たまだから、【魂の救済者】などと呼ばれていた時期もある。嫌すぎる。人前で呼ばれると、罰ゲームに近い。むしろゲームじゃなくて純粋な罰。

「なんで【煩悩の華】なの？」

「女の子を連れて駆け落ちしてきたからよ。じゃあ、【ソウル・オブ・デザイア】にする？」

「なんか、うんこ味のカレーかカレー味のうんこかレベルの究極の選択だけど、【煩悩の華】のほうで……」

「それで何の用？　太陽に心を惑わされてしまった？」

「かくかくしかじかなんです」

　僕は事の顛てん末まつを洗いざらい語った。

　とくに僕が母さんたち神倉かみくら家の人間から離れた存在ということを強調して。

「そうなんだ。悪魔のせいで心が壊れそうだったその女の子を抱えて山を登り、町が寝息を立てている間に、深夜バスで高速を駆け抜けたのね」

　姉さんの言葉はとにかく暗あん喩ゆだかなんだかよくわからないものに満ちているので、理解されているかはこちらが判断するしかない。この場合、悪魔というのは那智なちを連れていこうとした職員のことなのだろう。

　どうやら、わかってもらえた――ことにしておく。

「ところで、不思議な夜の移民たちは、とこしえの謝肉祭を行っているのかしら」

　わかってもらえてるんだろうか……。

「つまりそこの【ナチス】さんに保護権を使ってあげてほしいということね、【煩悩の華】」

「はいっ」

【煩悩の華】であるところの僕は快活に叫んだ。つか、最初からそう言えよ……。

「那智を……贄川にえかわさんを助けるにはそれしかないんです！」

　僕は理不尽な政治体制の問題点を熱く語った。

　どうして足が悪いだけで殺されないといけないのか。那智のせいで僕は偶然おかしさに気づいたけど、きっとこの世界には矛盾を感じてる人がもっともっといるはずだ。

　けれど、姉さんは紅茶をあまりに自然な動作で飲むと、

「私もその子を助けたいわ。でも、その子に保護権を分け与えることはしないわ」

「何でだよ！」

　僕はさっきよりも大きな声で姉さんを睨にらんだ。別に無理と言われただけならいい。人一人を生かせる権利だ。姉さんにだって保護権を与えたい人がいたって、不思議じゃない。でも、姉さんは「しない」、与えられるけれど、与えないと言ったのだ。

　那智なちも「あちゃ～」と自分の額ひたいをぺしっと叩たたいた。一応残念ということを示しているんだろうけど、ノリが軽すぎる。僕一人だけがおやつを勝手に食べられた母さんくらいの勢いでキレていた。

「今にも私に噛かみつきそうね、【煩ぼん悩のうの華】」

「姉さんの言葉は権利の出し惜しみをわざとやってるように聞こえる」

「ええ。私はその権利を【ナチス】にあげるわけにはいかないの。私は無力なのよ。壊れていくあなたを見ていることしかできない。そんなに睨にらまないで。オリオンの矢は痛いのよ」

　ところで【ナチス】って那智のことなんだろうな……。でも【ナチス】って何だ？

「どうして？　平民は素直に死ねっていうの？」

　姉さんはくすっと笑って、鷹おう揚ように僕を見つめ、まだ少し特殊な日本語でゆっくりはっきりと答えた。

「私は教祖様なの。みんなの太陽が誰だれかに天てん秤びんを傾けたら、きっと凍こごえる人が出てきてしまうわよ。私の肩には何千・何万という迷える子羊と奴隷が乗っているの。私についてくる子羊が五人くらいならパンだって分け与えられたけど、この人数じゃ心を分け与えることしかできないわ」

　肩から力が抜けるのを感じた。

　この人は背せ負おっているものが僕らと質的に違うのだ。

「それに私は死んでも人は再生すると説いているのよ。なのに不老不死の取り計らいをしたらみんな疑いの目になる。これで、おわかり？　【煩悩の華】と【ナチス】」

「高こう邁まいな理想、感激しました！　やっぱり人を導く立場の人は物の見方も広いですね！」

　不満はあったけど、那智が全肯定してしまったので、文句を言う権利はなくなった。

　残念だけど、姉さんの理想はもっとマクロな規模で人を救うことだ。

　那智がかわいそうだからと、どれだけ突きつけても意味がない。

「まあ、そう気落ちしないで。不思議な夜からの移民たちを受け入れるのにはやぶさかではないわ。少なくとも、私は自分たちのルールを聖書にした帝てい國こくの狗いぬたちの元には突き出さない。だって、私が後ろめたい味に飽きたヘテロドクスなのだから。お二人に部屋とベッドと心をあたためるスープを用意してあげて」

「つまり、ここにいるくらいはいいってこと……？」

「ええ、私はあなたたちのことも愛しているもの。場所さえ割れていなければ、ここにいくらでも匿かくまってあげられる。どんなサキュバスの誘惑でも、この聖地への門は開かないわ」

「ありがとう、姉さん！」

　僕は思わず小さくガッツポーズまでしてしまった。これでしばらくの間は那智なちを守ることができる。

「当然のことをしたまでよ」

　姉さんは紅茶のカップの横のクッキーを一口かじり、

「――だって、私はこの『世界』を愛しているから」

　と、ウインクしてみせた。教祖というよりはアイドルといったほうが近い。

「せかい？」

「そうよ。だから、私は『珠たまの花はな』という教団を作ることにしたの。愛すべき世界を救うためにね」

　あらためて姉さんのスケールの大きさを感じた瞬間だった。

「それに、【クモの意図】の土産話なんかも聞きたいしね。それに【ＭＯＴＨＥＲ】がいまだに朽くちた罪と罰の唄うたを歌っているのかも気になるし。そういえば【終末の鐘フィナーレ】は犬たちを使って散らばった心を拾い集められてるのかしら？」

○翻訳　家族のことを聞かせろ――――ってことであってるかな……？　【クモの意図】というのは多分糸使いの涙珠るいしゆのことなのだろう。【終末の鐘】というのはわかりにくいけど、犬がどうとか言ってるから五十鈴いすずさんだ。五十鈴さんの率ひきいる軍隊、千せん狗く隊たいは史上最悪の部隊で、その非道さはまさしく畜生道だという。

「ゆっくりしてもらえばいいわ。ここは『母の間』と言って、私の部屋。母とはすべてを受け入れるものだから」

「ありがとう、姉さん」

「でも、一つだけ約束して、【煩ぼん悩のうの華】」

　姉さんはくちびるに人差し指をあてて、たしなめるように言った。

「ここは教えを受け、神について学ぶ場。あまりうろちょろして子羊の邪魔をしてはいけないわよ」

　そりゃ、信者でない人間が教団本部を我がもの顔で歩いていたらまずいよね。

「はい、わかりました」

　僕は二つ返事でＯＫした。



　僕らはそれぞれホテルのスイートルームのような部屋をあてがわれた。それだけでも感謝し足りないくらいだ。僕らは明らかにこの世界の反逆者なのだから。

　少し濃い目のコーンポタージュは胃の中から僕をあたためる。それから、僕はふかふかのベッドに入ってすぐに眠りに落ちた。枕まくらが違うだけで寝れないなんてのは、本当に疲れていない証拠だ。僕はすぐに寝た。



　夕方、目が覚めた僕はとりあえず着替えに絶句した。革のタンクトップに革のパンツスーツ。挙あげ句く、ナイフの形のチョーカーまでわざわざ置いてある。着替えがあるだけでも、感謝しないといけないのだけれど、素直に感謝できない。あまりキレイではないが自前のＴシャツだけは下に着こんでおく。

　こんな調子では那智なちはどうなっているんだ……？

　一抹の不安がよぎったところでドアがノックされた。那智だ。

「着替えが置かれてたよ～」

　入ってきた那智を見て、僕は先ほどの絶句という表現が甘いものだったと実感した。那智はピンクのふかふかした服を着ていて、なんていったらいいのか、一言で言えばおもちゃ箱から出てきたような格好だった。

「わたし、こんな服着たことないよ。着る服だけで人間ってこんなに気持ちが変わるんだね！」

「那智、人を誉ほめるのは素晴らしいけど、それで調子に乗る人もいるから気をつけてくれ。時にはキモいとはっきり言うのも愛情だから。時には善意が悪意より悲惨な結果をもたらすこともあるんだ」

　僕は達観したように首を横に振った。

「これは珠花しゆか姉さんの趣味なんだ。あの人は他人に変な服を着せるのに異常な執着を示す人でね。うちの母さんもそういえば、なんていうんだろう、ゴシックロリータとかいう服を昔着せられていたな」

　まだ僕ら家族が同じ家に住んでいた頃ころのことだ。姉さんは母さんのために服を買ってきた（母さん一人で服を買いにいくといらないお菓子を大量に買ってくるので、一人で誰だれも買い物に行かせないことにしていた）。で、服を着た母さんは家族から爆笑された。なんていうのかな、とにかく典型的なゴシックでロリータな格好で頭に花までついてたからね。涙珠るいしゆすら危うく笑いかけた。それに母さんは激怒して、「私は人を実験体にするのは好きだけど、自分がされるのは虫むし唾ずが走るほど嫌なの！　あと、甘いものが食べたい！」と叫んだわけだ。甘いものは勝手に買って食べろ。

　けど、あの時も姉さんは落ち着き顔で、

「子猫は残酷に蝶ちようをもてあそぶものだから」

　と一人で納得して、母さんの苦情にとりあわなかった。もちろん、甘いものも買わなかった。最後は母さんが半泣きになりながら、家中の物を投げまくったのだった。

　結局、五十鈴いすずさんが母さんを抱っこしてあやすまでに十七枚の皿がご臨終となり、五十鈴さんはいつもより二十分長く床の掃除をする破目になった。

　一文節縛りのある五十鈴いすずさんはそれでも「まったく……」と苦笑したものの、どこか満足げな顔で「いけない子」とつぶやきながらガラス片を集めた。問題なのはいけない子が四人の子持ちだということだ。いい加減、「いけない子」から「いけてる大人おとな」になってほしい。

　ある意味、あれは家族水入らずの貴重なシーンだった。

　もしかすると、あんな団だん欒らんの日々は二度と来ないかもしれない。

　そして、それを今回ぶち壊したのは間違いなく僕だ。

　でも後悔はしない。もし諦あきらめていたら、仮に永えい生せい権けんを手に入れたとして僕は何百年、何千年後悔することになった？

「あのさ、ミタマ君、ミタマくーん」

　その声にはっと我に返った。

「もう、勝手に自分の世界に行かないでよ。わたしもいるんだよ。もしかしてお姉さんのこと考えてた？」

　那智なちは少しだけほっぺたをふくらませた。

「ごめん。けど、どうして姉さんが出てくるの？」

「だって、お姉さんものすごく美人だから。うちにもお姉さんがモデルやってたころの『ｎｏｎｋｉ』があるよ」

「まさか。ありえないって。姉さんに浮気してどうするのさ」

　内心、嫉しつ妬とされてるようで少し嬉うれしかった。身勝手かもしれないけれど。

「でもさ、お姉さん、キレイだよね～。宝石みたいだよ。まるで堕天使！」

「どことなく言葉遣いに姉さんの影響の片へん鱗りんが見えて怖いな……」

　けど、堕天使って何の宗教の神格だろう。仏教でも神道でも道教でもなさそうだ。

　この世界では信仰の自由はあるが、神が一つしかない教義は許されてない。理由はよくわからないけど。

「ねえ、せっかくだし、ちょっと出てみない？」

　那智は久しぶりに小悪魔みたいな表情を浮かべた。

「新興宗教の本部を探索なんてなかなかできないよ。社会勉強は将来のミタマ君にも有意義だと思うんだ」

　そのオプティミストぶりに僕はあきれつつ感心した。これが追われている者の思考だろうか。けれど、それは那智がぐっすりと睡眠をとって回復した結果でもある。でもさ…………。

「あまり、うろつくなって姉さんに言われたんだけど」

「起きたから外に出るのは当たり前だよ。向こうの人が起こしに来てくれるまでずっと部屋に引きこもってちゃ、目の前に来てるチャンスを逃しちゃうかもしれないよ！　このドアは無限の未来につながってるんだよ！　踏み出した一歩が新たな一歩になるんだよ！」

　確かに一理ある。閉じこもっていても何の発展性もない。爆弾をしかけるわけじゃあるまいし、出歩くくらいの自由はあるだろう。

　建物の中はどこもかしこも床に赤い絨じゆう毯たんが敷き詰められ、壁にかかっている絵はすべてバラの花かバラを描いている静物画だった。これも姉さんの趣味に違いない。そういえば、姉さんの歌には「ＶＡＬＡ薔ば薇らＢＡＲＡ」とか「ローズ・オブ・ペイン」とかバラに関する曲名がたくさんあった。

　珠花しゆか姉さんのバラ愛はほとんど偏愛の域に達している。五十鈴いすずさんに無理矢理作らせたバラサラダはこっちの教団の料理当番にもやらせているのだろうか。五十鈴さんの手にかかっても、まずかったぞ。

　五階建ての建物を見てまわり、僕らは三階の休憩スペースのソファに座った。ソファの色もピンク。施設の中というより姉さんの心象風景につかっているようだ。

「♪～♪～」

　那智なちが口笛を吹く。最初に来た時は雰ふん囲い気きに呑のまれていたので気づかなかったけれど、部屋でも廊下でもその曲が流れている。あまりに聞きすぎてしまったので、いいのか悪いのかもう判断ができない。

　那智は足をぶらぶらさせながら、

「新興宗教というか秘密結社って感じだね」

「僕も同感」

　空気も何かのはずみで爆発しそうなほどぴりぴりしている。

　たまに廊下ですれ違う人の顔も真剣だ。癒いやされてるという感じじゃない。てっきり信者たちは姉さんに心酔してるのかと思ったのだけど。そういえば、赤は人を興奮させる効果があるらしいけど、それと関係あるんだろうか。

　あるいはここには幹部クラスの人もたくさんいるだろうから、純粋な信仰だけで姉さんとつながってるわけではないのかもしれない。どんな組織も肥大化すると権力闘争が起こるものだ。

「きっと自分なりの救いを求めることに貪どん欲よくなんだよ」

　あいかわらず那智の発想はポジティブだなあと僕は思う。ただ、宗教というとてっきり幸せだと錯覚させて人を騙だますためのものという認識があったので、こんな怒ったような顔の人が集まっているというのは意外だった。

「おや、お二人さん」

　そこに姉さんが黄色の高そうなドレスでやってきた。トルコの王朝のような黄色のドレスのせいで、本当の貴人のように見える。もっとも神倉かみくら家は貴族の家柄なのだが。

「こんなところで出会うなんて。夕焼けの音色に焦がされ、廻かい廊ろうを歩いていただけなのに。偶然はすべて必然を背せ負おっているのね。妖よう精せいたち、気分はどう？」

「おかげさまで、すごく元気になりました！　ええと……神倉かみくら……」

「お姉様でいいわよ、【ナチス】」

　よくないよ。

「はい、お姉様。お姉様がいなかったら、私は今いま頃ごろ外で殺されていたかも……」

「やっぱり、あなたも死が怖い？　無邪気で残酷な第三帝てい國こくのはずなのに」

　姉さんは婉えん然ぜんと笑った。僕はその意味を考える。姉さんの標準の表情は微笑で、喜怒哀楽もすべて微妙な笑顔の違いで対応するからだ。モデル経験も長いから、そういう顔がある種、張り付いているともいえる。

「え、あ、はい。ちょっと怖いです。この体が自分のものじゃなくなってしまうと考えると……」

　あれ。

　ポジティブ思考の那智なちとは思えない。

　普通に「死」を恐れている。少しずつ死に実感が湧わいてきたのだろうか。

「死」に無む頓とん着ちやくすぎると自衛のしようもないし、怖がってくれるならそれでいいか。人間、その時々で感想が変わることもあるし、時間が経たてば価値観も変わる。

「ふふふ、怖がりね。でも大丈夫、私たちの行き着く先はラストエデンだから。淡い万華鏡の過去がヌケガラに変わり果てても、新しい虹にじの橋を渡ればいいわ」

　どの時代に持っていっても突き返される修辞表現だった。昔から変わってない。たとえば、姉さんの小学校時代の運動会について書いた作文はこんな感じだった。



　奴隷たちは打ちひしがれても明日にあるはずの星を見上げる

神倉珠花しゆか

　風がゆっくりと雲を追い払って私たちは蒼あおの時間に連れてこられた。演説台にのぼった独裁者は高らかに宣言する。「さあ、宴うたげの始まりだ」

　単調な音と共に奴隷たちは仕方なく踊りだす。決められた掟おきてのとおりに。太陽に監視されて、場を乱す者はいない。

　最高潮で眩暈めまいがしそうになるのは寄せ集められた彼らが疾は走しり出す時。頼れるのは自分の足と頼りない棒だけ。彼らは加速する、加速し続ける。数字だけで示される賞賛を求めて。血を流せば流すほど、死神たちは笑う。戦争の結果、紅き天使たちが微笑ほほえむ、白すぎる悪魔たちが涙を落とす。終幕の鐘が鳴り響く。



　何が行われているのかよくわからないと思うので、現代語訳する。

【現代語訳】

　運動会の日は雲ひとつないいい天気でした。まず、朝礼台にのぼった校長先生が開会宣言をします。「さあ、運動会の始まりです」

　そのままラジオ体操が始まりました。明るい太陽の下、みんな音楽にあわせて、ぴったりと揃そろっていました。

　運動会の中でも盛り上がったのはリレーです。自分の足とバトンだけに意識を集中して走者は走ります、いい得点を求めて。選手が汗を垂らせば垂らすほど、声援はもりあがります。結果、赤組が優勝しました。白組の人たちの中には泣いた人もいました。そして、運動会は終わりました。



　別に訳が下へ手たなんじゃない。本当にこんな無味乾燥なことしか姉さんは書いてないのだ。最近世間では「子供たちの文章力とか論理的に考える能力が低下している」と論理的に考える能力とか培つちかっててその程度なのかっていう大人おとなたちが教育批判をしているけど、姉さんの場合もっと手前で止まっている気がする。ラジオ体操の後にいきなりリレー書いて終わるとか、おかしいだろ。

　で、今も基本的に変わってない。こんなふうに。

「あのね、季節はめぐるから美しいの。ずっと冬や夏を強しいられたら、それは本当にＭＩＳＥＲＡＢＬＥひげきだわ。自然もそう。子を残し、そして消えていく。その繰り返しで裸のままのキレイを見せてくれるのに、この青い空の下、人間だけがＧ．かみに逆らい、千ノナイフガ胸ヲ刺スのね、そして無限のデジャヴに導かれながら聖者の行進が始まるの」

「姉さん、それは那智なちに死ねと仰おつしやってるんですか？」

　姉さんの発言はやたらとむかむかした。その二割くらいは姉さんのボキャブラリーに理由があるけど。

「そんなわけないわ。私が恐れるのはいつまでも無限に続こうとする今の人々の意思。自然から反そり返ったモンスターはもう誰だれにも止められない。ねえ、【煩ぼん悩のうの華】、【ナチス】をお借りしていいかしら？　好みの服を着てもらいたいの」

　僕は脊せき髄ずい反射で嫌な顔をしたが、

「はい！　いろんな服を着ることで将来、異文化交流に役立つかもしれませんし！　服装はコミュニケーションの大切な道具ですからね！」

　チャレンジャーな那智は二つ返事で承諾した。変な趣味に目覚められないことを祈る。

「あの、姉さん」

　去っていこうとするところに大事な質問をぶつける。

「僕らはいつまでここにいていいんですか？」

　姉さんはなぜか左手を口元にあてて微笑ほほえんだ。何かのポーズらしい。

「ここから出て、行くあてはあるの？　旅に出るのはＱＵＥＥＮを見つけたり、白い闇やみに気づいたりしてからでも遅くはないわ。大丈夫よ、しばらくはここにいて。その間に、ケミカル・ネイチャーの元をこちらは捜しておくわ。彼はきっと透き通る身体からだに光を流して、森の中で風たちと戯たわむれていることでしょう。アクロの丘かメギドの丘か聖蹟せいせき桜さくらヶが丘おかのどこかにたたずんでいるんじゃないかしら」

○翻訳　ケミカル・ネイチャーというのは玉風たまかぜ兄さんのことだ。文脈上そうなる。丘の場所はよくわからないが多分神話にでも出てくるんだろう。聖蹟桜ヶ丘は関東の駅名だ。そんなところに、いるわけないだろ。

　珍しく姉さんはため息混じりに苦笑した。

「私も追われているようなもの。神倉かみくらの人間は皆そう。例外なくソドムとゴモラの獣に」



　部屋に戻ると、カバンから小さなノートパソコンを取りだす。小さいといっても、これがメインパソコンでサブはもっと小さいんだけどね。

　連絡先は一つしかない――涙珠るいしゆのところだ。

　すぐに「白の世界へようこそ」という声と共に涙珠の顔が映った。

「どうやら、珠花しゆか姉さんのところには入りこめたようですね」

「ああ、おかげさまで。あの変なポーズも役に立ったよ。けど、保護権は使ってもらえない。玉風たまかぜ兄さんを捜してもらって、目星がつけば直接そちらに向かうよ」

「そうですね。あまり兄さんが教団内部をうろつくのはよろしくないでしょうし」

「それとさ、このＴシャツ、そろそろ臭においそうで怖いから、洗濯していい？」

「兄さんは私が餞せん別べつに贈ったプレゼントを着れないと言うのですか？」

　ダメか。僕は旅立つ時に涙珠からシャツを一枚もらっている。涙珠からのプレゼントだから当然白い。

「ところで、涙珠、僕らのことは、そっちではどうなってる？」

　不安なことを話す時はどうして声が少し下がってしまうのだろう。

「そっちといいますと、我が家ですか、それとも社会的にですか？」

「できればどっちも知りたいな」

　この施設にはテレビとかラジオとか外界からの情報を得るものが一切ないので、状況把握ができないのだ。

　姉さんに言えば取り計らってくれるかもしれないけど、できれば自分で確認したほうが確実だ。それに本当に知りたいピンポイントな情報は報道では手に入らない。

　人を信じるな――涙珠から教わったことだ。肉親を疑うのは悲しいことだけど、それくらい僕らは追い詰められている。

「まず、うちでは母さんが大噴火しています。半分は出し抜かれたという事実に対する怒りでしょうけど」

　僕は母さんの睨にらみを利かせた顔を思いだした。今回の逃亡劇の最初の肝は、いかに母さんに見つからないかということだった。母さんは周囲に片っ端から盗聴器をしかけて、情報を集めている。どこで筒抜けになるか知れたものじゃない。

　だから、僕らは逃走の際、山の中にすぐに入り込む手をとった。母さんの盗聴設備がどの程度かは知らないが、涙珠るいしゆいわくあくまで学校の内情を仕入れるためのもので、家から半径約二キロが有効範囲らしく、地下や山中など電波の届きにくいところに行けば簡単にさえぎれるらしい。

「家族のほうはそんな感じです。次に社会的にですが、今のところ、警察の動きなどはありません。母さんは通報していませんし、贄川にえかわ家でも同様のようです」

　僕は耳を疑った。そんなバカな！

　その日処理されるはずの少女とクラスメイトが同時に行方不明になっているんだ。誰だれだってどう考えても僕が犯人だと思う。

　それなのに、警察が動かないってどういうことだ？

「驚かれているようですが、ありえない話でもないですよ。神倉かみくらの家の者が直接の首謀者ならば、関かかわりたくないでしょう。もし、父さんに恨みでもかったら、次に思想犯扱いを受けて殺されるのは自分ですからね。将軍の家の問題は、お前らで勝手に処理してくれと言いたくなるでしょう。

　いいですか、権力者というのは権力を濫用できる者のことを言うのです。自分もルールに縛られるようなら、何も怖くありません。そして、今、父さんが恐れられているのは法の上に超然と立っているように見えるからなのですよ」

　涙珠はただただこちらの目を見ながら、黙々と話した。

　事実が事実ならばそれを受け入れるよりほかない。それに、僕が外を出歩けないのは一緒だ。逃亡者の片割れがいれば、那智なちのほうが標的になる。

「けど、そういえばまだ授業時間のはずだけど、涙珠は？」

「学校はさぼりました。友達は一人もいませんし、会話する人も一人もいませんし、好きな人もあそこにはいませんし、給食は白いものが牛乳しかありませんし、トイレはくさいですし、池ではボウフラが大量発生してますし、運動場は水はけが悪いですし、行く必要はありません」

　途中から涙珠の私し怨えんが交じってる気もするけど、別にいい。公立の中学校なんてどこもそんなものだ。

「兄さんが帰ってくるまで、登校しませんからね」

「どうしてお前が不登校になるんだよ」

　もっとも、涙珠なら学校行かなくても永えい生せい権けんくらい取れるだろうが。

「そちらはどうです？　姉さんの施設は快適でしょうか？」

　珍しく、涙珠るいしゆのほうがこちらに興味を示してきた。

「親切にしてもらってるよ。あのエキセントリックな言語領域には慣れないけど。正直、神倉かみくらの家から勘当されるくらいだから、もっととんでもない感じになってたと思ってたけど、これなら兄さんのほうがよほど反社会的だ」

　勘当という処分は本当に重い。

　つまり、それは永久に神倉家を継げないということだ。

　だって、書き置き一つで出しゆつ奔ぽんして山やま篭ごもりしている玉風たまかぜ兄さんでさえ、勘当という形にはなっていない。兄さんが戻ってくれば、いつでも長男として父さんの跡を継げる。

　本人にそんな気持ちがあるとは思えないけど、人間の考えることなんて日々変化するから数年後にひょっこり戻ってくることはありうる。母さんもそれを期待してずっとずっと待っている。

　けど、姉さんは神倉家に戻ることもできない。

「兄さんはうちが何の家かわかってらっしゃらないんですか？　腐っても神倉は神社の神主の家です。その家からわけのわからない教義をこしらえた人間が出てきたら、問題視されるのは当たり前です。逆に言えば、玉風兄さんの場合は山林に分け入っただけ。私たち神倉の家は山岳信仰と深いかかわりがあります。むしろ、玉風兄さんの生き方のほうがよほど本来の神倉家らしいかもしれません」

　涙珠は僕の子供っぽい意見にむっとしたのか、かなり声を強めて定説を述べた。

　僕は「うん」と言った。涙珠の言ってることは正しい。

　正しいことを納得できるかは別だけど。

　そうでなければ、僕は那智なちを助けようなんて思わなかった。

「では頑張って下さいね。あと、最後に」

　思い出したように涙珠はトゲのある声で付け加えた。

「あまり姉さんにうつつを抜かさないで下さいね。姉さんは美しいです。見事なくらい美しいです。けれど、最大の要因は時間なんです。私だってあと五年もすればあんなふうに……」

「え？　どうして姉さんと涙珠を比べないといけないんだ」

「余計なことを言いすぎました。他人と比べるのは堕落の始まりですね。それでは頑張って恋人をお守り下さい」

　逃げるように涙珠は通話を切った。なんなんだ、いったい。

　さて、ネットでニュースでも確認するか。有象無象の記事の中で一つだけアクセスランキングの数字がぶっちぎっているのがあった。



帝都で大暴動　収拾つかず



今日未明、帝都第十五区で、兇きよう徒とたちによる暴動が発生した。軍が出動して鎮圧に乗り出したものの、暴動は隣接する十四区と二十区にも広がり、いまだ解決の行方を見せていない。



　暴動なんて日常茶飯事――というのもどうかと思うけど、本当にそうなのだ。国家に反抗する人間はいくらでもいる。それが死に直結するとわかっていても。

　でも、なんでこんなことがニュースになるんだ？　小さな乱闘騒ぎなんて帝都では毎日起こっている。そして毎日鎮圧されている。ありふれすぎたことで、ニュースにもならないはずなのに。そんなに規模が大きいんだろうか？

　今の僕にはどうでもいいことだけどね。

　暇つぶしに音楽でも聞くか。部屋にはオーディオプレイヤーとＣＤが置いてある。

　至いたれりつくせりだなとＣＤを見てみたが、全部姉さんのＣＤだった。



　それから三日が経たった。

　僕らはずっと施設の中にいる。外部の情報は涙珠るいしゆとネットから仕入れているが、どうやら本当に僕らは手配も何もされていないらしかった。

　その一方で、社会情勢は雲行きが怪しくなるばかりだ。



暴動いまだおさまらず



暴動、帝都特別区から他県にも飛び火。犯人不明。



　そんな暴動の記事ばかりが連日確認できた。こんなに長く反乱が終わらないのは生まれて初めてかもしれない。

　目的は皇帝の退位らしい。

　皇帝がいなくなればこの世界が変わる――と暴動を起こしてる連中は考えている。

　六十歳定てい年ねん退たい拭しよくは憲法で定められている。その憲法を制定する権限は皇帝にあることになっているから、皇帝を辞めさせろというルールはわかる。

　でも、存在自体が謎なぞに包まれている人間をクビにすることなんてできるんだろうか？

　今までなら父さんが特別警察を派遣して、すぐに終わらせていたのに。そんな組織的なグループによる犯行なのだろうか？　でも、この国でそんな巨大なネットワークを秘密裏に構築できるような連中がいるとは思えない。この超監視国家で。

　この国では確かな根拠のある密告は、非常に高い価値を持つ。場合によっては永えい生せい権けんが恩典としてもらえることもある。だから、大規模な反乱が成功したケースはない。

　二、三人なら統制がとれても、二百人や三百人で裏切り者がいないなんてことはありえないからだ。

　まあ、今の僕らには何も関係ないことだ。突然国が滅ぶわけないし、兄さんの居場所が確定するのを待とう。

「そうはいっても暇だよな」

　僕は隣の那智なちに声をかける。談話室のソファーでごろごろしてるダメ人間な僕ら。だからって、こんな時に勉強する気にもならないし、じっとしているしかない。

「うん、暇だね。でも、暇と無駄は違うんだよ。せわしない日常生活から離れて自分と見つめ合うことも立派な勉強であり成長だと思うな～」

　言う人間によってはただのダメ人間の言い訳みたいだけど、那智の立場で言われると重みがある。

「あら、二人は仲がいいわね。まるで月と太陽みたい」

　そこに姉さんが入ってきた。偉すぎる立場になるとかえって時間をもてあますのか、姉さんはよく本部を巡回している。

「今日は信徒の前で天の祝福について語り明かす日なんだけど、お二人ともどう？」

○翻訳　今日、ライブがあるので、見に来ないか？　姉さんは立派な歌手でもあるからな。

　確かに時間を持て余していたので、暇つぶしにはいいな。けど、いつもは快活な那智は姉さんの顔を見ると、どこかうつろな顔で「う、うん」とうなずいただけ。少しだけ気がかりだ。体調でも崩したんだろうか。それとも姉さんに苦手意識を覚えたのか。

　いいことだ。



　ライブは四階と五階をくりぬいた大ホールで行われた。

　四階の前のほうの席をもらった僕は、後ろも五階席も空席がほとんどないことに素直に驚いた。この数はどう見積もっても、施設のキャパをはるかに超えている。遠方からも相当な数が集つどっているのだろう、姉さんのエッセンスに触れるために。

　そう思うと、新しい教科書をひらいた時のように知的好奇心が刺激されるのを感じた。僕はとにかく知識を吸収するのが好きなのだ。

　開演を示すブザーが鳴る。舞台に出てきたのは黒のドレスを着た姉さんだ。

　歓声はあがらない。むしろみんな神こう々ごうしいものを見る目で、視線を姉さんに集中させている。中にはそれだけでもう涙を流している人までいる。

「ミサを始めます。『天てん啓けい』」

　ライブはまず、信徒たちとの合唱でスタートした。それは、この施設の中をずっと流れていた曲だった。ピアノ伴奏も何もない。単旋律の荘厳なメロディが会場を赤子をかき抱く母親のようにくるんでいく。

『天てん啓けい』という歌が終わると、姉さんがマイクに向かって語りだした。

「時間の流れは神の与えたもうたもの。逆らうことは生物の枠から外れること。どうしようもなく、壊れている、壊れている、このＥＤＥＮはまるで貴方あなたのよう」

　妙な節がついてるなと感じたが、「貴方のよう」というフレーズが終わった途端に、会場に激しいギターが鳴り響いた。しかし、信徒は突然の変化にあわてることもなく、むしろ一斉にオレンジや赤のタオルやらうちわやらをかかげ、激しく左右に振り出した。

　各所から「教祖様～！」「珠花しゆか様～！」という黄色い声援が飛んでくる。

「神を忘れた私、この世で一人きり　寒い街の下で君の体温を待つ　眠気に襲われて　君のことを忘れそうになる　揺らぐ視界の先、僕に似た君が笑っている～♪」

　姉さんも何も頓とん着ちやくせずにハスキーヴォイスでノリノリで歌っている。

　なるほど、それなりにうまいと思うけど……。

　熱狂するほどのものか？

　僕は音の洪水の中、神を語るところが危険思想に該当しないかと危き惧ぐしていた。皇帝を侮ぶ辱じよくしたり、否定したりすることは僕らの国では許されていない。

　だからといって、超高額納税者の姉さんに国が難なん癖くせつけるとも思えないが。ぶっちゃけ、姉さんが永えい生せい権けんをとったのも超高額の国への寄付金のおかげだ。バカな愛国者を一万人集めたところで、国にとっては姉さんのほうが価値がある。

　よくわからない間に一曲目が終わると、姉さんは吐き捨てるように、

「『胎たい動どう』」

　と、次の曲名をコール。今度は観客は両手を前後に振り出す。まるで花を開いて、姉さんに見せるみたいに。

「冷たい街角、君の涙をそっとぬぐって、明るい未来を見せてあげたい　耳を澄まして　聞こえるだろう？　そう、世界の鼓動が　心を預けて　怖くないよ　そう、その身を任せて♪」

　誰だれかの腕が頭に当たったなと思い、そっちを見ると、やはり苦しいのか那智なちがうつむいている。体調はなおっていないらしい。

「しんどいなら帰るけど。無理しないでいいよ」

「し……」

「し？」

「し……しゅか……ＳＨＵＫＡ！　ＳＨＵＫＡ！　愛してる！　わたしの嫁！」

　突然吹っ切れたように那智が爆発した！　タオルをぶんぶん振り回す。

　おいおい、いくらなんでもノリがよすぎるだろ？　と思ったが、むしろ周囲で異質なのは冷静な自分のほうだった。

「道化の僕にやさしさを投げないで　もっとムシケラのように～♪」

「「「ムシケラのように！」」」

「くだらない僕をとり殺してよ、そう、シニガミのように～♪」

「「「シニガミのように！」」」

　姉さんの歌に合わせて、ファンが合いの手のように歌詞を叫ぶ。那智なちも喜色満面で姉さんの歌を歌っている。いったい、どこでそんな歌詞覚えてきたんだ？

「駆け抜けてよ　君のリアルがニセモノになるよりも速く

　逃げ出すのさ　天使の感情を投げ捨てて

　加速したまま燃え尽きて悪魔になるのさ　二人でっ！♪」

　会場が異様な一体感に包まれる。まるでホール自体が巨大な生き物で、姉さんさえも器官の一つにすぎないかのようだ。那智も例外じゃなく、「ア～ア～ア～ア～！」と会場とシンクロしていた。後ろのほうでは興奮して倒れている人まで出る始末。もちろんながら、着席して聴いている人間なんてどこにもいない。

　どうなってるんだ、もう！

「まだまだなってねえな！　この会場ぶっ壊すぞ！　キャパなんて関係ねえ！　お前らがいれば全部同じ箱だ！」



    

  
    
      



    

  
    
      

　なぜか姉さんは荒っぽい男口調になる。すると、さらに熱狂が加速。もう前も後ろも悲鳴だ！　文字通りの前後不覚に陥っている人も珍しくない。

「自由に憧あこがれた少年は剣を振り回した　けれどそこには何もなかった」

「天使の羽をはりつけたのに堕おちていく」

「君を繭まゆのように温める」

　…………そんな歌詞のオンパレードだ。正直言って怖い。

「次は『再生の君』。……いつまでも」

　姉さんの声の後に、会場が続く。

「い・つ・ま・で・も！」「……いつまでも」「い・つ・ま・で・も！」



「いつまでもいつまでも毒を飲まされ続けても

　いつまでもいつまでも痕あとをえぐられ続けても

　どんなに首を絞められても君のキオクが消せない



　つまらないシステムに踊らされ　疲れ果てた僕らは

　たわむれに弱者を見つけては　自分の傷を忘れる

　そんなナイフを胸に刺してた日々で　気づいたことがあるよ

　愛も枯れ果てた砂の街で　消え入りそうな『君』を見つけた



　どれだけ血を流しても透明な指導者は　嘆くことも笑ウコトモナイカラ



　いつまでもいつまでも声を嗄からし続けても

　いつまでもいつまでも牢ろうに隠され続けても

　どんなに黒く染められても君のキオクが消せない」



　以下略。

　それはまったく荒こう唐とう無む稽けいで詩とも詞とも呼べないものだった。

　こんな言葉に意味などないことを姉さんもよくわかっているだろう。ただ、退廃的で反社会的な語ご彙いを勝手に並べて、勝手に吐き出しているだけだ。

　だが、僕は恐ろしい。

　信者を熱狂させているのは、言葉の深さでもなく、音色の素晴らしさでもなく、単なる空気だ。だからこそそれはあっという間に伝染し、沸騰する。

　もし、矛ほこ先さきを少しずらせば、信者たちはすぐに暴徒と化すだろう。

　さすがに熱くなったのか、姉さんはマイクのそばに用意していたペットボトルの水をごくごくと飲んだ。そして、その残りを客席に撒まく。若い女性信者は怒るどころか、キャーキャーと歓喜の声をあげている。これは彼女たちにとって「聖水」なのだ。

　結局、姉さんは十七曲を歌い終えて会場の奥へと去っていったが、それでも帰る人は一人もいなかった。

　どうして？　と問う暇もなくアンコールの大合唱。姉さんは返り血を浴びたような真っ赤な衣装で登場し、四つの曲をやった。

　タイトルは『心臓の味』『羊』『黒イ唄うた』『カタコンベ』。

「どうもありがとおぉぉぉぉぉ！！！！！」

　大声で信者にお礼を言って、姉さんは〈預言者の間〉という楽屋に去った。

「最高！　最高！　やっぱりＳＨＵＫＡのミサは最高だよ！」

　那智なちは何かに憑つかれたみたいなうつろな目で姉さんのことを絶賛していた。親族を誉ほめてくれているのだから喜ぶべきなのかもしれないけど、素直にそう思えない。

「ねえ、楽屋行こう、楽屋行こう！　出待ちとか待ってられない！」

　やたらと元気な那智が腕をとってくるので、僕はそのまま楽屋に向かった。

　ここまで那智が自分の欲望に積極的なのは初めてかもしれない。なんか悔しい。

　楽屋では姉さんがペットボトルのジュースをぐいぐい飲んでいた。

「あ、【煩ぼん悩のうの華】と【ナチス】、ようこそ」

「毎週、あんなことをやってるの？」

「かわいい子羊のためにね。本当は武道館で行いたいんだけど今の帝都に出向くのは危険だから。赤坂あかさかブリッツと大阪おおさかビッグキャットでミサを同時上映するので我慢してる」

　帝都のテロのことか。ファンタジーな言葉遣いが多いので、現実的な言及が出ると違和感がある。

　ちなみにブリッツとかビッグキャットとかいうのはライブハウスの名前だ。もっとも、話の本筋でもなんでもないけど。

「この教団には信者だけでなく、私の歌に元気づけられたっていうたくさんのリスナーの手紙が届くわ。死のうと思ってたけど、私の次のシングルが出るまで生きてみようと思って自殺をやめた人もいる。そんな人が一人でもいる限り、私はミサを開き続けるわ」

　これは素晴らしい決意にも見えたけど、今も姉さんの歌が脳内再生されていることに気づくと、素直に喜べなかった。

　とくに『再生の君』って曲が頭を駆け巡る……どんなに首を絞められても君のキオクが消せない～♪

　ああ、どんなに曲を消そうとしてもサビの部分が消せない～♪　うわ……消そうとする行為まで歌詞っぽくなってしまう。

「なんだか、不服なようね。もしかして【煩悩の華】は私のことが怖い？」

　何かを察したように姉さんは笑う。まだ、うっすらと上気している顔には満足感がにじみ出ている。

「たくさんの仲間がいる私のことが怖いんじゃないかしら。【煩ぼん悩のうの華】の仲間は【ナチス】だけだから」

　それは鈍にぶいながらも心に深く突き刺さった。否定したい欲望に駆られるが言葉がすぐに出てこない。僕は無意識に言葉を搾り出した。

「そんなことはないさ。涙珠るいしゆだって、五十鈴いすずさんだって、母さんだって……」

　二人はともかく、母さんを僕は捨ててきた。母さんの目を逃れて僕はここに来た。

　なのにそんな言葉が出るなんて、どれだけ甘いのだろう。

　やっぱり、僕は心の底で後悔しているのか？　いいや、そんなことはない。那智なちの存在が認められるまで僕は戦い続ける！

　姉さんはわずかに何かを含んだような顔になったが、すぐに笑顔を元に戻し、

「【煩悩の華】の仲間は女の子ばかりね」

　嫌なことを言うな、姉さん。けれど、そのとおりかもしれない。

　僕には同性の友達といえるような人はいない。まあ、弱者と付き合う必要はないんだけど。

「あんな学校のバカたちと仲良くなっても仕方ないからね」

　とりあえず、こう答えておく。

「ふうん、つまり強者しか【煩悩の華】は興味がないってことかな？」

「そうだと思います」

　誘導尋問のような気がしたけど、先が読めずに承諾した。

「じゃあ、【ナチス】も強い人なのかな？　私には足が折れて処理されそうなところを命からがら逃げてきたようにしか見えないんだけどね」

　僕は姉さんの言葉に今さら気づいたように、まずそうな顔になった。

「どうも【煩悩の華】は矛盾してないかな？　パラノイアでアムネシアでバッドトリップな感じだよ」

　僕は正当化の論理を探す。いや、僕はあくまで那智を強いと思っていた。一人で率先して何かをすることを強いことだと感じていたはずだ。だから、おかしくはない。

　でも、それは順序が逆だ。

　僕はけなげで弱い那智を見た時、護まもりたいと思ったから、動いたんじゃないのか？

　どうも、この話題はよくない。話を変えよう。

「あの、姉さん、兄さんの消息は？」

「まだわからないわ。でも、和歌山わかやま県の山奥なのは間違いと思うんだけどね」

　おそらく山中に隠れているだろうからすぐにはわからないか。

「私も全力をあげて捜してあげるわ。だから一つだけ守ってほしいことがあるの。ちょっと最近教団の中を歩き回ってるみたいだけど」

　あ、やっぱり怒られちゃったか。そりゃ、保護されてる身分で何様だってことになるよね。

「教団にはメシアを信じる多数の人が入ってくるわ。なかには帝てい國こくとつながってる人もいるかもしれない。何かあった時に責任が持てないからね」

　それもそうか。ただでさえピリピリしたムードだったし。

「ところで、メシアって何？」

　翻訳できない耽たん美び用語が出てきたので聞いてみる。

「ああ、救世主メシアは神の別名よ。この世でたった一つ、終末に現れ、世界を救える神。できれば、そろそろ出てきてほしいものね」

「救う？　別に世界には戦争は起こっていないけど。この国も皇帝が統治してるし」

「『救う』ことと『護まもる』ことは違うものよ、【煩ぼん悩のうの華】」

　姉さんは伸びすぎた爪つめをかざしながら思わせぶりに、

「――メシアは間違ったものすべてをナイフで十字に切り裂くの」

　最後はやっぱり謎なぞの単語で締めくくられるのか。

「それじゃあ、僕らはこれで」

　ずっとお邪魔しても悪いので、僕と那智なちは楽屋を出た。

「ねえねえ、このまま探検しようよ」

　さっき姉さんがダメだって言ったばかりなのに、那智は探検という言葉まで使い出した。

「お願い、どうしても確認したいものがあるんだよ！」

　那智に手を引かれたまま連れてこられたのは、ライブ会場の区画の一番隅にある大きな部屋だった。部屋というか倉庫か。扉は巨大な金属製だし。

　そのドアの前にはこう書いてあった。



帝國侵出用倉庫　関係者以外立入厳禁



　もろに立入厳禁って書いてあるが。那智もルールとかに縛られずに生きていたいと思う年とし頃ごろなんだろうか。すでに国のルールを破って逃げてるけど。

「きっと、ここにはＳＨＵＫＡ様の歌を本格的に帝國展開する用意があるんだよ。わたしはどうしてもこれが見たい！」

　加熱しすぎた典型的なファンの問題行動だな。でも、これだけ那智が何か自分のことに真剣になってくれるというのは、なんていうか人間に近づいているような気がするんだ。もちろん、那智は人間なんだけど。

　人の嫌なことを進んでやるような性格のくせに那智なちは自己主張というものがとにかく薄かった。むしろ、今だって好きな食べ物すら僕は知らない。那智はどんなものだっておいしいと言って食べてしまう。

　那智はすべてを受け入れる。那智はすべてを肯定する。でも、受け入れるだけの人間なんてダメだ。でも、肯定するだけの人生なんてダメだ。僕らは欲望がなければ、成長することもできない。そのためには今の自分を否定しないといけない。

「よし、姉さんにはナイショだからね」

　そもそも開いてないかもしれないけどと思ったけれど、扉は運良く開いていた。多分あれだな、ライブの機材搬入で開きっぱなしにしてたんだな。本当に武道館でやるとか言いだせば、もっといろいろな機材がいるだろうし。

　僕はゆっくりと重い扉を押した。



　そこには銃器が大量に並んでいた。



　あれってカラシニコフなんたらとかいう銃だっけ？　いや、それだけじゃなくて奥には戦車らしきものや戦闘機の類たぐいまで……。ロケットランチャーなんて物騒なものまである。

　とにかく、武器・武器・武器・武器。

　人殺しに使えそうなものはたいてい揃そろっている。

「な、なんでこんなものが……」

　武器の一般人の所持は法律で禁止されている。刀剣とか古代の鎧よろいとか芸術的価値のあるものは美術品として許可されることもあるが、この手のものが所有の権利を得るなんてことはとても考えられない。

　それに分量がおかしい。

　――これじゃあ、まるで戦争をするためみたいだ。

　と、背後に人の気配を感じた。

「見たわね、スパイさん。迷える羊の中に隠れたつもりの狼おおかみさん」

　その声が姉さんだとわかった時には、何か硬いものが頭に振り下ろされて■■■■■■■■■■僕は■■意識を失っ■■■■■■



    

  
    
      


４　僕の彼女は残念な人です



　その日、僕はいつものように目を覚ました――立ったままの状態で。

　頭は殴られたせいか、かなり痛い。両腕が体と直角になるように壁に押さえつけられている。足も直立の姿勢で固定されていて、少しも自由が利かない。いや、そもそも地面が足から二メートルは下にあるじゃないか！

　目の前に姉さんの顔があるのに気づいたのは、これが夢ではないと自覚してからだった。

「あら、おはよう、【煩ぼん悩のうの華】。磔はりつけにされた気分はどう？　メシアの痛みがわかるかしら？」

「姉さん、これはいったい……」

　姉さんは左人差し指をくちびるにぴたりとあてた。

「虚偽の罪を犯したわね。罪には罰と血と薔ば薇らを」

「そんなバカな！　母さんは出し抜いても姉さんにウソをついたことはないはずだ」

「では、これは何かしら。甘い嘘うそには蟻ありがたかるからよくわかるの」

　姉さんはぱちんと指を鳴らした。巨大なスクリーンが下りてくる。

　その上にパソコンの画面が表示される。

　スクリーンが降りきると、姉さんはカチャカチャとブラインドタッチ――はできないらしく人差し指で一つ一つキーを叩たたいていく。おばちゃんかよ。確かに、ドレスで宝石や真珠満載の装飾品を首やら手首やらに巻きつけている人間が颯さつ爽そうとパソコンを使いこなす様はイメージに合わない。

「【煩悩の華】の話を聞いて、私は真しん摯しにその助けになれるよう、にいさんの情報と共に二人の情報も集めたの。けれど、不思議なことに警察が捜してる情報はないの。まるで、霞かすみのよう。それで、昨日更新された情報が、これ」

　姉さんが慣れない手つきで開いたページは『国民情報データベース』だ。

　ここにアクセスすれば、法的に国民と認められている世界中のすべての人間の個人情報が閲えつ覧らん可能だ。もちろん、あまりにプライベートな情報は、本人が望まなければ非公開にできるが、出身や職歴は原則として全員公開だ。

　その人間が犯罪を犯していれば、名前が赤で表示され、罪状が欄に書きこまれる。マヒしていれば黄色、毒状態ならば緑色になるのでだいたいの体調もわかる。

　データベースが出てきて、ぞっと鳥肌が立った。

　涙珠るいしゆが捜査の手が伸びていないと言っていたのに安心して、データベースで自分の状態まで確かめていなかった。そして、その旨も姉さんにはっきりとは申告していなかった。

　姉さんが名前検索で「神倉かみくら」と入れる。

　出てきた神倉かみくら姓のうち、ミタマは黒字。ステータス異常はないという表示だ。

　次に「贄川にえかわ」と入れて別窓を開いた。結果は同じく黒字。

「そんな……ありえない……。僕が黒字なわけがない」

　犯行声明を出したわけじゃないけど、那智なちの逃亡と同日に行方不明になっていて容疑をかけられないわけがない。いや、そもそも三日間行方知れずの時点で、人間は捜索対象となって赤色になるはずなんだ。

　なのに黒だとしたら、それは――国家に何かが介入していることになる。

「【ナチス】は殺されるんじゃなかったのかな？　どうして黒字なの？」

　姉さんの声は笑っているが、顔は笑っていなかった。

「違うっ！　これは……ツッ！」

　弁明の言葉は激痛で中断した。

　足のくるぶしのあたりに姉さんがナイフを突き立てたからだ。

　激痛に跳び上がりそうになったが、足は固定されて動かない。

「ナイフを突き立てて遊んでも心は晴れないし、答えも見つからないわ。正直に答えれば神の慈悲は【煩ぼん悩のうの華】のものよ。さあ、吐いて。あまりあなたの顔を汚したくはないの。それとも涙を流して洗うっていうのかな？」

「違うんだ。僕はっ、うっ！！！！！」

　ナイフがさらに深く肉に刺さる。あまりの痛みに意識が飛びそうになるが、それをまた痛みがこちらに引き戻してくる。

「神倉の家の者を信じた私が愚かだったということかな。神倉家が私を赦ゆるすはずがないのだから。スパイが送りこまれて当然か」

　よくわからないが、僕は神倉家の回し者だと思われているらしい。誤解も誤解の大誤解だ。

　僕は苦痛に耐えながら、身の潔白を叫び続けた。「違う、違うんだ！」と。

「昨日、仲間がいるって言ったね。涙珠るいしゆ、五十鈴いすずさん、母さんだったっけ。神倉の家の者を【煩悩の華】ははっきりと仲間だと自覚している。これは奇妙なことだね？」

「そ、それは……」

　何気なく出た母さんの名前が僕を窮地に追いやっていた。

「それに二人は、このポーズを知っていたそうね」

　姉さんがやってみせたのは、僕が車を止めるのに使ったアレだった。人に見られると恥ずかしい独特のポーズ。それを使えば難なく入れると涙珠に教わったのだ。

「これは帝てい國こく侵出の【審判】に直接参加する人間だけが知っているはずの合言葉なのに。どこかから情報が漏れていたのかな。直接に踏みこんで、宗教法人に警察の調査を入れられるほどの確証を取る、そんなところね」

　審判？　何かはわからないが、とんでもなくきな臭いにおいがする。

　いや、ずっと前から兆候はあった。

・やけにギスギスした教団の雰ふん囲い気き。

・閉ざされたドアの山。

・昨日見つけてしまったたくさんの銃器。

　ここから導き出される結論は――――巨大な反乱のための用意？

　それに、僕の何気ない行為は姉さんから見れば怪しすぎるものばかりだった。

　ポーズは涙珠るいしゆから聞いたと答えたところで、それならなぜ妹がそんなソースを仕入れたのかは説明のしようがない。

　とにかく、ここから脱出しなくては。

「ごめんなさい。僕の仲間は、友達は那智なちだけです。昨日は仲間がいないって認めるのが恥ずかしくて家の人間の名前まで出してしまったんですっ！」

「ふうん。つまり、自分の友達は【ナチス】だけだって言うのね？」

「はいっ、そうです！　僕の友達は那智だけです！」

　すべてを肯定する那智なら僕のことも認めてくれるはずだ。

「そうらしいけど、【ナチス】はどう？」

　ナイフを抜いた姉さんは、妖よう艶えんな流し目をドアのほうに送った。

　そこから出てきたのは那智。

　生気の感じられないうつろな目をした那智。

「私は珠花しゆかお姉様だけに仕える者です。それが不浄の体を救済する唯一の方法です」

　え、那智、何言ってるんだ？

「いい子ね、【ナチス】。私は真の神の声を預かる者。皇帝なんかに騙だまされないで。私に従えば、どんな罪も赦ゆるされるのよ。【煩ぼん悩のうの華】と私と正しいのはどっち？」

　那智は困惑したような表情をつくり、黙りこんだ。

　無言のまま、数秒がすぎる。

　きっと葛かつ藤とうがあるんだ。那智、僕を選んでく――

「珠花しゆかお姉様です」

　即答。

　このまま死にたい。せめて悩んだふりくらいしてほしかった……。

「よくできたわね。これからは私のためだけに鳴いて。ロマンを叫び続けて」

「姉さんっ、那智に何をした！」

「ここ数日、いろんな衣装を着させてあげてたのは知ってるよね？」

　僕は、それですべてを悟った。

「その間、私の理想をたくさん語ったわ。時にはお香を焚たいたりしながらね。【ナチス】は真剣に聞いてくれたわよ」

「ま、まさか……そのお香ってドラッグなんじゃ……」

「大丈夫よ。法的にＯＫなものしか使ってないわ。ただし、教団独自でブレンドしてるけどね。私の歌とセットにすると強い効果があるように」

　僕は姉さんの暗黒面を目まの当たりにした気がした。

　姉さんにとって僕の友人なんて洗脳するカモの一人にすぎないんだ。

　だって、姉さんは神倉かみくら家の女だ。あの母さんの血を引いてるし、涙珠るいしゆの姉だ。

　人間を人間らしく扱わないことに関してはうちの家系の女性は慣れている。

「残念だったわね。独裁志向に縛られるほうが【ナチス】は好みみたい」

　僕は怒りで言葉がなかった。ただ、歯を食いしばってじくじくと痛む傷口の脈動を確かめていた。どうやって、この女を黙らせ、プライドの鼻をへし折ってやろうかという妄想に頭をゆだねた。手足の自由も利かない身だということも忘れて。

　唾つばをぺっと飛ばした。それは真実、弱者の無意味な抵抗でしかなかった。とにかくあらゆる手段でこの誤解を解かないと僕たちの運命は悲惨なものになる。でも、その時の僕は怒りで我を忘れていた。

　唾は姉さんの左ひだり頬ほおを直撃し、拡散した。

　ザマアミロ。姉さんの顔が青くなって我を失う姿を望んだ。

　しかし、姉さんは石像のように無表情。

「あらあら、顔が汚けがれてしまったわ」

　どこか笑みがさしたようにすら見える。

「【ナチス】、拭ふきとって」

　姉さんは慈いつくしむように那智なちの顔を見た。

　すると那智は静かにうなずいて、足を引きずりながら姉さんに近づいた。

「珠花しゆかお姉様のためなら、どんな汚物だって舐なめとります」

　そして、その唾をぺろぺろと舌で舐めた。

「やめろ！　やめてくれ！」

　そんな汚い醜いものを舐めないでくれ！　那智が汚けがれる！　汚されてしまう！

　僕は声にならない声で叫んだ。でも、そんなことはテレビの画面の遠い世界のことだとでもいうふうに、那智は関心を示さなかった。

　仕事をやり終えた那智は初恋のように顔を赤らめていた。それは蔑べつ視しに耐えようとするものとは質的に違っている。くちびるを噛かみすぎて鉄の味がした。

　ずっと僕と那智は二人ですごしてきたのに、それが数日の数時間の洗脳で何もかも奪われてしまうなんて。そんなに僕らの間の絆きずなって細くか弱いものなのか！

「ありがとう、【ナチス】。あなたの魂がＥＤＥＮで解放されますように」

「お姉様のためだったら、私は何だってします」

「【ナチス】、今の思いを正直に話してみて。うずくまる妖よう精せいに問いかけてみて」

「私は……私は今まで本当の自分が見つかりませんでした。ずっと運命に翻ほん弄ろうされて、鏡を見る余裕もなかったんです。それが人生なんだといつのまにか諦あきらめていたんです。けれど、違いました。私はそんなところにはなかったんです。私はもう自由です。ブリキの翼でだって大空には羽ばたけるんです！　イカロスのように太陽に飛び込んで焼け死ぬことだってできるんです！」

　耳をふさげないことが、これほどまでに苦痛だとは思いもしなかった。

「そうよ。【ナチス】は神倉かみくらの内輪もめなんかの犠牲になることはないの。あの家は自分たち以外の命をただの道具にしか見ない心臓まで黒いデヴィル。騙だまされてはダメよ」

　壁に貼はりついているせいか、皮膚が冷たい。体温がどんどん奪われていくようだ。

「そんな台詞せりふを姉さんが言うのか。人を洗脳しておいて騙されるなと言うなんて」

　僕は口をへの字に曲げながら笑顔を無理につくる。

「楽しいことじゃないけど、これくらいやるわ。だって――」

　姉さんは胸に手をあてて高らかに宣言した。



「私は世界を愛しているから」



    

  
    
      



    

  
    
      



　それは冗談でもなんでもなく、姉さんの本心なんだろう。

「私は個人のレベルで何も愛していない。ただ、この世界をありのままの姿に戻したいだけ。そのためには、少しくらいの犠牲は厭いとわないわ。邪魔な弟だって犠牲にしてみせる」

　くそっ、向こうはこちらをスパイだと信じきっている。それを違うと証明しないとオシマイだ。

　けれど、僕にはその手段が何もない。

　情けなくて情けなくて涙るい腺せんがゆるむ。

「姉さん、僕は無実です。僕は何かに陥おとしいれられているんです……。僕は母さんから逃げ出してきました。那智なちを守るために……。決して那智を騙だましたことなんてないし、姉さんを騙そうとも思っていません。本当です。どうか信じて下さい……」

　姉さんはわずかに、とんがった眉まゆの角度をゆるめてくれた。話し合いの余地が生まれてくれないと、僕の未来は黒一色だ。

「同じケモノの血を受け継いだ者のよしみで今日のところは赦ゆるしてあげる。【煩ぼん悩のうの華】を人質にして、ＩＳＥいせと交渉するわ。交渉に応じないなら華は散る。帝てい國こく侵出のためには仕方がないの。せいぜい、それまで楽しくアリアを歌ってなさい」

　僕は愕がく然ぜんとした。

　姉さんからすれば最大限の譲歩でも、僕にとっては二個目のバッドエンドの始まり。

　交渉が決裂すれば、ここで姉さんに殺される。

　母さんの元に戻れば、罪が公おおやけになっていなくても、母さんはきっと那智を殺す。

「ゆっくりと、【ナチス】に自分たちがしたことを反省してみることね。私の教えでは、罪人にも赦されるチャンスはあるから。できるだけ甘い終わりをプレゼントしてあげる。さて。今日はもうお休みなさい」

　姉さんは足の悪い那智の歩調にあわせてゆっくりと退出していった。

　入れ替わりに、信者らしい男が注射針を持って近づいてくる。

　やめろ、やめてくれぇ！　やめてく…………



　何かの注射をされて眠らされている間に、窓さえない真っ白な独房に移されていた。

　姉さんの用心深さには感心させられる。勘当されていても神倉かみくらの血だ。それくらい慎重でなければ巨大な宗教の教祖なんてできないのかもしれない。

　余計な感想を抱いても始まらない。

　那智と僕が助かるにはここから脱出するしかないんだ。

　荷物はない。没収されたのか。パソコンの通信履歴も当然調べられているはずだが、それに関しては大丈夫だ。涙珠るいしゆは非通知の特別回線を使っていた。いくら姉さんでも、おいそれと突きとめられはしまい。

　天井を見上げる。諦あきらめて天を仰あおいでいるわけじゃない。ほら、隅に監視カメラが一つ。靴を投げつけて壊す。うちの家系の女性、というか母さんの血統を引く女は基本的に全員Ｓだから、監視がないわけがない。

　これで安心するな。壁に慎重に目をやる。壁に埋めこまれたのが一基。おそらくこれが本命のはずだ。時間が無制限ならさらに念を入れてもいいけど、カメラを何十見つけてもここから逃げ出せるわけじゃない。

　次の手順に入る。何日も着ていたＴシャツを脱いで、糸を何本か抜いた。

　薄べったい板状のものが出てくる。布地の間に隠していた超薄型で小型のノートパソコン。隠していた二台目。涙珠るいしゆがくれたプレゼントだ。

『完全脱出マニュアル』にもこうある。



第23章　情報収集

現代において、情報のない状態とは貸しボートで太平洋を彷徨さまよっているようなものです。現代の戦争とはすべて情報の争いであると言ってもよいでしょう。ですから情報を得る手段だけは決して失わないように。といっても今から用意しても間に合わないでしょうから、こちらで準備をしておきました。タンスを開けて下さい。小型パソコンを内側に隠せるＴシャツを入れておきます。



　服をはがれていなかったのが幸いした。万全を期すなら体に埋めるべきなんだろうが、さすがに遠慮したい。

　それに母さんは僕らが自分の肉体を傷つけることを異常なほど嫌がる。八つ当たりでドアを蹴けるだけで大目玉を食らった。

「あのね、お前の体はね、私が大事に育てた宝物なの。傷をつけるような真ま似ねは金輪際やめてちょうだい！」と。

　いつもは、僕に折せつ檻かんを加えるくせに。そんな母さんだから、自傷行為なんて怖くてできない。やれと言われてもやりたくないけど。

　パソコンの時刻は相当進んでいた。一日以上意識を失っていたのか。

　まず、国民情報データベースにアクセス。

　今の自分が公的にどういう扱いなのかを確認する。姉さんの誤解の根もそこにあるはずだし。

　自分の名前を検索。神倉かみくらという苗みよう字じはかなり珍しいうえに、ミタマという名前もそうそうないから、検索件数は『１』、つまり僕。なるほど、黒字のままだ。

　クリックして、詳細情報を確認した。



　神倉かみくらミタマ

　有名ハリウッド映画監督。代表作に「フェミニズムチラリズム」「パンツモンスター　１５０人ゲットだぜ！」などがある。なお、フェチ勝浦かつうらの名で男優もつとめる。

関連人物→贄川にえかわ那智なち



　なんだ、これ？　僕の情報が無茶苦茶に改かい竄ざんされている。いくらなんでもひどすぎる。僕はなかば放心状態のまま、那智の名前をクリックした。



　贄川那智

「新宮にいみやねいき」の名で女優をつとめる。代表作に「くれいじーないと～くれない～」「忍者英雄列伝くのいちゅ」「高級凌りよう亭てい　姫事～ＨｉＭＥごと～」などがある。最新作は、コチラ→「セッツ42℃」



　ここもだ。誰だれがこんな悪質な改竄を……。最新作のところだけはクリックできるようになっている。朦もう朧ろうとした頭のまま、僕はそれをクリックした。



「優しくするね、那智」



　そこに現れた動画は、僕と那智が摂津峡せつつきようで一夜を共にしたあの映像……。

　僕はフリーズした。

　頭の中が空っぽになって何も考えられなかった。

　生きるとか死ぬとかそんなことどうだってよくなった。

　廃人ってこういうことを言うのかもしれない。

　精神を健全に保つなら、早くその動画を閉じるべきだったのだろう。

　なのに……。

「ミタマ君……」

　声に応じるように画面の中の僕はゆっくりと、那智の服を脱がしていく。

　白いブラが健康的なわずかに焼けた肌と見事な対比を見せている。

　どうして夜なのに、こんなにきれいに撮影できてるんだ？　どこにそんな機材が？

　というか誰が撮ったんだ？

　僕が生なま唾つばを飲んだ音をマイクが拾っていた。

　やめてくれ、そこから先は…………。

　そして、僕は那智のブラに手をかけて――――

　映像がぶつりと切れた。

　そして、よく知った二人の姿が映る。

　母さんと五十鈴いすずさんだ。

「ミタマ、お前の様子は超遠隔操作ラジコン型監視カメラ兼盗聴器でばっちり盗撮させてもらったわ。あなたのカバンにひっつけておいて、いい雰ふん囲い気きになったから空中から撮らせてもらったの。バッテリーの残存容量が足りなくて肝心なところが撮れなかったけどね。あ～あ、残念」

　母さんはにんまりとしたり顔で、四つんばいになっている五十鈴さんの背中に乗っていた。五十鈴さんのほうは苦笑い。ちなみに猫耳つき。部外者が見れば、母親が子供をあやしているようにしか見えない光景だ。

「あんな映像が世界中で流れたら……ダメだ、想像しただけで笑い泣きしそう……ぐすっ。ワタシに逆らうからだよ。子供は親に逆らっちゃいけないの。ワタシの言うとおりにしていれば必ず幸せになれるのに逃げたりするから。もう社会に顔向けできないって泣いて、一生引きこもってたらいいわ。年をとってもワタシの年金で飼ってあげるから」

　もうダメだ。僕たちはこれで社会的に抹殺された。

「…………なんてね。驚いた？」

　母さんの顔にタチの悪い笑みが宿る。でも、無理して笑ってるようにも見える。

「ドッキリよ、ドッキリ。ミタマからのアクセスにだけ反応するようにしたの。ワタシはそんなに怒ってないわ。確かに出ていくのには驚いたけど、本当なら五十鈴がちゃんとミタマを止めてくれるはずだったのよ。それがまんまとお前に逃げられたってわけ。だから、罰としてしばらく猫耳の馬になってもらってるの。ほら、鳴きなさい、五十鈴」

　五十鈴さんは苦笑いのまま「ひひーん」と答えた。

「声が小さい！」

　母さんが乗っている五十鈴さんの背中をパンと叩たたいた。

「ひひーん」

「もっと馬らしく！　お前は駄馬なの。監視につけておきながら、ワタシのかわいい息子の心変わりも見抜けないくらいの役立たずの猫耳メイドなの！」

　ばんばんと母さんは五十鈴さんを叩たたいた。さすがに五十鈴さんも苦痛に顔をゆがませて鳴いた。その顔が妙に艶つやっぽくて、変な気分になる。

　母さんは五十鈴さんを馬にしたまま部屋を走り回らせた。

「お前はこれくらいされて当然なの！　子供をさんざん虐ぎやく待たいしてきた最低な人間がこうやって生きていられるだけでも、本当に幸せなのよ！　それなのにお前はいつまで経たってもその感謝を仇あだで返すんだから！」

　虐待って、それは五十鈴さんじゃなくて、母さんのことだろ。そのシュールな映像を笑い飛ばしてしまえる力強さが残念ながら僕にはない。

「おっと、大事な話を忘れていたわ。十七日まで。それまでにワタシのもとに戻ってらっしゃい。そしたら、お前への罪は一切問いません。ちょっと無断で自分探しの旅に出たことにしといてあげる。あるいは――――」

　母さんは親にあやされた子供のように、満面の笑みを浮かべた。

「――――贄川にえかわ那智なちを殺すのでもいいわ」

　やっぱり母さんは悪魔だ。

「二者択一だからね。一休いつきゆうさんのとんちみたいな屁へ理り屈くつで三つ目の選択肢とか出してきてもダメ。もし破ったら」

　母さんは親指を下にくるりと下げて、地獄へ落ちろのジェスチャーをとった。

「ワタシのラボの特別室から永久に出られなくなるわ。あなたも知ってるでしょ、地下三十階のあの部屋よ。それから贄川の悪魔の血を継ぐ者は一匹残らず焼き殺してあげる。あの女め狐ぎつねがあなたをたぶらかしたのよね？　バカな自分が助かりたいばっかりにミタマをこんな危険な目に遭わせて……許せないっ！」

　母さんは画面の奥で本当に泣いていた。

　僕がいなくなったことで、本当に泣いていた。



    

  
    
      



    

  
    
      

「そりゃ、ミタマも男だわ。高校生にもなれば自然と色気づくでしょうよ。かわいい女と付き合いたくなるでしょうよ。けどさ、あんな女の何がいいわけ？　不幸ってくらいしか設定のない能天気女に走るなんて！　ワタシのほうがよっぽどかわいいわよ！　こんなことなら、あなたがワタシよりも小さかった間に、もっともっと抱きしめてあげていればよかった！」

　母さんの悲痛な叫びはやがて声が嗄かれて、鼻声になって、ようやく終わりが見えてきた。

「ミタマ、帰ってきてよ！　母さんも悪かったわ！　だから戻ってきて！　これ以上子供たちが出ていっちゃうのは嫌なの！」

　これは善意なのだろうか。

　それとも、悪意なのかな？

　確かなのは母さんが僕を想おもっていてくれているということだけ。

「もう変な女は寄り付かないようにしてあげるからね。学校の環境が悪かったのなら、生徒も教師も消してあげるから。トラウマになるなら校舎も更地にしてあげる。だから早く戻ってきて。愛してるわ」

　それで、映像が途切れた。

　パソコンで日付を確認。

　十七日まで、今日を入れてあと一週間。

　それまでに結果を出さないと……。

　このままパソコンを強制終了させようかとも考えた。だが、まだ続きがあった。突然、五十鈴いすずさん一人の映像がぱっと映る。

「この追加映像は伊勢いせ様にはないしょで撮影しています。ですから、一文節縛りの解除もお許し下さい。伊勢様は本気です。もし期限をお破りになれば、最悪の場合来栖山くるすやま市は消滅するでしょう」

　淡々とものすごいことを話す五十鈴さん。この人もちょっとやそっとのことでは動じないタイプだ。

「正直なところ、何が正しい選択なのか私ごときにはわかりません。伊勢様も仰おつしやっておりましたが、私は実の子を虐ぎやく待たいしていた最低の人間でした。そんな私に、ご友人のために命を懸けるミタマ様の生き方を云うん々ぬんする権利はありません。どうか、最善だと思う、悔いのないご決断を。

　ただ、こんなことを私の口から申すのもおかしいかと思いますが、伊勢様は実に子供想おもいの素晴らしい方です。伊勢様が心からミタマ様のことを憎んでいらっしゃるなら、猶予期間など設けません。伊勢様はまだミタマ様を信じていらっしゃるということを、心の片隅にでも入れておいて下さい。先ほどは私に元気に乗っておられましたが、ご失しつ踪そうの当日は自分のせいだ、自分のせいだとずっと涙を流しておられまして、毎日食べているポテトチップスすら喉のどを通らない有様でした。

　最後に。

　伊勢いせ様のご命令で、どうやら久し振りに『出張』しなければならないようです」

「え、『出張』!?」

　思わず、画面に向かって問い返してしまった。

　だって、五十鈴いすずさんが出張するということは、つまり……。

「私設軍隊『千せん狗く隊たい』隊長、畜生道を統すべるこの賢島かしこじま五十鈴が『珠たまの花はな』を消滅させるということです。私と千匹の軍用犬がこの話を終わらせるということです」

「ええええええっ！」

　千狗隊は神倉かみくら家が抱える最強の私設軍だ。逆に言えば事態が差し迫った際しか、彼らが表舞台に出ることはない。出てこられては困るのだ。

　文字通り、千匹の狗いぬが敵を喰くらい尽くす、だから「畜生の軍隊」とも呼ばれている。

　部隊は『月刊軍事』の泣く子も黙る私設軍隊特集で十年連続ベストワン。二位の凶きよう義ぎ隊たいでも虐殺人数一万人突破というのにそんなものに大差をつけて一位に君臨してしまう部隊と戦うなんて誰だれだって願い下げだ。

『この私設軍隊がすごい』でも三年連続一位だし、人気指揮官部門でも五十鈴さんは女子の部で三年連続一位をとっている。あの人が指揮をとれば、サルでも国を一つ滅ぼせると言われるほどだ。顔だけなら母さんなんかよりはるかに五十鈴さんのほうが有名だ。

　千狗隊の派遣は本気で恐ろしい。でも、それ以上に恐ろしいのは……。

　五十鈴さんは『珠の花』を攻めると確かに言った。

「どうして、姉さんのところに逃げたことがばれているんだ？」

　どのみち、もうここにはいられない。

「腕がなまってしまって、どれだけの活躍ができるか疑問ですがね。しばらく馬の鳴き声しかしゃべらせてもらえそうにありませんので、鬼のいぬ間にたくさん人間語を使わせていただきました。ミタマ様の前途が明るくありますように」

　終了した動画の画面を僕は二百七十秒ほど呆ぼう然ぜんと見送っていた。

　とにかく、このままじゃいけない。動かなければ。

　僕はブックマークから「シロノトリガー」というページに飛んだ。

「貴方あなたは三百五十万ぷらす十七万四百五十二番目の白い人です」とアクセス数がまず目に入る。

　ここは「白びやく夜や世せ界かい」という人の結構有名な日記系サイトで、今日付けの日記もそれなりに面白いんだろうが、ゆっくり見る時間はない。

〈三日で完全美白！〉という一見広告にしか見えない箇所ををクリックしてどんどん飛んでいくと、管理人が外には絶対公開しない秘密の日記が置いてあるのだ。



一昨日

　朝、ごはん、白しろ味み噌その味噌汁、はんぺん、かまぼこ、大根おろし

　昼、牛乳、白しろ餡あんの餅もち、卵白身、タチウオ、マヨネーズサラダサンドイッチ

　夜、ごはん、クリームシチュー、牛乳プリン

昨日

　テロ、摘発、特別警察、人人人、撃、殺殺殺、西部占領、東部占領。

　朝、牛乳プリン

　昼、牛乳プリン

　夜、牛乳プリン

今日

　秘密、発覚、警察、出動、一部違法捜査、足踏み、五十鈴いすず派遣、犬犬犬、噛、殺殺殺。

　レトルトごはん、レトルトホワイトカレー、牛乳プリン



　牛乳プリン食いすぎだろ。

　なるほど、五十鈴さんが『出張』しているというのは本当らしい。料理が突然レトルト三ざん昧まいになっている。母さんは料理なんてできるわけないし、子供が作ろうとすると「親の仕事よ！」と言って台所から追い出すし、一番タチが悪い。

　本人も自覚しているのか、こんな歌を作っている。



　こげすぎた魚より黒い親の愛は子供の体にとてもユウガイ



　わかっているのなら、その有害な愛を少しは浄化してほしいものだけど、待っているだけムダだろう。僕は動かないといけない。

　画像つきヴォイスチャットにログイン。暗記していた管理人のアドレスを打ちこむ。

　白びやく夜や世せ界かいさんはちょうどログインしていた。

「白の世界へようこそ」

　白夜世界さんこと、涙珠るいしゆはいつもどおりの挨あい拶さつをしてきた。

　いわずもがな、ここは涙珠のページだ。「シロノトリガー」って名前がいかにも白大好きの涙珠っぽいし。

　デザートの途中なのか、右手にミルクバーが見える。

「どうやら、最低なことになりそうだな。母さんのせいで生まれ故郷が担保にされたよ」

「愚ぐ痴ちをこぼす暇はありませんよ。早く逃げないと、兄さんのいる場所は火の海になりますから」

　その話はミルクバーを食べながらしてもらうようなものではなかったが、涙珠が食べ終わるのを待つ余裕はない。

「兄さんが寝ている間に姉さんが母さんに交渉を試みました。まあ、百聞は一聴にしかずです。これを」

　音声が切り替わるブチブチという音がした。



『ＩＳＥ、ごきげんよう。あわれな弟と妹を使ったおままごとの調子はいかが？』

『あら、とんだごあいさつね。勘当されたあなたが何の用よ』

『その弟と、女を一人預かった』

　その感情のこもらない声は僕の知っているどの姉さんのものとも違っていた。

『詳しくは画像を見て。どこで話をつかんだのか知らないけど、私はＩＳＥに殺されるつもりはない。弟が死ぬほど大事ならすべての作戦を撤回しなさい。それで二人は解放してあげる。話に応じないなら――』

『きゃははははははははは』

　母さんのデリカシーのない笑い声が響いた。

『何がおかしいの』

『珠花しゆか、ワタシに交渉しようだなんて言うの？　そんなの千万億年早いわよ。どこに娘と人質交渉する親がいるの。どれだけ偉くなったつもり？』

『わかってるの？　こちらには人質――』

『黙りなさい』

『っ…………』

『今から助けに行く。千せん狗く隊たいで教団も破壊する。そしてミタマを取り返す』

『え、せ、せんくたい……』

『どうせ珠花はミタマを殺せない。弟を殺すほどバカには生んでないから。言っとくけど、ワタシは珠花を陥おとしいれる陰謀なんて練らないし、まして子供をダシに使うなんて真ま似ねもしない。自分の基準で物事を考えるな。あなたの教義は単純すぎる。世界壊れすぎ、ガラス割れすぎ、心が壊れすぎ、薔ば薇ら咲きすぎ、桜散りすぎ、永遠求めすぎ、都会冷たすぎ！　あと最後に一つ、ミタマをナイフで刺したらしいけど、二度とやるな。玉将たままさが勘当しようと、お前はワタシの娘だ。ぶん殴りに行く』

『……待って。私は本気よ。千狗隊だなんてバカな真似しないよね。ねえ……』



『母親はようちなんです　その娘百倍ようちに違いないわね』



　母さんはいきなり歌を一首詠よんだ。

『ごめんね、ワタシ空気読めないの。『珠たまの花はな』だっけ。潰つぶすから。その調子だと嗅かがれて困る計画があったってわけか。墓穴だったわね、珠花しゆか。まだ、人の上に立つタマじゃないわね。

　あと、あなた、昔から言葉のセンスがないわよ。むしろ、センス以前に心がこもってないの。言葉に本気になれば、あんな使い方はできないはずよ。そのへんもこのワタシが教育しなおしてあげる』



「言うまでもなく交渉は完全に決裂しました。『珠たまの花はな』本部に千せん狗く隊たいが突入します」

　涙珠るいしゆは感情を交えずに言う。そもそも何の感慨もないのかもしれないが。

「このままじっとしていても、おそらく兄さんは助かるでしょう。なにせ千狗隊ですからね。いくら姉さんが腹芸を打っても万に一つも勝ちはないでしょうね」

「しかし、それじゃあ那智なちは助からない」

　千狗隊の軍用犬が那智を生かしておく確証はどこにもないし、仮に無事で来栖山くるすやまに戻ったとしても母さんに殺される。

「なあ、涙珠、僕と那智が助かる方法は、もう、ここから脱出して兄さんを捜し出すしかないような気がするんだけれど、どうかな？」

「そうですね。保護権を得た人間の殺害はお母様であってもリスキーです。国家に反逆することになりますからね。来栖山に少し顔を出して、それで危ういようなら網走あばしりにでもシベリアにでも逃げて様子を見ればいいです。ただし、やるならお早めに。あの人は自分の子のためなら宇宙だってなかったことにするでしょう。お母様のせいで来栖山は焦土になりますよ。あと最悪の場合、摂津峡せつつきようでの痴態がウェブ上に流れる危険もあります」

「やっぱり、お前も見てたんだな！」

　どこの世界に自分のあんな姿を妹に見られる兄がいるんだ……。自決したいくらいだ。

「ちなみに映像があそこで終わっていたというのはお母様の作り話で、本当はあの先もありました。私もすべて見ました。私もすべて見ました。私もすべて見ました。私もすべて見ました。大事なことなので何度も言いました」

「ほっといてくれ！」

「何を落ちこんでいるのですか。くだらないことで悩めるのはモラトリアム人間の特権です。兄さんにはそんなものありません」

「……そうだな」

「贄川にえかわさんを連れてここから逃げ出すこと、このクエストを解決しないことには何も始まりません」

　ごもっともな意見だ。というか、それがすべてと言っていい。でも……。

「那智が姉さんに洗脳されてるんだよな……はあ、逃げる前に洗脳を解かないといけないのか」

「だから、珠花しゆか姉さんにうつつを抜かすなと申しましたのに。あの人はもはや神倉かみくらの姓すら名のっていません。『珠たまの花はな』教団の教祖、始神はじかみ珠花です」

　そうだな、僕は中途半端に人を信用し、そのくせ自分から疑惑の種をまいていた。

「とにかく僕は玉風たまかぜ兄さんを捜す。和歌山わかやま県の山中にいるという情報しか知らないんだけど……」

「まったく、何から何まで人任せですね、兄さんは。ペーパーテストしか能がないんだから」

　そう言いながらも涙珠るいしゆは何枚かの画像をくれた。それは山の中や川のほとりで焚たき火をした後の写真だった。

「『幻の仙人、陽勝ようしようを捜せ』というサイトに載っていたものです。マニアがけっこう追いかけているみたいですね。つい先日のアップ分です。どうやら和歌山わかやま県新宮しんぐう市の山中のようですね。撮影者は式しき神がみと名のる女に追い出されたそうですが」

　陽勝というのは兄さんの出家後の名前だ。やっと次の目的地が決まった。那智なちを助け出したらすぐに出発だ。

　画面上ではちょうど涙珠がアイスバーを食べ終わった。

「それでは、兄さんの身に平安が訪れますように。姉さんや犬に殺されるなんてバッドエンドは承知しませんよ。私ももう少し助力する所存ですから」

「ありがとう、白びやく夜や世せ界かいさん」

「ところで、兄さん、ひとつ質問があります」

　アイスの棒を涙珠はこちらに向かって突きつける。



「愛って何だと思いますか？」



　なんとも抽象的で答えづらい質問だった。

　そんなこと急に言われても。

「早く答えて下さい。内容次第では私は兄さんを見捨てます。５，４，３，２――」

「人を大切に想おもう気持ちのことだ！」

　せかされて出てきた言葉は何の飾りもないものだった。

「僕は那智を大切に想ってる。それで兄である僕のことを大切に想ってくれている涙珠の協力を得てここまで来たし……。それって、よくわからないけど、似てるものだと思うんだ」

　涙珠はかすかにきつい表情をゆるめる。

「なかなか、いい答えじゃないですか。口だけですけどね」

　これは半分は誉ほめられたと解釈すればいいのかな。

「では、いい助すけっ人とをお呼びしましょう。それまで母さんのサイトでも見て、暇をつぶしていて下さい」

　こちらが通信を切る前に、涙珠るいしゆのほうの回線が切れた。

　さらに、僕は「墓はか無ないラボ」というページに飛ぶ。ここは母さんの歌のサイトだ。一応目を通したが、昨日付けで何首か更新されていた。



　絵の具には毒が入っているものよ　目玉にやさしい緑色でも



　どんぐりの背比べ会場乱入しライフル乱射　飛べ縄文人



「愛してる」お前の愛の総量はたったの１キロバイト以下かよ



　路地裏のアリス追いかけ見た屋根の邪魔したくなる猫のはんしょく



　難産の我が子元気に生まれたぞ　イカヅチ鳴らして祝え神たち



　時計の中の小こ人びとを糸で吊つり上げて「十五年前に戻さないと潰つぶす」



　毎度ながら、僕は国語力がないのか、一切意味がわからなかった。こんな短歌は国語教科書には絶対載らないし。

　でも、不思議なもので、それが僕を想おもっての歌だってことはなんとなく伝わるのだ。

　ああ、そうか。

　母さんは僕を愛してくれていたんだ。

　それは善意とか悪意とかじゃないんだ。母さんは単に自分の子供が大切なだけなんだ。だからなんでもエスカレートしてしまうんだ。

　僕は那智なちを愛していて、こんなところに飛び出して、

　涙珠は兄の僕を愛してくれていたから手伝ってくれて、

　世界を愛している姉さんに疑われて捕まって、

　子供を愛している母さんは五十鈴いすずさんを派遣した。

　そして、きっと主人を愛している五十鈴さんもそれにこたえようとしている。

　全部、愛だ。愛が連鎖してちょっと乱れて、結果が悪いほうに流れているだけなんだ。

　じゃあ、その乱れを、もつれた糸を、少しだけ調節してやればすべては丸く収まるんじゃないか？

　さて、ネット巡回はこれにて終了。脱出の方法を考えるか。

　ひとまずドアに耳をあてる。即席の盗賊のように。

　これだけでもわかる情報はけっこうある。

　見張りは何人か？　壁の強度は？　破壊するのに最善の手は？　むしろ、あけられるのを待つか？　餓死させたりガス室にしたりする気でない限り、いつかはあけざるをえないはずだが……なんて思案していると突然のガチャリ。

　誰だれ　か　が　ド　ア　を　あ　け　た　。

　僕はドアノブの回る音と入ってきた人物で二重に驚く。

　そいつは思いっきり涙珠るいしゆだったからだ。

「助けに来ました。お小遣いで来たので、後で経費を申請しますからね」

　感情のこもらない顔で、涙珠は遠路はるばるこんなところまでやってきたのだ。

　いったい、どうやって？

「ああ、それと兄さんの贄川にえかわさんへの愛ですが、38点です。つまり――」

　不合格ですね、と涙珠は笑った。

「ちょっと待ってくれ……。不合格ってことはどうなるんだ……？」

「助けに来ましたよ、兄さんだけをね」



    

  
    
      


５　うちのメイドさんは残酷な人だ



　制服姿の妹は左手に白い扇、右手に白い巾きん着ちやく袋ぶくろを持って、いつもどおりのつまらなさげな顔をしている。とくに断らなければ涙珠の持ち物はすべて白いと考えていい。

　ここは学校の多目的教室かと一瞬疑いそうになったが、そこまで手のこんだドッキリを行う必要はない。

「少し確認しないといけない用事がありましてね。少々、事が大きくなりすぎました」

　涙珠は僕が教団に車で送ってもらう時に使用したあの何ともいえないヨガのような変なポーズをしてみせた。

「このジェスチャーがあれば同志と認識されますから。侵入は簡単です」

　視線をドアの奥に向ければ看守らしき男が倒れていた。さっきのアイスバーも施設の部屋で食べてたのか。

「すぐにここから出ますよ。余裕はありません。千せん狗く隊たいが来ます。あの連中はとにかく節操というものが一切ありませんから、捕虜も何も十じつ把ぱ一ひと絡からげで噛かみつきます」

　それだけ言うと、涙珠は僕の手をぐいと引く。なされるままに僕は歩く。涙珠が無駄を行うはずがないのだ。まして、命を懸けてまで。

「ありがとう、涙珠るいしゆ。わざわざ僕らのために」

　心からの感謝の辞を伝えると、ぷいと顔を背そむけた。

「勘違いしないで下さい。私は兄さんのためだけに来たのです。贄川にえかわさんは兄さんを悲しませないためのおまけです。私が愛しているのは兄さんだけです」

「わかった、わかった」

　僕は苦笑する。

「それと、私はもうひとつ大切な使命を果たしにここに来ないといけませんでした」

「え、なんだ、それ？」

「今なら回収が上う手まくいきそうです」

「回収？　いったい何を？」

「追々わかりますよ。今は贄川さんを見つけることに専念したほうがいいでしょう？」

　そうだ、まずは那智なちの救出をしないと何も始まらない。

　部屋を出てしばらく廊下を行くと、上り階段と「Ｂ２」の表示が見えた。どうやら独房は地下だったらしい。まあ、教祖の居室の横に監禁部屋など作るわけもないか。

「どんどん上って下さい。一階にはエレベーターもありますけど、おそらく非常時で止まっているでしょう。袋の鼠ねずみという諺ことわざを実践したくなければ動き続けることです」

　延々と階段を駆け上がる苦痛なんて、今までのものと比べれば秤はかりにかけるまでもない。僕は涙珠に続いてピンク色の階段を駆ける。途中で何人か倒れていたけど、涙珠が来たことに比べれば、これまた日常の誤差でしかない。

　向こうからどたどたと重たい足音。

　当然追っ手だ。

　性別も世代も服装も容姿もてんでばらばらな人間が十数人出てきたが、何かの冗談かと思えるくらいみんな同じ表情だった。

　血走った目と苦虫を噛かみつぶした顔は、教団による洗脳のせいなのか、はたまた人の表情なんて火急の事態では多様性なんて持ちえないのか。

「消えなさい、凡百」

　涙珠はぱたぱたと白い巾きん着ちやく袋ぶくろに向かって扇をあおいだ。

　袋から散った白い粉がもわりと周囲に満ちる。

　糸の切れた人形よろしく信者を次々と床に並べていった。

「睡眠薬です。五十鈴いすずさんの部屋から持ち出しました。軍事用でしょうからあまり吸わないようにして下さい。脳に障害の出る可能性があります」

「糸で縛るわけにはいかないのか？」

　そっちのほうが涙珠の十八番オハコのはずだが。

「本当は糸で縛ってしまいたいのですが、一つの教義に固執している信者には、この糸は簡単に切られてしまいます」

「そうか、【信義の糸】は強い信念のある人間には効かないんだったな」

「思考停止した人間ごときに破られるなんて不愉快ですがね」

　涙珠るいしゆの講釈の間に階段の表示は「２Ｆ」になっていた。

「警備が甘い。どうやら信者も千せん狗く隊たいに浮き足立っているようですね。もっとも、主力は帝都に出張っているでしょうが」

「なあ、五十鈴いすずさんって何者だ？　あんな恐ろしい軍人がどうしてメイドなんかを？」

　涙珠はどうしてそんなことも知らないのかという顔をしたが、走りながら僕より詳しい情報を披露してくれた。

「彼女は今から五、六十年前、犬だけによる軍隊組織『千狗隊』を作りだし、国家の防衛と進攻に多大な功績をあげました。犬笛一つで、ショパンの葬送行進曲まで演奏してしまう笛のスキルで、日本語の語ご彙いと同等の豊かな表現で配下の犬に命令を下し、敵を完全に抹殺する。百戦すれば百勝。千戦すれば千勝。古今の名将をあげても五ご指しには入るでしょう。ですが彼女には永えい生せい権けんがありませんでした」

「おかしいぞ。そんな名将がどうして永生権をとれないんだ？」

「残酷すぎたからです」

　と粉をまきながら涙珠。

「部隊はあまりに品位が低かった。だって犬ですから。敵はすべて食い殺し、挙あげ句く普段の食糧にまで犠牲者の死肉を割り当てる軍隊を、国家で公的に評価したくはないでしょう。だから、恩典である永生権は先延ばしされた。それにあまり彼女も人格者とは言えませんでした」

　歴史を語るように涙珠は私情をはさまずに言う。

「兄さんが幕ばく僚りようなら、自分の子を犬と同じ寝床で寝かせて育てるような人間と同僚になりたいですか？　彼女にとっては子供も使役する犬と同じだったのです」

　何も言えなかった。ただ間違いないのは、僕が知っている五十鈴さんから、過去に子供を虐ぎやく待たいしたという事実はとても読み取れないということだった。

「ちなみに子供二人のうち、片方は犬に食い殺されました。彼女は涙一つ流さずその犬を銃殺し、その肉を調理してすべて食べたそうです。そのあとの有名な台詞せりふが『これで私のもとに戻った』。彼女が子供の大切さに気づいたのは皮肉にもその一件からだったそうです」

　妹の言葉は残念ながら事実らしい。

「軍部としてもそんなイレギュラーには消えてほしかった。それを父さんは利用したんです。処理直前の彼女に母さんの保護権を与え、最強の私設軍隊を神倉かみくら家に組みこむことで、神倉は軍部の一大勢力となりました。玉将たままさ躍進の要因の一つです。

　別に彼女が玉将たままさに忠誠を誓ったわけでもなんでもありませんが、最凶の軍隊が存在しているだけで抑止力としては十分だったわけです。

　その後、玉将はだんだんと自前の権力を強化し、千せん狗く隊たいの必要がないほどに基盤を固めました。五十鈴いすずさんのよかった点は犬の使役も組織も自分しかできなかったことでしょう。彼女を殺して軍隊を奪取するという方法を玉将は使えませんでしたからね」

　僕が目をつぶっていた過去が逐一列挙されていく。

　涙珠るいしゆの落ち着いた声はかえって、僕への糾弾みたいに耳に響いた。

「さて、もう三階ですか。百聞は一見にしかずです」

　涙珠が双眼鏡を差し出す。

「御覧なさい。面白いものが見れますよ」

　それで大道芸でも見えればありがたいのだけど。

　のぞいた先は教団村とでもいえそうな広い敷地。

　そこを軍服姿の五十鈴さんが何百もの犬を従え行進していた。

　五十鈴さんが首に提さげている笛をピーと吹く。サッカーの審判のものと大差なかったが、あれが犬笛だろう。

「いいか。貴様らには蚊ほどの価値もない。あるのは四よん桁けたの整理番号だけだ。意見があるならいつでも吠ほえろ。すぐに銃殺してやる」

　本当に五十鈴さん？　双子の妹とかじゃないよな？　あんな口の悪い五十鈴さんを想像しろと言われても無理だ。

「だが、そんなお前らに意味をやる。立派な任務だ。

　――この敷地内の皆様に立派な【おもてなし】をしてあげろ。

　以上」

　再び犬笛がピーと鳴った。

　犬たちは一斉に教団の敷地に散開する。

　そして、老若男女武装非武装かまわず次々と鋭利な牙きばを…………。

　気持ちが悪くなって僕は目をそらした。史上最低のおもてなしだ。

　そこから先はとても見ていられない。

　これが『出張』か。五十鈴さんに勝手に軍隊を動かす権限なんてあるわけがない。母さんは本気で姉さんを殺すつもりなのか？　いくら勘当した人間だからってやりすぎじゃないか？

　教祖の部屋は三階のはずだったが、涙珠はそのまま通りすぎた。

　心理的に追い詰められている僕を知ってか知らずか、双眼鏡を返した僕に涙珠は何も言わなかった。そのまま僕らは五階までのぼり、廊下に出た。

　途端、目の前が敵の山になった。

　両りよう脇わきの部屋から、わらわらと出てくる。

「兄さん、僭せん越えつながら命令させて下さい」

　どうせ僭越なんて思ってないだろ、お前。

「三十秒間息を止めて、まっすぐ走りなさい――粉を吸っても、責任は負おいません」

「え？」

　妹は扇を激しく振った。

　巾きん着ちやく袋ぶくろは怒ったようにもくもくもくと、白い粉をまき散らしていく。

　それ、相当ひどい毒なんだよな!?

　僕は口と一緒に目も閉じて、ひたすらに走り抜ける。

　悲鳴とくずおれる音がいくつも重なった。

　あの粉が片っ端から意識を奪っているんだろう。

　三十秒きっかりで目だけをあけると、そっけない白いドアが僕の目の前にあった。

「ここに姫様がいますよ。さあ、どうぞ」

　涙珠るいしゆは扉を開けて、僕を招き入れる仕草をした。



　その先には那智なちの姿が！



「那智、那智、那智！」

　僕は流れ星でも見たように名前を三回連呼した。

「大丈夫だった？　変なことされてないよね？」

　那智は窓一つだけ、椅い子すとテーブル一つだけの殺風景な部屋の無個性なパイプ椅子に座っていた。その目はうつろなままで、視線は何を見つめているかも判然としない。

　ただ、口元だけが変ににやけていた。

「わたしはしゅかおねえさまのものです。しゅかおねえさまのためならこのいのちをなげだすこともかまいません」

　くそ！　洗脳が解けてない！

「那智！　君は騙だまされているんだ！　早く逃げないと大変なことになる！」

「おねえさまはかみさまのそんざいをただしくしられるおかたです。しんじつをおしりなのです。みたまくんもはやくあらためなさい。いまのせいじしすてむとかみさまではわたつみのようなつよさはまもれません」

「那智！」

「たしかにかみのろんりはわたしたちぼんじんにはりかいできません。しかし、そのさきにあるのはしんりなのです。きづいてください、しんりに」

　そんな単純なやりとりだけで僕は言葉の無力さに絶望した。生気のない口から発せられる音は抑揚に欠けている。人形がかわりに喋しやべっても互換性に支障はないだろう。

　涙珠るいしゆが慰めるみたいに、僕の肩を叩たたいた。

「これがあなたの愛した人ですよ。今では姉さんの教義を繰り返すだけの機械です。こんな堕落した女をこれからも愛しぬけると？」

　僕はひるまなかった。涙珠はどんなものだって否定する。これもその一環だ。

「違う。これは単なる洗脳状態だ。解けば那智なちはすぐに元に戻る。人間は弱い生き物だから、悪い人間の手にかかれば簡単に洗脳されてしまうんだ」

　涙珠は那智に負けず劣らずの無表情を崩さない。問題は那智のはふにゃふにゃしたしまりのない無表情、涙珠のは意志の力のこもった無表情ということだ。

「ですが　極論すれば兄さんは洗脳すらしなかったとも言えますね」

　涙珠は首をかしげて豚でも見るような視線を僕に投げた。

「うぇ？」

「贄川にえかわさんのことを兄さんは愛しているんですよね？　本当に本当に愛しているんですよね？　命を懸けるほどに愛しているんですよね？　なのにあっさりと洗脳されましたというのはどういうことなんですか？　私はそんな口先だけの恋愛に駆りだされていたということなんですか？」

「いや、だって、姉さんは薬とか使ったらしいし……」

「この世界のどこに今から洗脳しますと頭を下げる人がいますか。せめて今ここで洗脳を解いてあげて下さい、さあさあさあ！」

　涙珠が僕の背中を押す。

　僕は頭の中から洗脳の解除方法を探す。

　…………。

　……………………。

「わからない。こんなの教科書でも参考書でも見たことない」

　僕は習ったことを99％実践できる能力がある。

　その代わり、僕は習っていない課題を攻略する能力がまったくない。

　今までは涙珠のマニュアルがあったから戦ってこれた。その涙珠から課題を出されたら、どうしていいかわからない。

「……どうしたんですか、まさかそんなことすら自覚してなかったのですか？　神倉かみくらの血を引く人間がそんなことすら自覚していなかったのですか？」

「教科書にない」

　僕は情けなく認めた。認めるしかない。

「だから、兄さんは堕落しているのです」

　涙珠の言葉に手加減はない。僕を五階に連れてきたのも、僕の考えのもろさを突きつけるためだったんだろう。

「どれだけ教科書を漁あさっても無駄ですよ。教科書は知識を得るためのもの、これは実践の問題なんですから。本当に兄さんはテスト以外はろくでなしですね」

　涙珠るいしゆに好き放題を言われることになったが、僕は反論できなかった。

　涙珠の言葉は腹が立つほどに的確すぎるのだ。僕は紙の上だけの王者でしかない。

「自分の正当性も主張できず、贄川にえかわさんが救えますか。いいですか？　私はこの窮地から贄川さんを助ける方法を知っています。でも、兄さんの愛を証明してもらえなければ力は貸せません。そんなうわべだけの形だけの愛なんて私は認めませんからね」

　どうしよう。

　早く那智なちへの愛を証明しなければ。でも、愛を証明したって、それが那智の心を取り戻すことにつながるのか？

「ほら、ゆっくりしている間にラスボスが来てしまいましたよ」

　はっとして振り返ると、姉さんが僕らを値踏みするように悠ゆう々ゆうと腕を組んでいた。

「お久しぶり、【クモの意図】」

「お久しぶりです、姉さん。今では、始神はじかみ珠花しゆかさんと言ったほうがいいかもしれませんが。敬けい虔けんな信者さんたちはなかなか活気がありますね。神倉かみくらの家を裏切ってまで作ったのだから、これくらいはしていただかないと。もっとも、その栄えい耀よう栄えい華がも今日で散ってしまいますが。千せん狗く隊たいを止められる手段はさすがにないでしょう？」

　姉さんは左手の人差し指で頬をかいた。困惑した時にやる癖だ。

「こんな結末になるなんてね。ＩＳＥを舐なめていた私のミスだわ。犬たちは長い夜に吠ほえ続け、終わらない冥めい府ふのセレナーデを奏でる。地獄の業ごう火かと深しん淵えんが私を包む。『珠たまの花はな』呉内くれない町本部もこれでサヨナラね。せいぜい業ごう火かで紅に染まればいいわ」

　まるで舞台みたいに姉さんは胸に手をあてて嘆く。

「――本部はね」

　けれど、その悲しみに満ちた表情はすぐに笑みに変わった。

「私から生まれた種は必ず芽吹く。そして、つまらない独裁政治を叩たたき潰つぶす」

「やはり、帝都の暴動もあなたのせいですか」

　涙珠の顔は何も変わらない。

「私は死なないわ、【クモの意図】。この私は朽くち果てることを許されていない、世界を暴くまで」

　え、多発している暴動も姉さんがやっていたのか？

　つまり、帝てい國こく侵出の【審判】はもう始まっていたのだ。

　でも、どうして教祖として満ち足りている姉さんがテロをしないといけないんだ？

「母さんを落ち着かせるのに苦労しましたよ。兄さんが人質になってどうしよう、どうしようと川でも作るのかというくらい泣いてしまうんですから。『涙珠るいしゆ』という名前をあげたほうがいいんじゃないかと思ったくらいですよ。近くの神社で縁日があったので、五十鈴いすずさんが浴衣を着せておぶって連れていってようやく機嫌が直りましたが」

「ＩＳＥはいつまでも子供ね」

　僕もそう思う。

「確かに母さんにはだいぶ問題がありますが、それを子に構いすぎると切り捨てるのは身勝手というものです。長男は引きこもりの末に忽こつ然ぜんと失しつ踪そう、長女が突然新興宗教の皮をかぶった古代の邪教を広めようとする。神倉かみくらの秘密を悪用しようとするなんて。そりゃ、どんな母親だって変にもなります」

「なんだ、お見通しなのね」

　姉さんは厄介そうに長い髪の毛をもてあそぶ。

「はい、私がわざわざこんな遠方まで出向いたのはその点に白黒をはっきりつけるためです。まさか、兄さんを助けるためだけにやってきたとでも？」

　ひどい言い草だが、確かに出血大サービスすぎる。それにほかの目的があったと涙珠は最初から言っていた。

「なあ、神倉の秘密とか邪教とか何のことなんだ？」

　明らかに僕だけ話題に入れていなかった。

　涙珠に白いブーツで足を踏みつけられた。質問が間抜けだったのか。

「私たち神倉家の敷地であり、神倉神社のある漆山うるしやまの秘密のことです。世界の安あん寧ねいを守るために、あの秘密だけは知られてはいけない」

「悪い。漆山の秘密なんて考えたことも……ないんだ……」

　涙珠の目が怖いので、僕はもごもごとつぶやく。

「神倉家がどうして漆山を神域として守ってきたのか、考えたこともなかったのですか、兄さん？」

「だって、そんな内容はテストには出ないじゃないか……何の科目でもいい。少しでも、その内容が受験とかぶっていれば、完かん璧ぺきに言えたはず……なんだ」

　涙珠は口を開く前に憮ぶ然ぜんとした顔をつくって、

「軽けい蔑べつを通り越して感心しました」

　と言った。

「だから、兄さんは小物なのです。テストで兄さんに勝てる人間は神倉でもいないでしょう。八歳の時から、大学の入試問題を趣味で解いておられましたね、けれど、兄さんは偏差値という数字を極めることができても、それからわずかでもずれれば途端に無力です。何をどうしていいか一切理解できない。過去問をやりすぎた弊害です。答えを覚えすぎているので、思考することができないのです」

「けど、今回は【ナチス】を連れてここまでは来たんだから、たいした成長よ。私がいた頃ころは、一人で喫茶店に入れないレベルだったからね」

　おかしい。姉さんまで涙珠るいしゆの味方になって、僕を攻撃してくる。

「逆に言えば試験以外のことは何もできないから安心ですがね。贄川にえかわさんと山で一夜を明かした時も何もできませんでしたからね。どうしていいかわからないから中止したんです。あそこまでいくとプラトニックとかじゃなくてただの甲か斐い性しようなしです」

「やめろ！　そのことはやめてくれ！　本当に恥ずかしいんだ！」

　そう、あの日、僕は那智なちのブラを見て、こう言ったのだ。

「もう、やめよう」と。

　だって、そこから先はどうやっていいかわからなかったのだ。具体的な方法は保健体育の教科書には書いてなかった。知らないものは実行できない。

　保健体育は他教科と一緒で常に満点だったので、何の問題もないだろうと思っていたのに……。だいたい、野外でどうこうなんて絶対に書いてなかった。

「まさか、本当に勉強のことしかできないとは私も思いませんでした。兄さんは性的な知識を知らなかったのですね。本気でお母様の教育方針は修正すべきです。まずいです」

　なんで、そんなことまでほじくり返されて、辱はずかしめられてるんだ、僕は……。

「このように、一家の中で兄さんは最も無力です。完全な受身ではよい指導者になれません。凡百のための授業は帝王学などカリキュラムに入れておりませんから。このままでは社会人になっても、優秀な官僚になることはできても、人の上に立って命令する立場には永久に飛躍できません」

　穴があったら頭からとびこんだだろう。それが僕のすべてだった。

　小さい頃ころからテストというものを遊び代わりにして育った僕は、自発的な行動が苦手だった。幼稚園でも小学校でも一番辛つらいのは休み時間や自由時間だった。自由が何なのかさっぱりわからなかった。周りのみんなは遊びまわっていたが、それが正しいのかどうかを検証する術すべがない。

　そして、小四になってやっと気づいた。

　そもそも、神倉かみくら家の人間に近づこうと考える人間なんているわけがない。

　最初から敬遠されているところからスタートして完かん璧ぺきな友達を作るというのは、なかなかに難易度の高いものだった。

　結局、休み時間の偏差値は三十程度だっただろう。もし「友達との休み時間の過ごし方」という科目があれば、誰だれよりも完璧に休み時間を演じることができただろうに。

　そして、やっと一つの結論に達した。

　人の上に立つ人間は、下と仲良くする意味がない。

　そのあとは、友達といえる存在はなかったが、それなりに楽しくすごせた。様づけでへりくだってくるヤツはいたが、それは友達とは呼ばないだろう。自分と「対等」な人間なんて学校には誰だれもいなかったのだ。

　だからこそ、中学になって知り合った那智なちの存在はあまりに新鮮だった。というか、那智に出会うまで「友達」という辞書的意味しか知らなかったのだと思う。恋愛に関しては、現国の文章を読破し続けている間にだいたいつかめていたので、友達からの飛躍は割合やさしかったのだけど。

「兄さんは『友達を作らない』のではなくて、『友達を作れない』だけだったんですね」

「ああ、残念ながら――って、そんなことはどうでもいいだろ！　今は神倉かみくらの秘密だ」

「家の秘密くらい、多少は教えてあげればよかったのに。神倉はケチね」

「これは神倉のルーツに関することです。本来は独力で解き明かさないといけないものでしょう。事実、私も姉さんもちょっとしたことから興味を抱き、それを知ろうとし、真理に至いたったはずです。兄さん、漆山うるしやまの語源を考えたことがありますか？」

「ううん、習ってないから」

「それでは、どうして姉さんが勘当されたかを説明できますか？」

「ううん、習ってないから」

　涙珠るいしゆはこちらの顔を窺った後、バカな教え子を見た家庭教師みたいなため息をついた。

「やはり無理ですね。兄さんは考える力がありません。このハンデを考慮しないのは酷でしょう。仕方ない、虎とらの巻を出しましょう」

　と、一枚の薄っぺらな紙を僕に渡した。

　その時、電気が走るような興奮を感じた。紙の内容はこんなものだ。



　この写真は、ある近畿きんき地方の山の頂上付近で見つかった墓である。墓碑にはいずれも＋状の記号が彫られている。この写真について以下の問いに答えよ。



　問１　始神はじかみ珠花しゆかによって創始された『珠たまの花はな』教は、伝説上の宗教を元にしている。その宗教は写真のような記号を多用していたとされるが、この記号は本来ある残酷な用途で使われたものである。その用途とは何か。

　問２　その宗教は過去に神に弾圧されたといわれているが、その理由を述べよ。

　問３　写真のある山は現在の何市にあたるか。なお、山の本来の名前と市名は一致している。

　問４　なぜ、始神はじかみ珠花しゆかは神倉家を勘当されたのか答えなさい。



　これはテストじゃないか！　ああ、久しぶりにテストを見たぞ！

　早くやりたい、早くヤりたい！

　脳が興奮し、加速する。

　僕はテストを前にすると、神経が研とぎ澄まされるのだ。

「これ、ヤっていいのか？」

「どうぞ。制限時間は五分です。あまりゆっくりしていると千せん狗く隊たいが来てしまいますよ」

　まず、問１だ。見たことがないと慌あわててはいけない。こういう時は問題の写真や図をしっかりと見る。大問の問１が超難問ということは普通ない。順序だてて考えれば最後までたどり着ける仕組みになっている。

　この場合は墓の写真を見る。すべてプラスのマークがある。仏教の墓でこんなマークはない。かといって神道でもない。

　つまり、これは特殊な宗教なのだ。伝説とされるほどの。逆に言うとなんらかの理由で歴史上から抹殺されたということか？　残酷な用途というと、拷問とか虐ぎやく待たいという言葉が浮かぶが――――あ、僕はまさに姉さんにこんな態勢で拷問されたじゃないか！

　問１の答えは『処刑具・あるいは拷問具』だ。

　続いて問２。伝説によると、この世界に現在の神が降り立った時、ほかの一つの神をかたくなに信じた人間は滅ぼされたという。

　結果、大きな戦乱のすえに多くの宗教は徹底的に弾圧され、教義も残せなかった。それで、今は仏教、神道、道教、ヒンドゥー教など、多数の神の存在を認めるもののみが残っている。

　答えは、自分たちの信じる神しか神と認めることができなかったため、新たに光臨した神の一人――ということになっている皇帝――を否定することになったから。

　さて、次に問３。一見知識を問うだけのようだが、問３という場所からしても、思考力が問われている。ここで気になるのは「本来の名前」という表現だ。だとしたら、今の山名は違うということか。

　わからない時は手を動かす。墓は近畿きんきで見つかったとあるから、山がつく関西の都市名をあげる。兵庫ひようご県の篠山ささやま市、京都きようと府の福知山ふくちやま市、滋賀しが県の守山もりやま市、奈良なら県の大和郡山やまとこおりやま市、和歌山わかやま県の和歌山市。それと、僕の住んでた大阪おおさか府の来栖山くるすやま市…………あれ。

　そういえば、こんなマークの墓、漆山うるしやまで見たよな。

　待てよ、来栖山を連呼してみると、来栖来栖クルスくるすくるすくるしくるしうるし…………漆うるしになった！　ＫＵＲＵＳＵという音を連呼していくと、子音のＫ音が途中で脱落して、「ＵＲＵＳＵ」に近づいていく。これに漆という漢字を当て、発音も漢字に引っ張られたとしたら、漆山という地名が出てくることは十分にありうる話だ。

　だが、落ち着け。これでは山勘になってしまう。何かもっと決定的な証拠はないか。来栖山、来栖山、十字、十字。ん、十字を英語にしたらＣＲＯＳＳだよな……そうか！

　来栖山は十字架をシンボルとする宗教とかかわりのあることからつけられた名前なんだ。クルス山という地名はその周辺の地域名として使われ、来栖山くるすやまと表記されて残った。一方、固有のクルス山は付近の住民に呼び継がれている間に、クルス→ウルスとなまり、地域名と山名が分離したのだろう。とにかく、答えは『来栖山市』。

　では、最後の４問目。どうして姉さんは神倉かみくら家を勘当されたか。

　もし、姉さんが新興宗教を「作った」のではなく、過去にあった禁教を「復活させた」のだとしたら……。

　そもそも、神倉家は神主として漆山うるしやまに神を祀まつっている。神倉神社といえば、和歌山わかやま県新宮しんぐう市のタカクラジの神を祭る神倉神社が著名だが、その神様を祀る直接的な理由はない。

　つまり、こうは考えられないか。

　神倉家は禁教の秘密を隠いん蔽ぺいするために、別の神を漆山うるしやまに勧かん請じようした。

　順番からすると神倉家が入るのはあの十字の宗教の後でないとおかしい。でなければ、山の名前が来栖山だった理由を説明できないから。

　それなのに、その一族からあろうことか邪教の教義を踏襲したような宗教を提唱する人間が出てくればこれは完全な裏切りだ。こう考えれば、山林に消えた兄さんと意味合いが違うことがよくわかる。

「答えは、『珠花しゆか姉さんが神倉家本来の目的に背そむいたから』だ！」

　最後の問題の答えにたどりついた時点で、僕の脳内アドレナリンの分泌量は規定値の数倍に達していたと思う。

「さすがですね。テストにするとあっという間に解いてしまう。そして、これが神倉の秘密なのです」

　最初から解かれることは予想していたのか、涙珠るいしゆは淡々としていた。

「神倉家と姉さんの対立もわかるでしょう。この世を支配する神より昔に違う神を祀っている宗教、それをひた隠しにして現世を鎮しずめるのが神倉の役目なのです。逆に、その過去を暴こうと考えるのが姉さんなんです」

「だって、おかしいと思わないの？　過去の神は全すべての人間は生まれながらにして罪を背せ負おっていると言った。生きることすら罪で、その罪を赦ゆるしてもらうのが生きる目的だったらしいわ。だけど、この世界では一度でも過あやまちを犯せば終わり。人間はチェスの駒こまじゃない。チェックメイトは自分が決めるの。『珠たまの花はな』を作ったのも弱い人を騙だますためじゃない。弱い人を本当に救うためよ。私は人類を愛している。だから、この世界を人間にとってまともなものにしたいの」

「どんな理由があろうと、古代の宗教を持ち出すことは許されません」

「どうして？」



「なぜなら神を一つしか認めないような宗教は必ず戦争を巻き起こすからです」



　確信があるのか、涙珠るいしゆは強い声で言った。

「自分たちの神しか信じない人間はその他の宗教と必然的に対立します。これは論理的な帰結です。古代の教えだからダメと言うのではありません。一つの神のみで成り立つ宗教――造語を作れば『一神教』とでも言えましょうか。そのような宗教は危険きわまりません。現在の皇帝による統治システムができあがる前には、第七次だか第八次だかの世界大戦があって、世界は崩壊寸前だったそうです。その背景にあったのは宗教対立だったというのが、今の歴史学の公式見解です」

　姉さんの表情がかすかに気まずそうに歪ゆがんだ。

「そして、姉さんの教団は事実として帝都でテロ行為を起こしました」

　頭にテロ事件のニュースがよぎる。あれは姉さんたちの仕業だったのか。

　そういえば、僕は武器庫をのぞいてしまって、監禁されたはず……。

「テロというのは言葉が悪いわ。私は政府を転覆させたかっただけ。少なくとも神倉かみくら玉将たままさというジェネラルが居座る世界じゃ、人は救われない」

「姉さんの考え方ではそうでしょうね」

「私だって神に逆らうつもりはないわ。けれど、この社会を握ってるのは神じゃない――皇帝だもの。神の血を引くと自称する皇帝がこの世を牛ぎゆう耳じっている。悪いけど、あれは神じゃない。人の子に支配される覚えはないわ」

　姉さんの声がたかぶる。

「すでに計画は八割は進行している。このまま帝都が反乱を続けているところに、『珠たまの花はな』本部が周辺を占領して東進、同時に全国三十箇所での一斉蜂ほう起き。それで帝国は終幕を迎える――はずだったんだけどね」

　お手上げのポーズを教祖はとった。

「お気の毒様ですが、このまま本部は千の犬によって滅びます」

「ま、それでも私が【審判開幕】とメールを各支部に送れば帝国が滅ぶという結末にはなるでしょうけどね」

「そんなに上う手まく事は運びませんよ。軍隊というのはトップがつぶれた瞬間、機能停止に陥おちいるものです。争いを恐れる日和見ひよりみ主義者が増大し、そのまま終わりでしょう。だいたい何千という人間が関かかわって情報が漏ろう洩えいしないわけがありませんよ」

　涙珠は確信をこめて言う。

「ああ、それなら大丈夫。私の迷える子羊は絶対に裏切らないから」

　でも、姉さんも確信を持って反論する。

「どうしてそんなことが言えるのです？」



「私の声は人の疑念を消滅させるからよ」



　そういえば、姉さんはとにかく自分の声を歌という形で発信していた。

　そのすべてに洗脳の力があるとしたら……。

「【煩ぼん悩のうの華】、いえ、ミタマと呼ぼうかしら。あなた、『再生の君』って曲を聴いたでしょ？　一度でも耳にすればそのフレーズが頭から離れないんじゃないかしら？」



――どんなに首を絞められても君のキオクが消せない



――つまらないシステムに踊らされ　疲れ果てた僕らは



――どれだけ血を流しても透明な指導者は　嘆くことも笑ウコトモナイカラ



　僕は、はっとした。

　この「君」というのは正当な「君主」のことを示しているんじゃないか？

　つまり唯一の神を信じる教義にとってのその神。救世主。メシア。

「つまらないシステム」というのはそのまま今の政治体制で、「透明な指導者」というのは誰だれも顔を見たことがない皇帝、あるいは神倉かみくら玉将たままさという将軍のことと考えられる。

「あの歌は…………革命を促うながす歌だったのか！」

「子羊たちは自分たちは正しい神を信じている、自分たちの行為は正しいと確信している、つまり本来の意味の確信犯として生きているの。そして死んでも天国に行けると確信している。生半可な軍隊では死ぬ気で戦う人間に勝つことはできないわ。なぜなら戦争はある種のゲームだけど、子羊たちはゲームのルールを超越した意識で戦っているミュータントであり、バーサーカーだからよ」

　姉さんは胸に手をあてて笑った。

　まさに超越者然として。

　それに対して、涙珠るいしゆはこの一言だけで十分だった。

「だから、姉さんは堕落しているのです」

「え？」

　姉さんの顔がわずかに歪ゆがむ。

「机上の論理だけを見て事実を見ないから、現実からずれ続けていく。取り返しがつかないほどに。いくら死ぬ気の軍隊が強いからといって、実力差が圧倒的であれば何の意味もありません。亀かめが兎うさぎに勝てるのはおとぎ話の中だけです」

「ふん、そっちこそ口先だけでならなんとでも――」

「すでに帝都の部隊は壊滅していますよ」

　姉さんの顔から笑みが消えた。

「まだご存じないようですね。発表していないから当然でしょうが。帝都の暴動は玉将たままさの軍勢に撃破されました。おそらく『珠たまの花はな』という教団の人間が関かかわっていたということもばれています。すでに支部には国の逆洗脳部隊が入り込んでいるそうです。さすがに数が多すぎるので表おもて沙ざ汰たにできませんから、姉さんを処罰はできないでしょうが、永えい生せい権けんくらいはとりあげられるでしょうね」

　詰んでいたのだ、何もかも。

　そして、永生権を分けてもらうなんて話も終わりのようだ。

「玉将たままさの仕事は皇帝を守り、体制を維持することにほかなりません。姉さんは完かん璧ぺきな仮想敵なんですよ。対策だって怠おこたるわけがないでしょう？」

　姉さんは頭をかかえて乾いた笑いを響かせた。

「【煩ぼん悩のうの華】が来てから何もかもがガラスのように壊れていくね。私の負けね。神倉かみくらに逆らった者のあわれな末路」

「あ、そうか、誤解を与えましたね。すいませんでした」

　涙珠るいしゆは場違いに頭を下げた。

「さっきは一般論と事実をかざしただけです。私自身は国家が転覆しようと皇帝が殺されようと興味はありません。まして父さんの味方でもない。

　そんなこと、どうでもいいのです」

「え、え、え……」

　姉さんは混乱している。僕も同じだ。

　じゃあ、涙珠は何が目的なんだ？

「私の目的は姉さんを回収することですから」

　僕はやっと涙珠の回収物が何かを知った。

「あなた方は勝手に外に飛び出しすぎです。革命のことなど忘れて、そろそろ戻ってきて下さい。お母様の相手を手伝ってくれないと疲れるんですよ。もう、離ればなれになるのはやめましょう」

　部屋を片付けなさいと注意するような口調で涙珠は言う。

「ウソよ……ＩＳＥは千せん狗く隊たいで私を殺す気でしょ？」

「いいえ。あくまで保護のためですよ。子供を殺そうとするような人なら、私もとっくに見限っています」

「そんなこと今更言われて信じられるわけない……」

　そりゃ、そうだ。姉さんの理想は今さっきついえたばかりなのだ。

　これで神倉家から来た涙珠を信じろと言われても無理な話だ。

　僕だって涙珠るいしゆがどこまで本気かわからないくらいなんだから。

「決闘よ、【クモの意図】」

　姉さんはふところから小振りのナイフを出す。

　刀身にはバラの文様が彫られている。

「何の真ま似ねです？」

「せめてあなたを殺してＩＳＥに一矢報いるわ。さあ、悪徳のダンスを踊りましょう。糸を出しなさい」

「無意味ですね」

　しかし、涙珠は手をだらりと下げる。

　無抵抗を示す時、人は手をあげるものだけど、それ以上にその姿勢は無抵抗さを示している気がした。なんていうか、無抵抗のポーズすらとらないほどの無抵抗。

「どういうつもりなのかな？　私は本当に殺す気よ」

「できるわけがありませんよ」

　涙珠の口元はかすかに笑っているようにつりあがった。



「だって私は姉さんの妹ですよ。姉が妹を殺せるわけないですから」



　姉さんがたじろぐ。それくらい涙珠は自信に満ちあふれていた。

　僕はこの妹には絶対に勝てないと思った。

　ナイフを持った相手を前にして、こんな態度がとれるだろうか？　僕は無理だ。たとえ、那智なちがナイフを持っていても怯おびえてしまうだろう。

「こ、こんなことでは騙だまされないわ……」

　がたがたと姉さんは足をふるわせている。敵はまったく攻撃の意志もないのに、戦えば必ず自分が勝てるのに。

　なのに、姉さんは精神的に追い詰められている。

　無抵抗の人間を殺すのは抵抗する人間を殺すことの何倍も難しいのだ。

「騙されるわけがありませんよ。私は騙すつもりなんてないのですから」

　涙珠はいたって強気だ。まるで弱者をいたぶるように姉さんを挑発する。

「あら、自分も信じられない教祖様がいったいどうやって世界を救えるのでしょうかね」

　一瞬、姉さんの目に殺意が宿った。

「もう、許さない」

　涙珠を見下ろせる位置に姉さんは場所を定める。

「ご自由に。最後の一線で私は姉さんを信じます。家族を疑いとおすほど、黒く堕落したりはしない！」

　涙珠るいしゆは最後まで無抵抗という武器で戦う。

　姉さんはナイフを振り上げ、

「死ね！」

　すぐにそれを振り下ろす。

　僕は耐えられずに目を閉じる。

　たっぷり五秒ほどしておずおずと僕は目をひらく。

　二度と物を見ずにすむのなら、そちらを選びたいくらいだった。

　姉さんが振り下ろしたナイフは、

　涙珠の肩の上で止まっていた。

「【クモの意図】、あなた、おかしいわ。ナイフを振り下ろしても、ずっと目を背そむけないなんて……」

「繰り返しましょうか。私は家族を信じられなくなるほど、堕落してはいません」

　つまらなさそうな顔で涙珠は言う。

　つまり、涙珠にとってはこんなの当たり前のことだったのだ。家族のために命を懸ける、なんてことは。僕の時だってそうだった。涙珠はいつも僕らのはるか彼方かなたにいる。

「ほら、姉さん」

　涙珠はゆっくりと両手を姉さんの前に広げた。



    

  
    
      



    

  
    
      

「あなたの負けです。私の軍門に降くだって下さいませんか。ほら、ほら」

「私の負けね。笑わない白い天使はどんな色にも屈しない」

　姉さんはナイフを投げ捨て、涙珠るいしゆと抱き合った。

　この誤解だらけ衝突だらけの悲劇も幕になったんだろうか。

「わかった。【クモの意図】のことを信じるわ。この世界の果てまで導いて」

「はい、これで私の用事も無事に片付きました。まあ、私と姉さんなら、どんなところからだって帰れるでしょう。さて、次は兄さんの番ですね」

　また、冷たい瞳ひとみが僕を見すえる。

「早く贄川にえかわさんを連れて逃げないと、千せん狗く隊たいが来ますよ？」

　悲鳴と犬の鳴き声はだんだんと近づいてくる。

　確かに一分でも時間が惜しい状況だ。

　僕はこの絶体絶命の状況から脱出しないといけない。

「じゃあ、那智なち、行こうか」

「いやです」

　抑揚のない声。

「わたしはおねえさまといっしょにいきます。おねえさまはおしえてくれました。かみくらのにんげんはあくまだと。あくまにたましいをうったら、こころまでくろくそまってしまうと」

「姉さん、なんとかしてくれ！」

「【ナチス】、よく聞いて。今までのことは間違いなの。あなたは操られているの」

「おねえさまがあざむくことはありません」

「我ながら見事な洗脳ね。セイレーンたちも裸足はだしで逃げ出すわ」

　感心してる場合か！

「まずいわね。このレベルの洗脳を解くには最低でも一週間はほしい。そもそも音楽のかかった施設の中じゃあ治るものも治らないよね。こういうのは切り離されたところでやらないと」

　姉さんの解説は妥当なのかもしれないが、はいそうですかと納得できる場合じゃない。

「あらあら、やっぱりお二人の愛はまやかしだったようですね」

　涙珠は底意地悪く笑う。

「うるさいよ、涙珠。洗脳は表面だけさ。心の底では那智もちゃんと僕のことを……」

　……好きなんだよな？　ダメだ。僕が疑ってどうする？

「お困りのようなら、二人の愛を試せて、千狗隊に制圧されそうなこの建物からも抜け出せるよい方法があるのですが」

　どうせ、涙珠が提案する時点で、ろくでもない方法なんだろ。

　でも、僕には選択肢もなければ時間もない。

「どういう方法なんだ？　聞かせてくれ」

「私の糸で贄川にえかわさんを縛り、この五階の窓からゆっくりと降ろしていくのです。贄川さんが地上に到達した後に、兄さんも糸を伝って降りていけばいいでしょう」

「なんだ、思ったよりマトモな案じゃないか」

「ただし、問題があります」

　涙珠るいしゆは何かを振り返るみたいに遠い目をする。

「私の糸は強い信念がある人を縛ってもすぐに切れてしまうのです。もし、骨の髄まで姉さんを信仰しているとしたら――」

　落下して死にます、と涙珠は言った。

「そんな危ないことできるか！」

　涙珠は那智なちを殺す気だ。

「危ないからこそ、『よい方法』なんですよ。糸が切れるなら、それは贄川さんが心の底から姉さんを信じきっているということです。信仰のために殉教するなら本望でしょう。それに一いち途ずに姉さんに心を捧ささげている方を無理矢理兄さんが愛しているからなんて勝手な理由で生かすのも変な話です。どうせ本来はもう処理されているはずなんですし。

　それに言いましたよね。私はあなたたちの愛を試すと。ちょっと宗教にかぶれて愛を捨て去る人に生きてもらわなくてけっこうです。逆に言えば、まだ贄川さんが心の片隅でも兄さんのことを覚えていれば糸は切れないわけですよ」

　涙珠の話は筋は通っている。

　けど、それは那智を殺すための筋だ。

「そんなの同意できるわけないだ――」

「しんこうのためにひとまずさきにとりになりますわおねえさまなきがらはえーげかいにながしてください」

「贄川さんご本人は同意しているようですが」

　サディスティックな目が僕を追及する。

「あと、勘違いしているようですが――――私は贄川さんを殺すつもりですから」

　それはナイフを持った姉さんの前で見せたくらい、強い目だった。

　僕は涙珠に睨にらみつけられている。

「言いましたよね、38点だと。兄さんはじゅうぶんに贄川さんを愛せなかったがゆえに、洗脳されてしまったのです。でも、私は最後のチャンスをあげようと言っているのです。合格点レベルの愛があれば、ここから抜け出せるでしょう？」

　でも、このまま愛を信じて進めば那智は死ぬ。言葉だけの愛なんて、所しよ詮せん洗脳にはかなわない。

　僕は洗脳を打ち破るような愛を「形」にするしかない。

　そして、僕らにはほとんど時間は残されてない。

　考えろ。

　考えろ、ミタマ。

　過去の問題にさかのぼるんじゃなくて、持ってる知識に頼るんじゃなくて自分の頭で考えるんだ。

　これから先も学校で習ったことのない危機は何度も出てくるぞ。そして、そいつらの大半は一回間違ってもやりなおしはきかないんだ。那智なちは一回死んだらおしまいなんだ。

　だから、殺せ。

　過去に頼るしかない自分を殺すんだ。

　今、この僕にできることといえば……。

「那智」

　僕は那智の腕を強引に取って、

「なんですか？」



　そのくちびるを奪った。



　奪った、というのはおおげさかもしれない。意気地のない僕はほんとに軽く触れただけだ。

　でも、これが今の僕の精一杯なんだ。

　愛を形にして短時間でぶつける方法はこれしかない。

　王子様のキスで目を覚ましてくれないかな？

　ちなみに恥ずかしながらファーストキスだ。

　まず、場の空気が変わった。

「あら、そうよね。口付けで煩ぼん悩のうの華は咲き誇るのよ。咲いて咲いて咲き乱れるの。たとえ、枯れゆく運命だとしても咲かない花は何も残せないのよ。ここには万物の祝福が隠されているわ！」

　姉さんは感じるところがあったのか、勝手に僕より盛り上がっていた。いや、僕の心臓の次かな。祝福だかなんだかわからないけど、とにかく何も考えられない。いいとか悪いとかの判断もできない。

「あ。兄さん。そんな。ずるい」

　涙珠るいしゆもよほど信じられなかったのか、いつも引き結んでいる口をぽかんとあけてしまっていた。かすかに涙珠の目が光っているようにも見えた。けど、涙珠に泣く理由なんてどこにもないはずだ。

「せっぷんですかびっくりです」

　でも、那智なちに変化はない。やっぱり、これじゃダメなのか……。

「もう、時間はありませんよ！」

「やってくれ。那智がやると言っているんだから、僕は止める権利なんてない」

　涙珠るいしゆは那智の腕に糸を結ぶ。こんな一本の糸で大丈夫かと思うけど、【信義の糸】は物理的な力じゃ絶対に切れないのだ。

「それでは吊つるしますよ。よろしいですか？」

「はいあらたなせいをえるのにおそれるものなどありません」

　涙珠はぞんざいに那智を放り投げた。

　余っていた糸がどんどん張り詰めていく！

　数メートル伸びたところで糸が止まった。

　糸は涙珠の手を強く引っ張っている。

「…………みたまくん」

　それは久しぶりに聞いた那智の感情のこもった声。

「助けて……ミタマ君……ミタマ君！」

　糸は切れずに残っている。那智は片手をぶらぶらと伸ばしながら、僕の名を呼び続ける。

　もうこれ以上の証拠はないだろう。

　深層心理で那智が必要としていたのは僕だったのだ。

　あれ、でも、この糸はどこにつながっているんだ？

「あら――あっ、わっ！」

　僕のすぐ横を涙珠が無茶苦茶な力で引っ張られていった。

　まさか、自分の指から直接結んでたのか？　バカ！

　このままじゃ涙珠も窓から投げ出されてしまう！　そんなことになったら、いくら涙珠でもおしまいだ！

「涙珠！」

　僕は後ろから涙珠に飛びつく。もし、その手が届かなかったら、何もかも終わってしまっただろうが、幸い、僕の手は涙珠の腰をぎりぎりでつかんだ。そのまま、すぐに涙珠を抱きかかえる。

　それでも、すぐに勢いを殺すことはできない。車に引っ張られるような力が僕を一緒に窓の外に投げ出そうとする。僕の足もじりじりと窓に引き寄せられる。

「すいません、もうこの手を離して下さい、兄さん、このままじゃ兄さんまで落ちてしまいます！　私は堕落していました！　お二人の愛の力を疑っていたんです！」

　涙珠が泣き言を言う。

「そんなことは今はどうでもいい！　僕は男だ。軽いお前くらい、引き戻してやる！」

　そう言いながら、僕はやっぱり引きずられている。

「大丈夫ですから！　私が落ちても贄川にえかわさんはすでに地面に近づいていますから、軽傷ですみますから！」

「いいかげんにしろよ！　涙珠るいしゆが死んだらなんにもならない！　僕は今、純粋にお前を助けたいんだ！　そこに助ける理由を持ち出すほど僕は堕落してないっ！」

　足に力をこめて必死に勢いを殺す。僕たちは幸せになるんだよ！　そのために命懸けで戦ってるんだ！　で……なんとかその加速を零にした。

　勝因は涙珠が小柄で華きや奢しやだったことだ。やっぱりチビな母さんの血なのかな。

「バカ、もうちょっとのところで落ちてたぞ！」

「すいません、どうせ糸は切れると思っていた私が浅はかでした」

　平気で死を願う発言をする涙珠。でも、心なしか余裕はないみたいだった。

「お前、どこまでも那智なちのことが嫌いなんだな」

「私にとって、邪魔なだけの存在ですから」

　そんな口調もどこか覇気がない。自分の油断を呪のろっているのかな。

「糸を伸ばすのが、落下に追いついていませんでした。今、ゆっくりと降ろしていますから」

　窓からのぞくと、確かに那智はゆっくりと下降していく。地面につきそうで、つかない。

「けっこう、時間かかるな」

　涙珠をかかえて待つのはかなり疲れる。

「わざとゆっくりやってるんです」

「千せん狗く隊たいが来るだろ！」

　涙珠はあきれたようなため息をついた。

「こんなに近づいてもダメですか。まったく。兄さんは朴ぼく念ねん仁じんです」

「何の話だよ」

　涙珠の顔は見えないけど、どんな表情をしているんだろう。

「こっちの話です。ああ、さっきのキスをした兄さん、ちょっとかっこよかったですよ。それと私を支えてくれた兄さんも」

　まさか涙珠に誉ほめられるとは思ってなかった。

「着いたよー！」

　窓の下から那智の到着を告げる声。

「それでは、次は兄さんの番です」

　涙珠は伸びてきた糸を部屋のタンスにくくりつけた。僕が降りる時にも引っ張られたら大変だからな。僕も細い糸をつかんで、ゆっくりと降りていく。

「それでは兄さん、贄川さんをよろしくお願いします」

「またね。次に【ナチス】と再会する時は青いバラを贈るわ」

　姉さんも僕に手を振ってくれる。二人の顔が少しずつ遠くなっていく。

「これ、敷地内も千せん狗く隊たいだらけなんだよな？」

　建物から出れても、別に平和ってわけじゃないはずだ。千頭全部で建物を制圧しようとはしないだろうし。

「兄さん、私のマニュアルは熟読しましたよね」

「うん、そうだけど」

「じゃあ、絶対に大丈夫です。私に誤りはありませんから」

　さも当然のように涙珠るいしゆは言い切った。さっき、過信を恥じていたくせに。

「姉さん、涙珠、気をつけてね」

　なつかしい微笑ほほえみで姉さんはこたえてくれた。

　涙珠も犯罪者じみた目つきの悪い表情で、こくりとうなずいて、

「ま、私も暇になったら追いかけますから。また会う日まで」



「ミタマ君、ありがとう。なんだかずっと悪い夢を見ていたみたい」

　那智なちは不安そうに動かないほうの足をさすりながら、久しぶりに僕の目を見た。

「那智が元に戻ってなにより。さて、次の問題はここから無事に抜け出すことだな」

　犬の鳴き声と人間の悲鳴が、もうここにまで響いている。戦いはむしろこれからだ。

　僕は那智の前にかがんだ。

「さあ、乗って。急ごう、時間がない」

　那智が戸惑いの色を見せようとしたので、もう一度「早く！」と急せかした。それで、決着はついた。即席の騎馬の完成だ。

　自分が足手まといになるなんて言わないでくれ、那智。僕の目的は那智を助けることなんだから、那智を置いていったらクリアにならないんだ。だから、那智の足が悪いというのはただの前提条件。それに文句をつけるのは反則だ。

　僕は走る、走る。といっても、標準的な運動スペックの僕な上に、那智を乗せているから速度は情けないくらい遅い。旧世代の戦車のような歩みで教団の門を目指す。

　教団の敷地は球場何個分だか知らないけど、とにかく広い。

　だが、たかだか数分で、僕は最初の一頭に見つかった。

　眼光鋭いシェパードは一秒だけ止まってくれたが、すぐにこっちを獲物と判断したらしく、走ってくる。

　逃げたって間に合わないよね。

「那智、ここから歩いてくれ」

　僕は那智を降ろす。

　そんなのを待ってくれるわけもなく、シェパードは僕に襲いかかってくる。

「邪魔なんだよ！」

　僕は飛んできたシェパードののどの下を思い切り殴りつける。

　姿勢を崩して吹き飛ぶ犬。懲こりずに同じ手で来る犬をさっきの倍の力で殴りつける。それで、やっと犬は僕を襲うのを諦あきらめたようだ。

「ミタマ君、すごいね。どこでそんな格闘術を!?」

　那智なちが惜しみない賞賛をくれる。

「勉強したんだ。涙珠るいしゆのマニュアルで。ずっと、ここでのんびりしてたわけじゃないよ」

　あの本には千せん狗く隊たいおよび野犬との戦い方まで書かれていた。



第76章　野犬に襲われたら

　夜の山中を進まないといけない日も逃避行にはあるでしょう。そんな時、野生動物に襲われることもあるかもしれません。そのまま、ゆっくりしていては飢えた獣の餌え食じきです。この章ではその対策をお教えしましょう。

・喉のど元もとを狙ねらう。

　喉はあらゆる獣の弱点です。ここを狙われたら、必ず敵はひるみます。数回繰り返されたらたいていの動物は勝ち目なしと見て、退しりぞくでしょう。

・尻尾しつぽを踏む。

　尻尾を踏まれると多くの動物は激怒します。これだけだと火に油を注ぐことになりかねませんが、敵が劣勢の時に踏んでやれば、敵は実力差を感じて攻撃を諦あきらめるでしょう。



「僕は教科書で学んだことなら完かん璧ぺきに実践・再現できる。だから、負けない。負けるわけがない」

　また行く手を秋田犬がはばむ。同じことだ。のどをパンチ、のどをキック。二回目でまた犬は攻撃を諦める。千せん狗く隊たいの犬はすべて訓練された兵士だ。だから勝ち目のない戦力差を感じた場合は攻撃をしない。犬死にするような兵士はいい兵士じゃないのだ。今度は犬は二頭で来た。数で囲めというのも正しい戦法。でも、僕は手も足も二本ずつある。二頭までなら問題ない。パンチ、パンチ、キック、キック。その間にも那智は一歩一歩前に進む。僕も一歩一歩前に進む。

　涙珠が言うように僕はただのテスト人間だ。それを否定するつもりはない。学んだことしか僕は実践できないんだ。犬のような小回りなんてきかない。

　じゃあ、あらゆることを勉強して学んでやればいい。

　僕の知らないことはこの世界にとてつもなくある、百年では抱えきれないほどにある。

　それでも、この世に無限なんてことはない。しょせん世界の果てはあるし、宇宙のすべてを知る必要もない。

　僕が覚えれば覚えるほど、この世界で僕に勝てるものは減っていく。

　なら、そうやって戦ってやろう。

　少なくとも、那智なちに生きる権利を与えられるまで。

　パンチ、キック、キック、キック、パンチ、キック、パンチ、パンチ、パンチ、尻尾しつぽを踏む、キック、キック、パンチ、尻尾を踏んづける、尻尾を踏んづける！

　もう、十匹以上の犬を撃退している。最強の軍隊のはずだけど、たいしたことないな。順番につぶしていけば、なんてことはない。

　浮き足立たないこと。

　地に足を着けること。

　戦闘ではこれが一番大事だ。焦ったら遠慮なく敵は噛かみついてくる。犬に正々堂々なんて発想はない。弱ったところを的確に狙ねらってくる。だから弱気になったら終わりだ。過去に千せん狗く隊たいに攻められた連中はみんなそうやって敗北したんだ。だから僕は自信満々に歩く。だって、僕は神倉かみくら家の人間だ。犬なんかに頭を下げる必要はないんだ。

　僕は那智を守るんだ。

　そのためには傷つくことだっていとわない。



    

  
    
      



    

  
    
      

「那智、どんな悲劇的な結末が待ってるように思えても、僕は君だけは笑顔でいられるように戦うから。だから、いつまでもいつまでも笑っていて僕を照らしていてほしい。ありふれた幾千幾万の恋の話のように、僕らは最後はどうせ幸せになるんだ！」

　周囲では逃げ出した信者が足を噛かまれてのたうちまわっている。悲鳴が教団を覆っている。阿あ鼻び叫きよう喚かん。地獄絵図。百鬼夜行。そんななかをステッキの那智なちと、武器も持たない僕が進む。王道を行け、神倉かみくら家の男として。

　出入り口の門まであと百メートルくらいかな。このまま出られればいいんだけど。

　でも、クライマックスは最後にやってくるものだ。

　気づくと、僕らは何十という犬に囲まれていた。

　とにかく数で僕らを圧倒しようということか。

　残念ながら正解だ。

　僕は阿あ修しゆ羅らでも千せん手じゆ観かん音のんでもないので、この数は対処できそうにない。

　後ろもびっしりと犬が囲んでいる。ゆっくり後ろを振り返る暇なんてないけれど。

　くそ、もう少しだったのに！

　あんな恥ずかしい発言までして、こんなところで終わりなのか。

　那智に謝るのはすごく恥ずかしいけど、言うしかないかな。

「那智、ごめ――」

「あ、チャウチャウだね」

　ひょこひょことステッキで前に出ると、

　那智は前の犬の頭を撫なでだした。

「いい子、いい子。よくしつけられてるねえ」

「え。え。えええ？　どうして、ゆっくり頭なんて撫でられるの？　どうして噛みつかれないんだ？」

　那智はにこにこと笑うだけ。

「え、悪いことしてなければ犬は噛まないよ。動物同士なんだからわかりあえるよ。犬と人間は何千年も前から一緒だったんだからさ」

　そんなバカなと思ったけど、那智には敵意というものがない。

　だから犬は那智を敵と認識できないんじゃないか？

　そういえば、さっきから一頭も那智を狙ねらおうとした犬はいなかった。獲物なら僕よりよほど弱い那智が無事だったのは運がよかったなんて理由じゃ片付けられない。

　那智の敵はこの中にはいない。

　敵がいなければ敗れることもない。

「ほらほら、いい子、いい子。みんな、いい子だねえ」

　那智は一頭ずつ頭を撫でてまわる。犬は尻尾しつぽを振って行儀よく、それを待っている。なんて平和な光景だろう。

「あ、こんなところにいらっしゃったのですね」

　そこに大きな犬に乗って、五十鈴いすずさんがやってきた。

　幸い、五十鈴さんからも敵意も殺意も感じられなかった。

　五十鈴さんは軍服が不似合いなほど落ち着いている。

「ミタマ様、お元気でしたか？　お困りの際は助けるようにと命は受けていたのですが、その必要もありませんでしたね。あと、今は非常時なので一文節縛りは適用しませんので、ご容赦下さい」

「はい、本当に奇跡的と言っていいくらいでした……。無傷でここまで来れるとは思わなかったです」

　五十鈴さんは上品に口に手をあてて笑った。

「それだけミタマ様の心が強かったのですね。千せん狗く隊たいは心の闇やみに食いつく軍隊ですから」

「心の闇？」

「はい、犬というのは人の感情を過敏に感じとる動物です。だから、弱気になった瞬間、獲物を容赦なく襲います。

　けれど、考え方を変えれば、もしも自分は絶対に負けないと信じきっている人間を前にすれば千せん狗く隊たいは無力も同然です」

　自信を喪失しないで本当によかった。

「まあ、今回はすべての犬に敵を無力化すればそれ以上の攻撃を加えないよう、きつく言いつけてありますから死ぬことはありませんでしたがね。ですから、この敷地内で死者は一人も出ないでしょう。話は穏便に済むはずです」

　そういえば、犬が人を食い殺すところなんて僕は見てない。外の光景を眺めていた時も怖くなって、目を背そむけたしな。

　じゃあ、僕の恐れは半分くらい杞き憂ゆうだったのか？　でも、無力化されるまでは噛かまれてたとしたら、やっぱり嫌だ。

　というか、涙珠るいしゆはこのことを知ってて黙ってた、なんてことはないよな……？　ま、細かいことはいいか。助かったことに変わりはないし。

　ちなみに那智なちはずっと犬を撫なでるのに忙しくて、話に加われない。なんか撫でているうちに、犬が集まりまくっている。しかも軍隊らしく二列縦隊で待っているし。行列のできる店か。

「さて、本当はミタマ様を保護し、来栖山くるすやまにお連れするよう言われているのですが、それだとまずいですよね？」

「そうですね……。今、母さんに会うのはまずすぎる」

「なるほど、それでは私はミタマ様を捕まえようとしたものの、見事に逃げられてしまったことにしましょう。ああ、これでまた伊勢いせ様に怒られてしまいますね。お恨み申しあげますよ」

　母親みたいに五十鈴いすずさんは笑う。ほんと、こんな人が母親だったら楽だったのに。

「でも、『ミタマ様も珠花しゆか様も殺すな』という命令はちゃんと守れそうなのでよしとしておきましょう。殺すなよ、殺すなよと百回くらい言ってましたからね」

「あの、殺すなって言う時、母さんはどんな様子でした？」

「そうですね。私の手を取って『けど珠花とミタマは殺すなよ？　絶対にだぞ！　もし、破ったら一生口利いてやらないからな！　お前の部屋をトイレに移してやるからな！』と、おっしゃりました」

「泣いてた？」

「泣いていました」

　僕の頭には、五十鈴さんの手を取って泣き顔で必死に嘆願している母さんの顔が浮かんだ。僕を縛りつける母さんとどちらが本当なのかわからないけど、悪い気はしなかった。

「なんか、五十鈴さんってなんだかんだで母さんの言うこと聞かないですよね」

「ええ、【表おもてなし教育】は伊勢いせ様から徹底されておりますからね。そのせいで、私には『裏しかない』んですよ」

　なんか、母さんが聞いたら激怒するような理屈だな。

「では、タイムリミットまでには来栖山くるすやまに戻ってきて下さいね。子供がいないままだと伊勢いせ様の手がつけられなくなりますから」

　やはり制限時間は厳守か。

　まだ、日程としては余裕がある。その間に兄さんのところに向かおう。

「それじゃ、今から僕らは兄さんを捜しに南に行きます」

「はい、お気をつけて。ちなみに駅までのバス停の道ですが――」

　五十鈴さんは近くにある糸を、ぴん、とはじいた。

「道沿いに糸が張ってありますから、これを伝っていって下さい。涙珠るいしゆ様からの伝言で『親愛なる兄さんに差し入れです』ということです」

「じゃあ、涙珠にこう伝えて下さい。『必ず生きて帰ってくるから』と」



    

  
    
      


エピローグ



　涙珠るいしゆの糸は国有鉄道の駅の近くで終わっていた。

　ここは新幹線も停車する。まず、名古屋なごやまで行こう。そこから特急で数時間乗っていけば新宮しんぐうまで着く。

　できれば着くまでに涙珠から詳しい情報がほしいところだけど、現地に行って得られる情報もあるだろう。兄さんが伝説の仙人として扱われ、修しゆ験げん道どう業界で有名なのも事実なのだから。

「ところで、お兄さんってどんな人？」

「そうだね、兄さんは一言で言うと、『めったに動かない人』」

「何それ、ナマケモノ？」

「割とそれに近い。むしろ、もっとひどいかもしれない」

　兄さんはいわゆる引きこもりだった。小学校にはほとんど行かなかったし、中学と高校はそもそも通信制で単位を揃そろえて、出席しなかった。

　でも、これは友達がいないとか、そういうレベルの問題のせいではなかった。

「兄さんは外出するとすぐに生命の危機にさらされるんだ。一人でおつかいに行くと、必ず誘拐されたし、夜十時以降に外出すると必ず暴走族にからまれた。ひどいのになると、公園の池でボートをこいでいるところを鮫さめに襲われるとか、標高三百メートルの山にハイキングに行って気づいたら富ふ士じ樹海にいたとか、兄さんのいるところに時空の裂け目が発生しているとしか思えない不運が続いた」

「そんな人が山にこもって大丈夫なの？　熊くまに襲われたりしないの？」

　那智なちがもっともなことを聞く。こういう時、好奇心のかたまりの那智とは会話がやりやすい。

「兄さんの理論だと、自分の不運はすべて仕組まれたもので、だから人がいないところにいれば絶対に安全だってことになってるんだ」

　どんなに家に引きこもってても、家族くらいとは会わないといけない。

　その点、山にこもるなら、誰だれにも会わなくていい。

　そして、山にこもって修行を続けた挙あげ句く、本当に偉大な修験者になってしまい、永えい生せい権けんを手に入れてしまった。永生権を持つレベルで住所不定とか、兄さんしかいない。

　ちなみに孤独なんてことはない。ウェブによると、最低でも五十人以上の式しき神がみを生み出して、気ままに暮らしているらしい。しかも、全員が美少女の式神で、ハーレム状態だとか。まあ、兄さんなら絶対にそうなるだろう。美少女なのは趣味だろうけど、死んでも男の式神なんて出すわけがない。僕も行って会えるだろうか……。

　悩んでも仕方ない。僕は保護権を手に入れないといけないんだ。

　那智なちを、好きな人を、助けるために。

　駅の周囲も怪しい人間はいない。監視の目はない、よし、出発。自動改札は大人おとな二人分の切符をちゃんと通してくれた。

「じゃあ、行こうか」

「うん、そうだね、行こう」

　僕らは互いにうなずきあい、笑い合う。

　もう、那智はステッキのまま駆け出そうとしている。

「あ、でもちょっと待って」

　僕は那智の手をあわててとる。勢い余って、那智がこけそうになる。

「わっ！　とっとととと……。何？　何のフェイント？」

　今、言わないとずっともやもやが残ってしまう気がした。

「あのさ、ここでキスをしよう。『珠たまの花はな』本部でやったようなやつじゃなくて、もっとちゃんとしたキスを」

「え？」

「僕はバカだから、それ以外に那智に愛を示すことができない。だから、せめて今の僕の精一杯を見せたいんだ」

　これから先もピンチなんてことはいくらでも起こるだろう。ゆっくりしていられる時間は二度とないかもしれない。後悔する前に、想おもいは伝えたかった。

「うん。じゃあ、『これからもよろしく！』の意味をこめて」

　那智はつま先を少しあげて、僕に顔を近づける。

　僕も軽く咳せき払ばらいをして、そのくちびるに近づく。

　これで僕のくちびるにやわらかい感触が――

「やっぱり、おあずけ」

　来なかった。

「ごめん、ミタマ君。キスはまだできないや。だって、縁起が悪いよ。これはすべてが解決した後にとっておこう」

　那智がいたずらっぽく笑う。

「そうだね、確かにそのほうがいいかも」

　電車の到着アナウンスも鳴っている。タイミングがちょっと遅すぎた。僕らはあわててホームに出る。

「わたしって、ミタマ君と違って、何も持ってないからさ。こんなハイペースであげてたら、きっと最後の最後にあげられるものがなくなっちゃいそうなんだよね」

「そんなの、気にしなくていいのに」

「気になるよ。それに――――涙珠るいしゆちゃんに怒られちゃうしね」

　ふふふ。那智なちはいたずらな笑みを浮かべる。

「え、どうしてそこに涙珠が出てくるの？」

「ひみつだよっ」

　入線してきた新幹線のドアがゆっくりと開く。手をつないで一緒に乗りたかったけど、ドアは狭くて一人ずつしか入れない。仕方ないから、僕は那智の手を握ったまま、先に入る。これもエスコートのうちかな。

「保護権をとれたら、今度は観光でここに来よう」

　電車に乗り込みながら、僕は決意を語る。

「うん、お願いするよ、ミタマ君！」

　そう、僕の目的は那智に保護権をあげることなんだ。

　でも、ふっと、なぜだか、まるで魔が差したように、

　涙珠のあるフレーズが頭をよぎった。



「もし、父さんが実在していたならば、兄さんを消しに来るかもしれません。たとえ、法的な問題をクリアしていたとしても」



　僕らの勝利の前提には法が、ルールが、守られているという条件がある。

　もし、そのルールを破る何者かが現れたとしたら…………。

「どうしたの、ミタマ君？」

「ううん、なんでもない」

　僕は首を大きく横に振った。

　すべての不安を吹き飛ばしてしまうために。



１巻　完



    

  
    
      


あとがき



　どもども、森田もりたです。

　この小説の原型は私が生まれて最初に書いた長編小説が元になってます。ＭＦにも送ったことがあります。

　この小説は成立事情がけっこう特殊なので今回はそのことについて書きたいと思います。

　あれは大学三年生の１月でした。前日に徹夜してて、笑っていいともがやってる頃ころに起きました。かなり寝ぼけていました。

　そしたら、突然啓示が降りてきたのです。人によっては「神が降りてきた」とも表現するようですが、とにかく何かが降りてきました。で、その何かが「小説を書くのだ。書くのだ。書け、書きなさい」とささやくのです。「え、でも、長編小説とか書いたことないんですけど……」「プロットも一緒に（脳内に）送信するからそのとおり書け、多分なんとかなる！」

　――などというやりとりがありました。断っておきますが、アヤシイ薬をやったとか、睡眠薬をたくさん飲んだとかそういうことは一切してません。むしろ、タバコも吸えない人間です。でも、ストーリーと共に降ってきた圧倒的な全能感が体を包みました。

　もちろん脚色はあって、ＴＲＰＧとか同人ゲームのストーリーを作るために小ネタはいくつかストックしてありました。ただ、そういうストックが突然パズルのピースをはめこむように凄すごい勢いで一本のストーリーになったのです。やはり、何かが降臨したとしか言えない経験です。

　で、そのまま啓示のとおりに書いたらこの小説の初稿にあたるものができました。結果的にほかの話でデビューすることになったのですが、めぐりめぐって最初に書いた話がこうして本になりました。普通こういうことってないので、割と本気で運命を感じてます。

　最後に謝辞を。かなりとんでもない内容のこの話に美麗なイラストで命を吹き込んで下さった伊東いとうライフ様、本当にありがとうございます。人生最初に書いた長編小説にイラストがつくという幸運を噛かみしめております。あと毎回かける迷惑の総量が増える一方の編集部の皆様、ご迷惑をおかけしております……。次はもう少し気をつけます……。

　最後に。この本を手にとって下さった方に最大級の感謝を。

　ではでは、また次でお会いしましょう。

森田季節きせつ
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